
 

 

 

地域の高齢者生活・助け合い活動等に関する 

アンケート調査結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館市生活支援・介護予防体制整備事業 

 

 

函館市生活支援コーディネーター 

丸藤 競 
 

平成２７年１２月 

NEC-PCuser
スタンプ



- 2 - 

 

＜ 目  次 ＞ 

 

アンケート調査の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ３ 

地域の高齢者生活・助け合い活動等に関する調査ご協力のお願い・・・・・・   ４ 

地域の高齢者生活・助け合い活動等に関する調査票・・・・・・・・・・・・   ５ 

アンケート記載者の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ９ 

「調査結果」 

設問 （１） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １１ 

 普段からの町内で、高齢者や地域住民が集まっての活動の有無 

設問 （２） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １１ 

 ① どのような場所で、活動が行われているか。  

② どのような活動が、どれくらいの回数行われているか  

③ その活動は、どなたが運営（主催）しているか 

設問 （３） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １６ 

 高齢者や地域住民が集まる活動が「ない」理由 

設問 （４） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １６ 

 高齢者や町内の住民が集まり活動できる場は、必要か 

設問 （５） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １７  

 ① なぜ、活動する場が「必要」なのか 

 ② どのような活動が「必要」か 

設問 （６） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １８ 

 高齢者や町内の住民が集まり活動できる場が「必要ない」理由 

設問 （７） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １９ 

 普段から、町内で健康や介護予防のために気を付けていること 

設問 （８） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２０ 

 町内の高齢者に対しての不安 

設問 （９） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２２ 

 町内の高齢者は、日常生活の中でどんなことに困っているか 

設問（１０） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２３ 

 支える側に参加してみたいと考えている方は、どれくらいいるか 

設問（１１） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２４ 

 どのような活動なら、支援活動に参加可能か 

設問（１２） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２５ 

 今、あなたの町内会で行われている活動は１００点満点中何点か 

設問（１３） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２６ 

 １００点満点にするためには、何が必要か 

 

 



- 3 - 

 

◆ アンケート調査の概要 

 

１ 調査の目的 

  地域資源および地域ニーズを把握し、地域の実情に応じた介護予防につながる事業・

仕組みづくりを行うための基礎資料とする。 

 

２．調査対象 

  町会 １８５（町会連合会加入 １８２、 未加入 ３） 

  函館市社会福祉協議会 

  地域包括支援センター  ６か所 

 

３．調査内容（調査票） 

  別紙調査票（３ページ以降）を参照 

  【参考資料】「地域の高齢者生活・助け合い活動等に関する調査ご協力のお願い」 

 

４．調査方法 

  調査対象に別紙調査票を郵送等により配布し、回収する。 

 

５．調査期間 

  町会、函館市社会福祉協議会 平成２７年９月２４日（木）～１１月２３日（月） 

  地域包括支援センター    平成２７年９月３０日（水）～１１月２３日（月） 

 

６．回収状況 

種 別 
団体数 

（回収数） 
回収率 

配布数 

（回収数） 
回収率 

町  会 
１８５ 

（１２１） 
６５．４％ 

１，８５０ 

（８７５） 
４７．３％ 

包括支援センター 
６ 

（６） 
１００．０％ 

６０ 

（４１） 
６８．３％ 

函館市 

社会福祉協議会 

１ 

（１） 
１００．０％ 

１０ 

（１０） 
１００．０％ 

合   計 
１９２ 

（１２８） 
６６．７％ 

１，９２０ 

（９２６） 
４８．２％ 
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地域の高齢者生活・助け合い活動等に関する調査ご協力のお願い 

（趣旨） 

 少子高齢化が急速に進行している函館市で、高齢者や地域住民が安心して生き生きと暮らしていける

地域をつくりあげていくためには、地域住民が自ら活動し、お互いに助け合い支え合う地域づくりが求

められています。 

 高齢者福祉については、介護保険制度の改正に伴い、地域のみんなで地域をつくっていくという「地

域包括ケアシステム」をより推進していくとともに、介護予防につながる事業取組に関しては介護保険

制度の中で支援することができるような仕組みとなります。 

 そこで、より効果的で、それぞれの地域の実情にふさわしい介護予防につながる事業や仕組みをつく

りあげていくために、地域の今の姿について調査を行うことにいたしました。 

 ご多忙中、大変恐縮ですが、ご協力いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

（調査対象） 

 函館市内の各町会、地域包括支援センター、函館市社会福祉協議会 

 

（調査基準日） 

 平成２７年９月末日現在の状況についてご回答ください。 

 

（回答記入者） 

 調査票には、できるだけ役職や担当が違う複数の方から、それぞれの町会役員としての立場でのご記

入をお願いします。（１０名） 

 

（回答期限） 

 平成２７年１０月１５日（木）までに町会ごとに取りまとめて、同封の封筒で町会連合会様宛にご返

送お願いいたします。 

 

（回答内容の取扱い） 

 いただいた情報に関しては、本事業のみに使用し、無断で他に流用すること等はいたしません。ま

た、いただいた情報により、記入いただいた方が不利益を被らないように取り扱うとともに、いただい

た貴重な情報を介護予防促進のため有効に活用していきたいと考えております。 

 

（実施者・問い合わせ先） 

 函館市生活支援コーディネーター 丸藤 競 

 電話 ０８０－５７２２－４２６１ 

 住所 〒０４０－００５３ 函館市末広町４番１９号 函館市地域交流まちづくりセンター内 

 

（生活支援コーディネーターとは） 

  高齢者や地域住民の生活支援サービスや介護予防の充実を図ることで、誰もが生き生きと暮らせる 

ようになるためのまちづくり活動を行っています。平成２７年６月１日より、函館市地域交流まちづ 

くりセンター長の丸藤が、函館市からの委託で活動しています。 



地域の高齢者生活・助け合い活動等に関する調査票（町会役員様用） 

 

 少子高齢化が急速に進行している函館市で、高齢者や地域住民が安心して生き生きと暮

らし続けていける地域をつくりあげていくためには、地域住民が自ら活動し、お互いに助け

合い支え合う地域づくりが求められています。 

 高齢者福祉については、介護保険制度の改正に伴い、地域のみんなで地域をつくっていく

という「地域包括ケアシステム」をより推進していくとともに、介護予防につながる事業取

組みに関しては介護保険制度の中で支援することができるような仕組みとなります。 

 そこで、より効果的で、それぞれの地域の実情にふさわしい介護予防につながる事業や仕

組みをつくりあげていくために、地域の今の姿について調査を行うことにいたしました。 

  

 回答は、お手数ですが、町会毎にまとめて１０月１５日までに、函館市町会連合会様宛に

ご返送ください。 

 

 なお、いただいた情報に関しては本事業のみに使用し、無断で他に流用すること等はいた

しません。また、いただいた情報により、記入いただいた方が不利益を被らないように取り

扱うとともに、いただいた貴重な資料を有効に活用していきたいと考えております。 

 ご多忙の中、誠に申し訳ございませんが、ご協力よろしくお願いいたします。 

 函館市生活支援コーディネーター 丸藤
まるふじ

 競
きそお

 

                       （問合せ：０８０－５７２２－４２６１） 

● 各項目、当てはまるものに○か◎を付けていただき、必要に応じて記入をお願いします。 

● 役職や担当等が異なる複数（最大１０名）の方から、それぞれの立場でご回答お願いします。 

 

◆ 所属             町会   役職              

 

性別  男 ・ 女           活動年数          年 

 

年齢  １０代・２０代・３０代・４０代・５０代・６０代・７０代・８０代以上 

 

（１） 普段から町内で、高齢者や地域住民が集まって活動している団体や趣味の会のよう

なものはありますか？  

 

ある ・ ない 

 

（２） （１）で「ある」とお答えいただいた方への質問です。 

 

①  それは、どのような所で行われていますか？（複数回答可） 

a.町会館  b.空き店舗  c.個人宅  d.公共施設（施設名：                    ） 

e.福祉関係の施設（施設名：                        ） 

f.その他（                                                              ） 
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②  そこでは、どのような活動が行われていますか？（複数回答可） 

  また、どれくらいの回数、行われていますか？ 

     

    a.体を動かす  

→ ない・年数回・月１～２回・週１回程度・週２～３回・週４回以上  

b.おしゃべりをする 

   → ない・年数回・月１～２回・週１回程度・週２～３回・週４回以上 

c.趣味の活動  

  → ない・年数回・月１～２回・週１回程度・週２～３回・週４回以上 

d.お茶を飲んだり、食事をする 

   → ない・年数回・月１～２回・週１回程度・週２～３回・週４回以上       

e.好きな時に来て、自由に過ごす 

   → ない・年数回・月１～２回・週１回程度・週２～３回・週４回以上 

f.ボランティア活動 

   → ない・年数回・月１～２回・週１回程度・週２～３回・週４回以上 

g.その他 （例： ○○（活動内容）を、□に△回程度行っている） 

       

 

 

③  その活動は、どなたが運営（主催）していますか？ （複数回答可） 

a.町会     b.地域住民の自主運営     c.ＮＰＯ     d.社会福祉協議会 

e.一般企業     f.函館市    g.地域包括支援センター 

 h.公共施設（施設名：                         ） 

    i.福祉関係の施設（施設名：                      ） 

       j. その他（                               ） 

 

（３） （１）で「ない」とお答えいただいた方への質問です。 

 

①  なぜ、「ない」のだと思いますか？ （複数回答可） 

  a.求められていない   b.場所が確保できない   c.運営に携われる人がいない 

  d.お金（活動資金）がない 

  e.その他（                             ） 

      

（４） （１）の設問で、「ある」と答えた方にも「ない」と答えた方にもお聞きします。 

町内に、高齢者や町内の住民などが集まり活動できる場所が必要だと思いますか？ 

 

必要 ・ 必要ない 

 

（５） （４）の設問で、「必要」とお答えいただいた方への質問です。 

 

①  なぜ、「必要」だと思いますか？（複数回答可。特に重要だと思うことには◎を） 

 a. 健康維持や介護予防の効果があると思うから。 
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 b. そういう場が欲しいという要望が出ているから。 

 c. 高齢者をはじめ、町内に住んでいる方の経験やスキルを活かせるから。 

 d. 閉じこもりを防ぐ効果があると思うから。 

 e. 色々な人との交流ができるから。 

 f. 生きがいややりがいを持つことにつながるから。 

 g. 活動への参加が楽しいから。 

 h. その他(                                                           ) 

 

②  どのような活動が「必要」ですか？（複数回答可。特に重要だと思うことには◎を） 

a. 簡単な体操など、体を動かす活動。 

b.  気楽に、おしゃべり等ができる活動。 

c. 趣味等を学んだり、発表したりする活動。  

d. みんなで、お茶を飲んだり会食をする活動。 

e. 子どもや若者など、多世代と交流できるような活動。 

f. 地域のためのボランティア活動。 

g. その他（                             ） 

 

（６） （４）の設問で、「必要ない」とお答えいただいた方への質問です。 

 なぜ、「必要ない」と思いますか？ （複数回答可） 

a. 参加を希望する人がいないから。 

b. 特にこれといった効果が期待できないから。 

c. 運営していくのが大変だから。 

d. その他(                                                          ) 

 

（７） 普段から、町内では健康や介護予防のために気を付けていることや、活動している

ことはありますか？ (複数回答可。特に重視している活動には◎を) 

a.  見守り活動を行っている 

b.  茶話会や会食の会を行っている。 

        c.  ボランティアやサークルなどの活動に協力している。 

d. 健康維持や介護予防のための講演会や健康教室などを開催している。 

e. 隣近所が自然に助け合う活動をしている。 

f. 趣味等を学んだり発表したりする活動に、町会館などを貸し出すなどしている。 

g. 世代交流できるような活動や、イベントを実施している。 

h. 特に行っていない 

i. その他（                             ） 

 

（８） 役員の立場として、あなたの町内の高齢者に対しどのような不安がありますか？ 

（複数回答可。特に重要だと思うことには◎を）   

  a.高齢者数の増加  b.支援の担い手がいない  c.交流の機会が減少していく 

    d.どんな支援を必要としているか分からない  e.どこにどんな人が住んでいるのか 

が把握できない f.閉じこもりがちな高齢者が増えている 

    g.その他（                               ） 
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（９） あなたの町内の高齢者は、日常生活の中でどんなことに困っていると思いますか？ 

（複数回答可。特に重要だと思うことには◎を） 

 a.掃除や整理整頓  b.洗濯  c.ゴミ出し  d.食事の準備や後片付け  e.買い物 

f.外出  g.雪かき  h.屋内での簡単な修理や修繕  i.自宅での入浴  j.家周りの 

環境整備  k.事務手続き  l.体力や筋力の維持  m.他の人との会話や交流  

 n.一人暮らしの方の見守りや安否確認  o.特にない 

p.その他（                                 ） 

  

（１０） 「支える側」として、困っている高齢者の支援やボランティア活動へ参加して 

    みたいと考えている方は、地域の中にどれくらいいると思いますか？ 

 

a.たくさんいる   b.あまりいない   c.ほとんどいない    

d.人数は少ないけど、熱心な人はいる   e.分からない   f.いない 

 

（１１） それらの方は、どのような支援活動なら参加可能だと思いますか？ 

（複数回答可。特に重要だと思うことには◎を） 

      

    a.掃除や整理整頓  b.洗濯  c.ゴミ出し  d.食事の準備や後片付け  e.配食 

f.雪かき  g.買い物や宅配便受け取りの代行  h.送迎や付き添いなどの外出支援 

i.話し相手  j.ご近所の見守りや安否確認  k.高齢者が気軽に交流できる通いの 

場などの運営  l.茶話会や会食の会等の実施  m.屋内の簡単な修理や修繕   

n.事務手続きの支援  o.家の周りの環境整備支援  p.趣味活動の支援  q.代筆や 

代読  r.特にない 

s.その他（                             ） 

 

（１２） 今、あなたの町内で行われている高齢者に生き生きと暮らしていただくための活 

   動は、１００点満点で何点だと思いますか？ 

 

                  点 

 

（１３）それでは、１００点満点にするためには、何が必要だと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力、ありがとうございました。 
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◇ アンケート記載者の概要 

 

◆ 所属 

 ・町会（１２１） 

  入舟、船見町第一、第二船見、天神、弁天、大町、青柳、住吉、宝来、豊川、大手、 

  栄、大森、千歳、新川、大縄、松川、北浜、港、港町北部、追分、大川、道営大川団 

地自治会、田家、白鳥、八幡、宮前、堀川、高盛、宇賀浦、日乃出、日乃出改良団地 

自治会、的場、金堀町はなます、金堀広野、函館少年刑務所宿舎、時任、杉並、本町 

梁川、五稜郭、柳町、松陰、人見、人見南、乃木、柏木、川原、深堀、東深堀、駒場

自治、駒場団地、湯川町一丁目、湯川町二丁目、湯川三丁目、湯川温泉、戸倉ヶ丘、 

香雪団地自治会、高丘、見晴、花園、日吉ヶ丘、日吉はるか台自治会、日吉東部、日

吉、日吉町北栄会、日吉北団地会、日吉四丁目、日吉自由ケ丘自治会、上湯川、上湯

川団地、西旭岡、西旭岡道営自治会、亀尾、蛾眉野、高根西部、空港団地、志海苔、 

三協、新湊、古川、豊原、石崎、石川、桔梗、亀田本町第四、亀田本町第五、亀田港 

東富岡、富岡一丁目、美原グリーン、中道一丁目、本通、南本通、本通中央、中道第

二、神山、陣川あさひ、陣川みどり、ひばりが丘、山の手、山の手二丁目中央、東山 

ニュー東山、東山見晴台団地、小安、瀬田来、泊町、館町、原木二見、尻岸内、女那

川、日ノ浜、椴法華、新浜町二、尾札部、大船、磯谷、ききょうの里自治会、雇用促

進自治会 

 ・地域包括支援センター（６） 

  こん、厚生院、よろこび、あさひ、西堀、社協 

 ・函館市社会福祉協議会（１） 

 

◆ 役職、 

  多岐にわたるため、詳細省略。 

 

◆ 性別 

 

 

男性

56.6 ％

女性

43.4 ％

性別
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◆ 活動年数 

 

※ 現在の役職に就いてからの年数と、活動当所からの年数を記載したものが混載されている。 

 

◆ 年齢 

 

※ ２０代の大半は、包括支援センター職員。 

 

33.5％

21.5％

18.3％

9.4％

7.6％

2.8％

3.9％

0.8％

1.2％

0.4％

0.2％

0.0％

0.2％

0～4年

5～9年

10～14年

15～19年

20～24年

25～29年

30～34年

35～39年

40～44年

45～49年

50～54年

55～59年

60年以上

活動年数

0.7％

3.1％

4.6％

…

35.1％

40.7％

8.6％

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代以上

 0.0  10.0  20.0  30.0  40.0  50.0

年齢
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◆ 設問（１） 

 

普段から町内で、高齢者や地域住民が集まって活動している団体や趣味の会のようなも

のはありますか？ 

 

 

 

◆ 設問（２） 

  

（１）で「ある」とお答えいただいた方への質問です。 

 

① それは、どのような所で行われていますか？（複数回答可） 

 

ある

86.1 ％

ない

13.9 ％

84.2％

0.6％

4.3％

18.5％

8.2％

12.9％

町会館

空き店舗

個人宅

公共施設

福祉関係の施設

その他
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○ 主な自由記載内容（複数回答含む） 

 

・ 公共施設 

   サン・リフレ、パークゴルフ場、市民会館、団地集会所、宮前児童館、公園、小 

学校グラウンド、ポリテクセンター、函館フットボールパーク、亀田福祉センタ 

ー、漁村センター、百寿会館、旧公会堂、芸術ホールリハーサル室、プール、生 

涯学習センター、コミュニテーセンター、亀田青少年会館、公民館、保健センタ 

ー、青年センター、あいよる２１、教育大学、老人福祉センター、まちづくりセ 

ンター、保健センター、弁天館、臥牛館、学校の体育館 等 

 

 ・ 福祉関係の施設 

    コミュニティ松川、ケアプランくりの木、ふれあい、こうじゅ３号館、百楽園、 

    昭里、視力障害センター、在宅福祉委員会、地域包括支援センター西堀、亀田北 

病院さくら館・幸成園、ききょう わとな、明和園、中島ふれあいセンター、絆 

２１、特別養護老人ホーム松寿、白ゆり美原 等 

 

 ・ その他 

    温泉、旅館、スナック、ホテル、健康講座、温泉、カラオケ店、集会所、グラウ 

ンド、公園、喫茶店 等 

 

② そこでは、どのような活動が行われていますか？（複数回答可） 

  また、どれくらいの回数、行われていますか？ 

 

 

30.2％

13.2％

30.2％

15.7％

7.5％

4.6％

ない

年数回

月１～２回

週１回程度

週２～３回

週４回以上

体を動かす

49.6％

16.1％

22.2％

7.0％

3.5％

2.5％

ない

年数回

月１～２回

週１回程度

週２～３回

週４回以上

おしゃべりをする
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45.4％

9.4％

21.3％

15.0％

6.3％

3.5％

ない

年数回

月１～２回

週１回程度

週２～３回

週４回以上

趣味の活動

40.0％

32.9％

19.5％

4.8％

1.9％

1.3％

ない

年数回

月１～２回

週１回程度

週２～３回

週４回以上

お茶を飲んだり、食事をする

86.3％

3.4％

4.8％

3.0％

1.5％

1.3％

ない

年数回

月１～２回

週１回程度

週２～３回

週４回以上

好きな時に来て、自由に過ごす

2.5％

1.7％

3.6％

13.4％

25％

54.1％

週４回以上

週２～３回

週１回程度

月１～２回

年数回

ない

ボランティア活動
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○ 「その他」に記載された活動内容（主なもの） 

・ 民生委員、在宅福祉活動 週１回程度。 

・ 三世代交流年数回。町会まつり年１回、定例会議月１回。 

・ ふまねっと運動を月２回。健康体操などを月２回。 

・ カラオケの会 月２回。 

・ 本の読み聞かせ 月１～２回。 

・ 春、秋のクリーン作戦参加。 

・ 夏祭り年１回。 

・ パークゴルフ ５月～１０月の各３回（計１８回）。ウォーキング週１回。 

・ 地域公園のゴミ拾い 月１回。 

・ 健康教室 月３回程度。 

・ ハーフマラソン給水係。 

・ ７５歳以上の独居の方のふれあいの会 年１０回。月２回バスツアー市内。 

・ グランドゴルフ年４回。茶話会年６回。運動会年１回。 

・ バス停の花の手入れ週１回。バス停の掃除週３回。草刈り年５回。 

・ 春と秋の楽しみ会 

・ 敬老会年１回。餅つき大会年１回。子ども会会合年５回、夏祭り年１回。神社関係年 

数回。 

・ 児童遊園地で雨の日以外毎日ラジオ体操、いきいき体操実施。参加者３０名ほど。６ 

年目。 

・ 自治会では１３のサークルがあります。 

・ 在宅福祉食事会 年３～４回。 

・ 演芸会、敬老会 年１回。 

・ 地域の見守り 週１（４～１１月）。 

・ 健康麻雀週１回程度 

・ 電話面談相談週２～３回。傾聴ボランティア。 

・ 社会福祉協議会による、いきいきサロン。 

・ 町内の高齢者が自らグループをつくり、カラオケ・おしゃべりを週定期的に行って 

いる。在宅福祉委員会は、計画的に（年６回）食事会、茶話会を行っている。 

・ 年５回、高齢者で単身又は８０歳くらいで夫婦でいる方を対象に、在宅福祉委員によ 

る手作りの食事会等が行われている。 

・ 町会ですから、ほとんど毎日活動。 

・ 年２回サロン、茶話会。 

・ 街きれ運動、花いっぱい運動、健康体操、ペタンク。 

・ 町会で食事会。温泉入浴食事会。年２回サロン茶話会。折り紙。配食（自宅へ）年１ 

回。 

・ 断酒会。お互いの体験談等月１回。 

・ 声かけ運動。 
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③ その活動は、どなたが運営（主催）していますか？（複数回答可） 

 
 

 

○ どなたが運営しているか 自由記載内容（主なもの） 

 

・ 公共施設 

   女性センター、老人福祉センター、学校、在宅福祉委員会、等 

 

・ 福祉関係の施設 

   あいよる２１、こうじゅ３号館、わとな、函館渡辺病院、幸成園さくら館、白ゆり 

美原、高齢協茜、百楽園 等 

 

・ その他 

   老人大学のクラブ活動、個人、自治会有志、教育大生のボランティア、自宅開放、 

   町内のサークル、同好会、趣味の会、地域の在宅福祉委員会、女性部、協会病院、 

   老人クラブ、SPORTS北海道 等 

 

※ 同一の町会内であっても、役員によって、活動内容や回数に対して認識の差が大きい 

ところが多かった。 

※ 町会の役員間で、情報共有・認識の共有がなされていないように考えられる。 

※ 「居場所」が極端に少ないのが今後の課題。 

※ 活動が行われているものであっても、介護予防の効果が出てくると言われている、週 

１回以上開かれているものが少ない。 

※ 多くが、年数回の活動にとどまっている。 

 

84.3％

25.8％

1.3％

16.6％

0.3％

5.6％

9.2％

2.7％

2.1％

7.5％

町会

地域住民の自主運営

ＮＰＯ

社会福祉協議会

一般企業

函館市

地域包括支援センター

公共施設

福祉関係の施設

その他

どなたが運営しているか
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◆ 設問 （３） 

 

（１）の設問で「ない」とお答えいただいた方への質問です。 

なぜ、「ない」のだと思いますか？（複数回答可） 

 
○ その他に記載された内容（主なもの） 

・ 高齢者過ぎて会合を持てない。 

・ 対象者が高齢化しているため誘うにも誘いづらい。運営する役員がそもそもいない。 

・ 町会館がない。 

・ 自身が、体力的に参加できない。 

・ 参加する人が少なすぎる。 

・ 以前は敬老会等行われていたが、人の減少により、集まる機会が少なくなったと思わ 

れます。 

・ 世帯数が少ない割に高齢者が多く、敬老会などどんどん縮小せざるを得ない状態です 

から、活動できず、弁当だけで済ませている状態。 

・ 企画したとしても参加する人が少ない。参加者が固定されている。 

・ 集まる交通手段がない。 

 

◆ 設問 ４ 

 

（１）の設問で、「ある」と答えた方にも「ない」と答えた方にもお聞きします。町内

に、高齢者や町内の住民が集まり活動できる場所は必要だと思いますか？ 

 

40.0％

27.8％

56.5％

22.6％

16.5％

求められていない

場所が確保できない

運営に携われる人がいない

お金（活動資金）がない

その他

活動がない理由

必要

92.0％

必要ない

8.0％
高齢者の活動場所は必要か否か
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◆ 設問 （５） 

 

（４）の設問で、「必要」とお答えいただいた方への質問です。 

① なぜ、「必要」だと思いますか？（複数回答可） 

 

○ その他に記載された内容（主なもの） 

・ 近隣町会との交流と理解を深めることにつながる。 

・ 町会役員会議、総会、新年会、老人クラブ役員会、老人クラブお食事会、お誕生会な 

どのため。 

・ 能力を持った方が、たくさんうもれているから。 

・ お互いの見守り。 

・ 社会的孤立の早期解決ができる。 

 

② どのような活動が「必要」ですか？（複数回答可） 

 

72.3％

20.4％

35.8％

72.6％

73.2％

48.6％

35.3％

1.0％

健康維持や介護予防の効果があると思うから。

そういう場所が欲しいという要望が出てるから。

高齢者をはじめ、町内に住んでいる方の経験やスキル

を活かせるから。

閉じこもりを防ぐ効果があるから。

色々な人との交流ができるから。

生きがいややりがいを持つことになるから。

活動への参加が楽しいから。

その他

高齢者の活動場所が必要な理由

69.2％

68.1％

36.2％

60.0％

43.3％

34.8％

1.3％

簡単な体操など、体を動かす活動

気軽に、おしゃべり等が出来る活動

趣味等を学んだり、発表したりする活動

みんなで、お茶を飲んだり会食をする活動

子どもや若者など、多世代と交流できるような活動

地域のボランティア活動

その他

どのような活動が必要か
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○ その他に記載された内容（主なもの） 

・ 近所との協力関係の体制づくり。普段からのコミュニケーション。 

・ 一人住まいの安否確認。 

・ 町内対抗ソフトボール大会（子ども中心）など、スポーツを取り入れた交流。ゲート

ボール大会（大人・子供 OK）。 

・ まず、簡単なことから始めたらいいと思う。 

・ 現代人は病気を持っている人が多い。特に高齢者はリスクが高い。未病のうちに、健

康づくり又は相談するところがあればいいと思う。 

・ 旅行サークル、映画サークルなど。 

 

◆ 設問 （６） 

 

（４）の設問で、「必要ない」とお答えいただいた方への質問です。なぜ、「必要ない」と

思いますか？（複数回答可） 

 

○ その他に記載された内容（主なもの） 

・ 町会があるので間に合っている。 

・ 高齢者がいない。時間がない。 

・ 現行で充分と考える。 

・ 高齢者が多く、支援の担い手が少ない。 

・ ごく小さな自治会なので、場所の確保、資金的な面、さらに人材確保等で困難だと思

われる。 

・ デイサービスの利用が多いから。 

・ まず人がいません。 

・ 老人団体は必要なし。若いものに座を空けよう。 

・ 箱物を作って解決できる問題ではないと思う。作ったあとの維持管理はどうする。町

会館の老朽化にさえ対応できない現状がある。 

 

 

 

 

47.7％

18.5％

44.6％

24.6％

参加を希望する人がいないから

特にこれといった効果が期待できないから

運営して行くのがたいへんだから

その他

活動が必要ない理由
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◆ 設問 （７） 

 

普段から、町内では健康や介護予防のために気を付けていることや、活動していることは 

ありますか？（複数回答可） 

 

 

○ その他に記載された内容（主なもの） 

・ 健康体操。年１回１時間半くらい。これでは足りない。 

・ 声かけ。町民に集いを年１回。軽体操とカラオケ、ランチ、ふれあいの集い年１回

等。 

・ ラジオ体操、クリスマス会、夏まつり、リンゴ狩りなど。 

・ 在宅福祉委員が行っているとのこと。 

・ 町会でというより、在宅福祉で行っている。 

・ ラジオ体操６年間児童公園３０名参加、毎日素振り５０回以上。 

・ 集まる場所があれば、見守り活動ももっと楽になるのでは。 

・ 町会長が、積極的に介護予防のための情報を自治会会報閲覧で提供している。 

・ 地域で力を発揮したいと考えている人材への支援・実態把握、地域住民のニーズ把

握。 

・ 朝のラジオ体操。 

・ 高齢者の集う場所、立ち上げ支援と活動支援。 

・ 社会福祉会で活動している。 

66.5％

55.6％

33.5

50.6％

25.7％

30.0％

27.2％

7.9％

2.9％

見守り活動を行っている

茶話会や会食の会を行っている

ボランティアやサークルなどの活動に協力している

健康維持や介護予防のための講演会や健康教室などを開

催している

隣近所が自然に助け合う活動をしている

趣味等を学んだり発表したりする活動に、町会館などを

貸し出すなどしている

世代交流できるような活動や、イベントを実施している

特に行っていない

その他

普段の介護予防活動内容
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◆ 設問 （８） 

 

役員の立場として、あなたの町内の高齢者に対しどのような不安がありますか？ 

 

 

○ その他に記載された内容（主なもの） 

・ 役員の高齢化と、なり手不足。 

・ 全く不安はない。 

・ 役員が高齢化であるので、町内活動が減少していく。 

・ 問題はあるが不安はない。問題をどう解決するかをしっかり検討し、実行してゆくこ 

とだと考えている。 

・ 老老介護拡大。 

・ 老夫婦や一人暮らし老人が多いのが不安。自分自身のことだ。 

・ 空家空地が多くなり町内は人口が減少しています。西部地区として高齢者や空き地が 

増加していることが大きな課題と思っていますが、函館駅前周辺の活性化のためにも、 

市営住宅等の建設を希望しています。 

・ 介護家族の支援方法。 

・ 災害時の介護が心配です。 

・ デイサービスを利用している方が増えている。 

・ 町会へ参加できない不自由な体の人にとっては、支援が少ないと思っているのではな 

いか。 

・ 支援の担い手が少ない。見守り活動を行って、これを拒む高齢者がいる。 

・ 支援するにも私自身が高齢者である。気持ちはあるが、できない。 

・ 交流を持てない人もいる。 

・ 家族構成が把握できない。 

・ 特に男性は協調性がなく、自分の殻に閉じこもって社交性も視野も狭く積極的に入っ 

てこないのが悩みです。一部ですが。 

84.6％

59.5％

34.0％

17.5％

16.9％

36.4％

5.3％

高齢者数の増加

支援の担い手がいない

交流の機会が減少していく

どんな支援を必要としているか分からない

どこにどんな人が住んでいるのかが把握できない

閉じこもりがちな高齢者が増えている

その他

高齢者に対しての不安
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・ ６５～６９歳４９０人、７０～７９歳２８３人、８０～８４歳１９４人、８５～８９ 

歳１１０人と、毎年老年人数が増加していく。若者の減少。（平成２７．６現在人口） 

・ 孤独死が多い、近所同士の交流がない。 

・ 持ち回りの班長（回覧板の起点と町会費の集金）が出来なくなっている世帯が出てい 

る。 

・ 災害時の避難の方法 

・ 近所づきあいをしなくなっている。 

・ 若者の町会活動参加が少ない。 

・ 支援の役員も高齢になり、役員のなり手が困難な状態です。 

・ 移動手段がない（公共交通がない） 

・ 干渉されたくない人もいる 

・ 独居老人の安否等については、町ぐるみの対応が必要。例えば、郵便配達－隣近所付 

き合い等を通して 

・ 今の福祉委員の次世代を担う人が足りないので、自分がサービスを受ける側になった 

ときに在宅の食事会等が継続できるか心配。 

・ 活動場所を設けても、集まる人が決まってしまう。 

・ 支援する方も高齢化してきている。 

・ 個人情報の関係で、なかなか思うように行かない場合がある。 

・ 高齢者は若者に全て任せてはどうか。 

・ 認知症の増加、独居老人の増加。薬の重複など、管理ができていない。そんなサービ 

スがあるか知らずに自分たちで抱え込む。 

・ 独居高齢者夫婦世帯の認知症の方の増加。家族が遠方、もしくは希薄化ケースの増 

加。 

・ 他者との交流を求めない方々が多くいる。 

・ 身寄りがない（いるが関係希薄）高齢者が増えている。 

・ 家族の問題。 

・ 認知症や精神疾患があり、支援に結び付いていない方がいる。自分自身の問題に気付 

いていない。自分自身の問題を自分で解決する意欲に乏しい方が多い。 

・ 独居、高齢者夫婦世帯が増えている。 

・ 閉じこもらなくても地域から孤立している。 

・ 町会の性質上、高齢者はいないので考えることがない。ただ、若い世代の積極的参加 

がなくなってきている。 
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◆ 設問 （９） 

 

あなたの町内の高齢者は、日常生活の中でどんなことに困っていると思いますか？ 

（複数回答可） 

 

 

 

○ その他に記載された内容（主なもの） 

・ 日常生活の中では、全て思いあたると思う。一人暮らし。 

・ まわりの高齢者は、この質問には介護保険で何とかしていると思います。 

・ 自宅にお風呂がない方の入浴。 

・ 仲良くしていってほしいが、好き嫌いがあって難しい。 

・ 入浴難民 → 自宅に風呂のない古い家が多い。 

・ 安否確認をしております。 

・ 近くに銭湯がない。 

・ 生活の全てに助けが必要。人間不信の人がいる。 

・ 高齢の方、６０歳以上がいないので答えられない。が、雪かきは、世代関係なく大変 

であるが、若手が消極的。 

・ 何を求められるかがわからない。 

14.0％

4.8％

12.3％

12.0％

42.2％

20.0％

76.9％

18.6％

9.9％

27.8％

14.0％

20.2％

23.5％

32.8％

3.4％

4.7％

掃除や整理整頓

洗濯

ゴミ出し

食事の準備や後片付け

買い物

外出

雪かき

屋内での簡単な修理や修繕

自宅での入浴

家周りの環境整備

事務手続き

体力や筋力の維持

他の人との会話や交流

１人暮らしの方の見守りや安否確認

特にない

その他

高齢者の困りごと
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・ あまり耳に入ってこない。 

・ 草取り。 

・ 見回り隊をつくり発展しないよう。 

・ 在宅では、声がけをしています。 

・ 近くに雪の捨て場がないので困っています。 

・ 調査したことがないので、わからない。 

・ 高齢者も千差万別で、干渉・詮索されるのを嫌がる人も。面倒です。 

・ 車を運転したくても、足がない。 

・ 子どもと同居しているため何とかなっている人が多い 

・ 助け合い、共同の精神がない。 

・ 高齢者一人、二人暮らしが多くなり、できるだけ声がけしようと話し合ってます。 

・ 実態を把握していないので不明。 

・ 移動手段。 

・ 当町会の地域特性として交通の便が悪い。 

・ 安否確認はできるが人手が足りない。若者や体力のあるボランティアがいない。 

・ そのようなことを話す機会がないので、よく分からない。 

・ 何もすることがない。 

・ 隣、近所の方々との交流。 

・ 病院や温泉への送迎、郵便物の整理。 

・ ヘルパーでは提供不可能なサービス内容。 

・ 子ども、夫のこと。 

・ 高齢者といっても、色々な人がいるので。 

・ 困っていることは様々だと思う。何に困っているのかを聞くことができる、話せる場 

所や人が身近にいないことに困っている。 

・ 自分自身が困っていることに気づかないこと。 

 

◆ 設問 （１０） 

 

「支える側」として、困っている高齢者の支援やボランティア活動へ参加してみたいと考

えている方は、地域の中にどれくらいいると思いますか？ 

 

たくさんいる

3.8％

あまりいない

28.2％

ほとんどない

12.1％

人数は少ないけど、

熱心な人はいる

34.1％

分からない

21.0％

いない

0.8％担い手はいるか
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◆ 設問（１１） 

 

それらの方は、どのような支援活動なら参加可能だと思いますか？（複数回答可） 

 
 

○ その他に記載された内容（主なもの） 

・ 支援活動について具体的意思確認をしていないため、断定できず。 

・ わからない。 

・ この人はこんな支援に参加可能か本人に聞かないと不明。 

・ 現役時代の人、学生さん達に求めることに限界あり。見守る人、見守られる人、高齢 

者という事情は減少しない。 

・ 安否確認。 

・ 訪問介護を利用して掃除や整理をしてもらい、又、週２回くらい地域包括支援センタ 

ーに来ている人が多い。 

・ 自分も含めて楽しく交流をはかりたい 

・ 人それぞれだとは思いますが、支援される側の人があまり人と接触をしたくないよう 

に見える。 

・ 気軽に話合いのできる場を望んでいる方が多い。 

・ 皆、自分の生活でなかなか他の家の事までできない。ボランティアには限界がある。 

7.2％

1.1％

12.2％

2.3％

2.8％

48.3％

9.7％

9.5％

33.0％

56.0％21.8％

35.4％

8.8％

8.0％

20.7％

9.3％

6.1％

4.0％

4.2％

掃除は整理整頓

洗濯

ゴミ出し

食事の準備や後片付け

配食

雪かき

買い物や宅配便受け取りの代行

送迎や付き添いなどの外出支援

話し相手

ご近所の見守りや安否確認

高齢者が気軽に交流できる場などの運営

茶話会や会食の会等の実施

屋内の簡単な修理や修繕

事務手続きの支援

家の周りの環境整備支援

趣味活動の支援

代筆代読

特にない

その他

参加可能な支援活動
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・ あくまでも被支援者の了解のもとで。 

・ 家の中での支援には、予想される課題の整理が必要と思われます。 

・ それらの方と直接具体的に話をしていないので、わからない。 

・ 高齢者は他人を家に入れたがらない。 

・ 一対一での活動は難しい。一か所に集まってもらい複数での活動。 

・ 日常、一人暮らしの高齢者でも家族が家に居るので、頼まれたことならできる範囲で 

協力したい。 

・ 必要なことが分かれば、それに応じた人材募集ができるのでは・・・市との協調の必 

要あり。 

・ 普段の支援活動は参加しないが、地域で何事かあった場合は率先して全ての支援活動 

に参加が出来る地域住民である。 

・ 若い方はほとんどが共働きで、どうしても老々でやるしかないのが現状です。買い 

物、雪かき等はほとんど隣近所で助け合い。 

・ 役員の高齢化で、できない方が多い。 

・ 今は、頼む高齢者もあまりいないので、踏み込んでいくわけにもいかず、難しいで 

す。 

・ 支える側も高齢化しているため、意欲があっても実現できない。 

・ 支えるほうは町会の役員の参加が可能と思われるが、日々、活動されているため新た 

な活動は困難と思える。 

・ 各人が活動につかえる時間や取り組みやすさによると思います。 

 

◆設問（１２） 

 

今、あなたの町内で行われている高齢者に生き生きと暮らしていただくための活動は、 

１００点満点で何点だと思いますか？ 

 

1.5％

1.1％

2.7％

6.7％

5.0％

25.3％

15.8％

19.7％

14.3％

4.4％

3.4％

-10～-1

0～9

10～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80～89

90～99

100以上

１００点満点で何点？
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◆ 設問㸦㸯㸱㸧 

 㸽ࡍࡲ思いࡔ必要ࡀ何ࠊࡣࡵࡓࡿࡍ㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࠊࡣ࡛ࢀࡑ

 

＜西部㸼 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

ࡸ増ࢆ会加入世帯⏫ࠊࡍಁࢆ参加ࡢ会活動⏫ࠊࡍࡸ増ࢆࢺン࣋会⏫ࠊ交流ࡢ近所ࡈ ࣭

 ࠋࡍ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ活動ࡀ見࡞ࢀࡽい࡛ࡢ残念思うࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡅࡔࡿࡁ࡛ࡀ多ࡃ参加ࡽࡶ࡚ࡋえ࣋ࡿンࡀࢺ必要ࠋ 

࣭ ᕷࡢࡽຓᡂࡀあࡤࢀいい思うࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 組織ࡢ確立活動ࡿࡍあࡢ࡚ࡗࡓண備知識ྲྀࡢ得ࠋ 

࣭ ୖグ関ࡿࡍ専門職ࡢ指ᑟࠋ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ 隣人ࡢ会ヰ閉ࠋࡿࡍࡃ࡞ࢆࡾࡶࡇࡌ雪ࡢࡁ手ຓࡸࡅ近所ࡢ見Ᏺࠋࡾ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ気軽参加࡛ࡿࡁ行ࡸ見Ᏺࢆࡾ強ࠊ࡚ࡋ役員ྠ士ࡀ意思疎通ࠊࡋࢆ常連絡

体制ດࠋࡿࡵ⏫会的ࡣ㈈源ࡀ決ࡢࡑࠊࡾ࠾࡚ࡗࡲⅭࡣᕷࡢࡽຓᡂࢆ多ࡃ望ࡓࡳい思

いࠋࡍࡲ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 個々人ࡢᝎࡳ相談等ࢆ㔜Ⅼࠊ趣味ࡢ教室等ࡶ行ࠊ࡚ࡗᏙ立࡞ࡋいࢆࡇ考えࡀࡇࡿ

大ษࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ ⏫会ࡣ࡚ࡋ高齢者ᑐ象ࡢ行ࢆ実施ࡓࡋいࠋ又࡚ࡋࠊいࡀࡿᖺ々身体的問㢟㸦腰ࠊࡊࡦࠊ

歩行困㞴等㸧ࠊࡾࡼ参加者ࡀ少࡚ࡁ࡚ࡗ࡞ࡃ࡞いࡵࡓࡢࡑࠋࡿ家ࡽ出࡞ࢀࡽい方㐩ࡢ見

Ᏺࢆࡾ㔜視࡚ࡋいࡓࡁいࠋ護認定者࣮ࢧ࣮ࣃࣝ࣊ࡣビ࡚ࡅཷࢆࢫい࡛ࡢࡿ心配࡞い感࡚ࡌ

いࠋࡿ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ増加ࠋ当⏫会࡛ࡶ会長ࡵࡌࡣ役員ࡀⱞ労࡚ࡋいࡼࡿう࡛ࠋࡍ⏫民ࡢⱝい人㸦数ࡀ

少࡞い㸧ࡢ参加ࡀ必要思うࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

笑ࡽࡓࡁ࡛ࡀࡾࡷࡋ࠾ࡽࡀ࡞ࡋ茶࠾一緒ⱝい方࡛ࢇ㐠ࢆ足会⏫ࡶ方ࡢࡾᖺ寄࠾ ࣭

㢦ࡿࢀ࡞思うࠋ大変ࡔࡇ࡞思いࠋࡅࡍࡲ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人㐩ࣛ࣎ࡢンࢸ精⚄ࠋ 
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㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 何ࡶ࡚ࡗࡸࢆ無理ࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡢ声掛ࠋࡅ趣味ࡢ活動ࡢ働ࠋࡅࡁ以ୖ増࡚ࡋࡸいࡀࡇࡃ必要ࠋ 

㸦㸷㸳Ⅼ㸧 

 ࣭ 全生体ࡢ高齢者声ࠊࡅࢆ⏫会ࡢ全࡚ࡢ催ࡋ参加ࡽࡶ࡚ࡋうࠋ健康࡞中高齢者ࠕࡀ手࣭

足ࠖࡾ࡞ຓྜࡅうࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝ手ࡗࡶࡀ⏫会࡞協力ࢆࡇࡿࢀࡃ࡚ࡋ願࡚ࡗいࠋࡍࡲ 

㸦㸵㸳Ⅼ㸧 

࣭ ᕷࡿࡅ࠾㈈ᨻ支援 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 気軽ᬑ段ࡢࡽ挨拶ࡢ声掛ࢆࡅ起Ⅼ࣑ࣗࢥニࢩ࣮ࢣョンࡼࡿࢀࡀう࡞体制࡙ࡀࡾࡃ

大ษ࡛あࡿ思うࠋ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ自ศ自身࡛ࡶ࡛ࣝࢡ࣮ࢧ部活࡛ࡶ立ࠊࡆୖࡕ㐠営࡚ࡋ行ࡿࡍࢺ࣮࣏ࢧࢆࡢࡃ形ࡔ

࡚ࡗ待ࢆࡢうࡽࡶ࡚ࡋ何人ࡣ老人ࡢࠋࡴࡍ࡚ࡃ࡞少ࡶ方ࡿࡍࢺ࣮࣏ࢧࡋࡃ動ࡶ老人ࠊ

いࡿ人ࡀ多いࠋ積極性࡞ࡀい࠾ࠋ金ࠋࡿࡂࡍࡾࡀ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㞟ྜ場所ࡸ人ᮦࡢ確保ࠋンࢺ࣮ࢣ調査ࠋ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡀࡢࡶࡢࡑ崩壊ࡢ༴機あࠋࡿ⏫会いうྡࢆ維持ࡢࡅࡔࡵࡓࡀࡿࡍ⏫会࡚ࡗ࡞い

 ࠋࡿい࡚ࡋ疲弊ࢇࢇࡀ自体⏫ࠊࡎ増えࡣⱝい人ࠊ一方࡛ࡢ高齢ࡀ民⏫ࠋ現実ࡀࡢࡿ

⏫会活動何ࡀ必要ࢆ論ࡿࡌ現状ࡘࡘࡾ࡞ࡃ࡞あࠋࡿ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡢ㐠営ࡢあࡾ方ࢆ見直ࡍ㸦一部ྂࡢ参࣓ンࡢࡅࡔ࣮ࣂ寄ྜࡾい的࡞体制ࡿࡵࡸࢆ㸧 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 満Ⅼ࡞ࡶࡇࡿࡍいࡣ࡛ࡢ㸽 

㸦㸵㸳Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢࡕࡓ引⥅ࠋࡂ世代交代ࡀ必要ࠋ 

㸦㸰㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ 近所ࡢ人㐩声ࡅ㐠動ࠋヰྜࡋいࡢ場ࡶࢆうࠋࡿࡅ何具体的ࡣࡇ࡞ศࠊࡀࢇࡏࡲࡾ

生ࡀࡁいࡢあࢆࡇࡿ㐍࡚ࡵ行ࡋ࡚ࡗいࠋᏙ⊂ࠊᏙ立࡞ࡃࡋ࡚ࡗ࡞ࡣいࠋ 

㸦㸯㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人余裕ࡢ時間ࡸ入ࡀあࠊ࡚ࡗ結婚生活ࢆ行えࡿ環境ࡀ必要࡛ࠋࡍ 

 ࠋࢇࡏࡲࡁ࡛い࡞ࡀ余裕ࡢࡼࠊࡣࢸンࣛ࣎ ࣭
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㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会館࡛開催ࡿࡍ行来ࡿ人ࠊ࡚ࡗࡲࡁࡀ新ࡋい人ࡀ参加࡚ࡋい࡞いࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 中ᖺࠊⱝい人࠾ࢇࢇࡀ手伝いࡽࡶ࡚ࡋえࡼࡿうࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支援ࣛ࣎ࡸンࢸ活動ࡿࡍ人ࡶ高齢者࡛あࠊࡾᚋࠊ支援活動ࡿࡍⱝい人ࡀ㸦ᚋ⥅者㸧

少ࡃ࡞無関心࡛あᩚࡀࡽࢀࡇࠋࡿえࡿࢀࡽ㸯㸮㸮Ⅼࠋࡿ࡞ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡢ皆ࡀࢇࡉ⏫会ࡢ行ࠊ会食会ࠊ茶ヰ会等ࡗࡶ沢山ࡢ皆ࡀࢇࡉ参加ࡉࡔࡃ࡚ࡋ

 ࠋࡍࡲい࡚ࡗ常々思ࠊࡽࡓࡋࡲࡅࡔࡓい࡚ࡗ持ࢆ場ࡢ交流ࡃࡋ楽ࠊࡾ

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ 茶ヰ会ࠊ会食会ࢆ開い࡚ࠊࡶ来ࡿ方ࡣ決࡚ࡗࡲい࡚࡞࡞参加࡞ࢀࡉい方ࡶ多ࡃいࠋࡍࡲ

 ࠋࡤࢀࡁ解決࡛ࠊࡃࡔࡓい࡚ࡋ参加࡚ࡗࡸうࢆ方々ࡢࡑ

࣭ 㸴㸳ṓЌ࠾ࡢ㸯人様以外ࠊࡶ高齢者࡛ࠊ⏫会ࡢ茶ヰ会等参加ࡓࡋい思࡚ࡗいࡿ方ࡀ

いࡢࡑࠊ࡛ࡢࡍࡲ方㐩ࡶ参加ࡤࢀࡁ࡛ࡀࡇࡿࡏࡉいい࡞思࡚ࡗいࠋࡍࡲ㸦ࢇࢁࡕࡶ条件ࡁࡘ

࡛㸧 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

 ࠋࡍ࡛ࡇࡿࡍࡃ仲良ࠊいྜࡅຓい࠾ ࣭

㸦㸲㸶Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会୕ࡢ役ࢆ含ࠊࡵⱝい人ࡢ人ᮦࡀ少ࠊࡃ࡞⏫会ࡶ࡚ࡋ本当限ࡓࢀࡽ人数ࡋ参加ࡋ

ࡁ࡛ࡀ参加ࡢ多数ࠊ࡚ࡋうࠋࡍう࡛ࡼࡿい࡚ࡗ࡞ࡃ࡞少ࡀ会ヰࡢ隣ྠ士ࠋࢇࡏࡲࢀࡃ࡚

 ࠋࡍࡲ思いいࡓࡋうࡼࡿ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 見Ᏺࡿ側ࠊ見Ᏺࡿࢀࡽ側ࡣ一体ࠋࡇࡿ࡞見Ᏺࡿࢀࡽ側ࠊࡶ手ࢆ出࡚ࡋ手伝う方ࡶ多

世代いࡼࡿうࠋࡔ高齢者ࡶ長い間ࡈⱞ労ࡓࢀࡽࡇ࡚ࡋࢆ方࡛ࠋࡍࡢࡇ豊࡞社会ࢆ築い࡚ࡇ

 ࠋࡍࡲ思いいࡋࡽ素晴ࠊࡽࡓࡅࡔࡓい࡚ࡗࡶࢆࡧ喜࡚ࡆあ࡚ࡌ信ࢆ信念自信ࡓࢀࡽ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫ෆ࣋ࡢンࢀࡩࠊࢺあい活動㞟ࠋࡇࡿࡲ㸦出࡚ࡇࡿࡃ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ何ࢆ求࡚ࡵいࡃࡼࡢࡿศ࡞ࡽいࡣࡎࡲࠊࡵࡓ高齢者ヰࡢ場ࡶࢆうࡇࡿࡅ

 㸧ࡾࡦ㸦一人ࠋ࡞

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会館ࢆ借࡚ࡾ趣味ࡢ会ࢆ開い࡚ࣛ࣎ࠊࡶン࡛ࢸ協力ࡶ࡚ࡋ会館使用料ࢆ出ࡇࡍ

 ࠋࡿࡍࡳい尻込࡞ࢀ࡞積極的ࡿ࡞

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会役員ࡀ高齢ࠊ࡚ࡋ減࡚ࡗいࡀࡃᚋ⥅者ࡢ参加ࡃ࡞ࡀᚋࡢ⏫会㐠営ࢆ考えࡿᝎࡳ

 ࠋࡍ種࡛ࡢ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 
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࣭ 支援ࡿࡍ人ࡶ高齢ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 特ࠋࡋ࡞ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 特ࠋࡋ࡞ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 地域々࡛࡚ࡗࡸいࡣࡃ限界ࡀあࠊࡾⱝい方ࡣ日常会社勤ࡀࡵあࠊࡾ結局支援ࡿࡍ方々ࡣ

現役ࡾࡓࢀࡉࣖࢱࣜࢆ時間的余裕ࡢあࡿ方ࠊࡿ࡞彼ࡶࡽ高齢者ࡢ範疇入ࡿ方々࡞

 ࠋࡍࡲ考えࡢࡶࡿ来ࡀ要求ࡢ以ୖ࡛ࡲ色々ࡽ国ࡸᕷ結局⏫会ࠊࡾ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会㈇担ࠊࡾ࠾࡚ࡗࡀ行ᨻࡢ支援ࡀ必要ࠋࡢ現況ࠊࡣ⏫会全࡚丸投࡚ࡋࡆいࡿ

 ࠋࡿࡍࡀ気࡞うࡼ

㸦㸴㸳Ⅼ㸧 

࣭ 地域ࡢ包括ࠊ近所ࡢ交流ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会࡚ࡋ色々計⏬ࢆ立࡚࡚ࠊࡶ࡚ࡅࡧ㞟ࡿࡲ人ࡣ決࡚ࡗࡲいࠋࡿいࡌྠࡶࡘ人ࡸࠋ

ࠊࡣ࡚ࡋ役員ࡢ会⏫ࠋࡍࡲ思い良いࡀࡢࡿࡸ聞い࡚ࢆヰ࠾࡚ࡋ訪問ࡸ㸯人㸯人細ࠊࡾࡣ

限ࡀࡾあࡿ思いࠋࡍࡲ⏫会ࡢ役員ࡶ少࡞い࡛ࡢ無理࡛ࠋࡍ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域包括ࡢࢣ実践ࠋ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 社会福祉協議会࡛ࡣ一所懸色々活動࡚ࡋいࡿ思うࠊࡀ具体的一軒一軒訪問࡚ࡋ

ࠋ㸦職員全員㸧ᝏいࡀࡁ動ࡢ行ᨻࡢᕷ役所特ࠋࡿあࡀう必要ࡽࡶ聞い࡚ࡶ意見ࠊࡋいࡓいࡽࡶ

ᕷ長ࡵࡌࡣࢆ全職員ࠊࡀ土曜日࡛ࡶ日曜日࡛ࡶ働い࡚ࡽࡶいࡓいࠋ民間ࡢ企業ࢆ見࡚ࡋいࠋ

㸦組ྜࡀ強い࡛ࡢ無理！㸧 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 行等参加ࡿࡍ方ࡢࠊࡣ行ࡌྠࡶ人ࡀ参加࡚ࡋいࠋࡿ参加࡛ࡿࡁ方࡞ࢇࡣ行

手当ࡢ方ࡢࡾࡶࡇࡁ引ࠊい࡞ࡃࡓ出中ࡢ皆ࠊい࡞ࡁ参加࡛ࡶࡾࡼࢀࡑࠊࡀࡍࡲࡋ参加ࡶ

 ࠋい࡞少ࡀ方ࡿࡍ手伝い࠾ࡣࡓࡲࠊ役員ࡢ会⏫ࠋうࡻࡋい࡛࡞ࡣ大࡛ࡀࡇࡿࡍࢆ࡚

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࠊⱝい人ࡢ会ヰࡸ交流ࠋ一人暮ࡢࡋࡽ人ࡢ見ᏲࠊࡾᏳ否確認ࢆ特㐍ࠋࡇࡿࡵ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会活動関心ࢆ持࡚ࡗいࡿఫ民ࡀ少࡞いࠊ࡛ࡢ⏫会役員ࡢ高齢࡞ࡶいࡢࡑࠊ補

 ࠋ必要ࡀ積極的参加ࡢ民⏫ࠊࡣ会活動⏫ࠋ思うࡿ࡞ࡿࡍ消滅ࡀ会⏫ࠊࡎࡁ࡛ࡀ

㸦㸷㸮～㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 参加࡛࡞ࡁい人方ࡀ私ࡶ行ࡓࡳ࡚ࡗい気ࢆ変えࠊࡣࡿうࡼࡽࡓࡋいࠋ⏫会ᑐࡍ

改善ࡢࡾࡶࡇࡁ引ࠋ参加ࡿࡼ身体的自由ࡢ࡚ࢀࡘࡿ࡞高齢ࠋࡳࡇ思いࡢࡽ以前ࡿ
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 ࠋ࡞

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ 高齢者ᑐࡿࡍຓྜࡅい活動理解ࢆ示ࡍ人ࢆ増ࠊࡋࡸ一人暮ࡸࡋࡽ夫婦人暮ࡢࡋࡽ方々

ࡵࡓࡿࡏࡉ増加ࢆ理解ᗘࡢ中全体࡛ࡢ世ࠊࡀ思ういࡓࡋᣑ大ࢆᑐ象者ࡢᏳ否確認ࡸࡾ見Ᏺࡢ

家族自ศ自身ࠊࡣࡍࡲࠋい問㢟㸧ࡋ㞴ࡋࡋ㸦ࠋࡿࡵࡌࡣࡽࡇࡿࢀ入ࢆ力広報活動ࡢ

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞考え࡚いࡽ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㸯 ⏫会ࡢ森ᑑ会 㸰 在宅福祉ࡢᏳ否確認 㸱 在宅福祉ࡢ食会 

࣭ 敬老会ࠊࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡶ健康ࡢࡵࡓࡢ㐠動教室ࡋ࡚ࡋࢆ࡞いࠊ老人ࡀ㞟うࡋࡢࡓい喫茶

 ࠋ࡞会ࡾࡷࡋ࠾うྜࡾ語ࢆࡋࡽ暮ࡢ᫇ࠊ料理教室ࠊいいࡿࡍ会࡛⏫

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 日々ࡢ声掛ࡀࡅ大ษࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

 ண算ࠊ人員ࠊࢹ ࣭

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࠊ࡛ࢇࡀⱝい人ࡀ少࡞いࠊࡀ皆ࡿࡁ࡛ࢇࡉ範ᅖ࡛࠾手伝いࢆ行࡚ࡗいࡿ方ࡣ

多い思うࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 活動資金ࡀ足ࠊ活動携わࡿ人ࡀ少࡞いࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

 ࡇい࡞少ࡢ人員ࠊ交流ࡢい࠾ ࣭

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫民ࡢ意識改革 

 

＜中央部第㸯㸼 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会員ࡶ高齢者ࠊ࡛ࢇࡀ何ࡀあࡶ࡚ࡗ高齢者ࡀ高齢者ࢆ見ࡿ時代入ࡓࡗ思࡚ࡗ

ࡁ࡚ࡗ࡞ࡃ⊂ࡣ範ᅖࡢࡑࠊࡀࡍࡲࡾ࠾࡚ࡗࡢ雑談ࡸࡅ声掛ࠊࡶい࡚࠾ࡢ在宅福祉ࠋࡍࡲ

ⱝい人ࠊ必要࡛ࡀࡾⱝ返ࡢ役員ࠊࡀࡍࡲ思いࡿ࡞時代ࡢⱝい人㐩ࡣࡽࢀࡇࠋࡍࡲࡾ࠾࡚

 ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡅ掛ࢆ声

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 役員ࡢ方ࠊࡵࡌࡣࡽ皆ࡀࢇࡉ㸵㸮～㸶㸮代高齢者࡛ࠋࡍ中࡛ࡶ男性ࡣ㸲ྡ࡛ࠋࡍ現役

ࡣⅬ数ࠋいࡥࡗ精いࡀࡢࡃい࡚ࡗᏲࢆ自ศࡶࡕࡓ私ࠋࡍࡲい࡚ࢀࡽ限ࡣ活動࡛ࡢࡍࡲいࡶ方ࡢ

大変ࡃࡽ࡙ࡅࡘ思いࠋࡍࡲ周ࡢࡾ方々ࡣ包括ࢭン࣮ࢱ相談ࠊ利用等࣮ࢧࢹ࡞ビࢫ通所

い ղ࡞いࡀ役員ࡢձⱝい方ࡣ会࡛⏫ࡢ私ࠊࡀࡍࡲ言えࡶ࡛ࡽࡃいࡣࡇ࡞理想的ࠋࡍࡲい࡚ࡋ

⏫会㸦加入者㸧୕ࡀศࡢ一㸦世帯数ࡢ㸧単⊂࡛ࡢ⏫ෆ会ࡢ活性ࡣ困㞴ࡔ思ࠋࡍࡲ࡚ࡗ行ᨻ

 ࠋࡍࡲ思いいࡋ欲ࡀ援ຓ力ࡢ
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㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 近隣ྠ士ࡢあいࠊࡘࡉ支援者ࡢ増員ࠊ行参加ࡢ声掛ࠊࡅ⏫人ཱྀࡢ増加ࠊ⊂居高齢者ࡢ

把握ࠊᏳ心Ᏻ全ࠊࡾࡃ࡙ࡕࡲ࡞病院ࡸ㈙い物࡛ࡿࡁ場所ࡢ確保ࠋ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ 隣近所࡛࠾い声ࢆ掛ྜࡅいࠊᑛ㔜ࠊࡋ絆ࢆ深࠾ࠊࡵい支えྜうࡀࡇ必要思うࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい方ࡢ参加ࡀ必要ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 催ࡋ物ࡢ㹎Ｒࠊ活動࡛ࡿࡁ人ࡢᣑ大ࠋ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ⱝ手ࡀ⏫会活動関心ࢆ持ࠋࡇࡘ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ参加ࡢⱝい世代ࡗࡶ ࣭

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支援活動࡛ࠋࡓࡿࡁ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

 ࠋࢇࡏࡲࡾあࡣⱞ労ࡤࢀศࡀࢀࡑ ࣭

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭㸯㸬高齢者自身ࡀ参加ࡓࡋい気持ࢆࡕ高ࡢࡑࡓࡲࠋࡿࡵ支援ࠋࡿࡍࢆ 

 㸰㸬何࡚ࡋࢆ欲ࡋいࡢࡢ意識調査ࡶ必要ࠋ 

 㸱㸬⏫会加入者ࡀ減少ࠊࡾ࠾࡚ࡋண算ࡀ足࡞ࡾいࡵࡓࡢࡑࠋ加入者ࡢ増加ດࠋࡿࡵ 

 㸲㸬㹌㹎㹍ࢆ࡞大い活用ࠋࡿࡍ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 生活習慣病ࡢண防ࠋࡿ࡞ࡶい࡚ࡋ外出ࡢ機会ࢆ多࡚ࡗࡃࡘࡃあࠋࡿࡆ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 日常ࡿࡅ࠾声掛㸦Ᏻ否確認㸧ࠊࡣ特必要思わࡅࡰࠋࡍࡲࢀ老人ᑐࡿࡍᑐ応㸦金銭

感覚ࠊࡾ࡞ࡃ࡞㈙い物十ศ㸧ࠋ近所ࡢ付ྜࡁいࠊࡾ࡞ࡃ࡞ࡀᏙ⊂感ࡀ増ࡵࡓࡍ支援ࡀ必要ࠋ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ 現時Ⅼ࡛࡞࡞ࡣ㞴ࡋい問㢟࡛ࠊࡀࡍ何࡚ࡋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞い思࡚ࡗいࠋࡍࡲ 

㸦㸲㸳Ⅼ㸧 

࣭ ヰྜࡋい協力ࠋ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 活動ࠊࡶ࡚ࡃࡓࡋᚋ⥅ࡀࡂい࡞いࠋ 

㸦㸲㸳Ⅼ㸧 

 ࠋࢇࡏࡲࡾわࡃࡼ ࣭

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 具体的࡞ヰྜࡋいࡀ必要ࡔ思いࠋࡍࡲ 
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㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会࡛行うࡣ限ᗘࡀあࠊࡾ⏫会働࡚ࡅࡁいࡤࢀࡁ࡛ࡻࡋࡗ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

 ࠋい࡞ࡽわࡃࡼ ࣭

㸦㸰㸳Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会活動ⱝい人ࡀ入ࠊ࡚ࡗいࡾྲྀࡻࡋࡗ組࡛ࢇいࡀࡇࡃ大࡚ࡗ࡞いࡃ思いࡲ

 ࠋࡍい問㢟࡛ࡋ㞴࡞࡞ࠊࡀࡍ

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫ෆ会ࡢ中࡛ࣛ࣎ンࢸ活動募㞟࡚ࡗࡸࢆいࡶࡇࡃ大思いࠊࡀࡍࡲ誰࡛ࡶい

うわࡣࡅい࡞い思うࠋ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ ఫ民ࡢ意識向ୖ啓Ⓨࠋ担い手㸦現役世代㸧ࡢ確保ࠋ強力࡞行ᨻࡢᚋ押ࠋࡋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ願い࠾ࡢ協力ࠊ࡚ࡋᑐⱝい世代ࠋࡃࡔࡓい࡚ࡋ十ศ理解民⏫ࢆ必要性ࡢࡽࢀࡇ ࣭

㸦㸶㸳Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい方ࡀ⏫会活動協力いࠊࡍࡲࡅࡔࡓᖺ寄ࡀࡾ無理ࡎࡏࢆ活動参加࡛ࡿࡁ思いࡲ

 ࠋࡍ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 現在ⱝい人ࡢ⏫会活動ࡢ参加ࡀ少࡞いࠊࡵࡓⱝい人一人࡛ࡶ多ࡃ⏫会活動ࢆ理解࡚ࡋ 

 ࠋうࡻࡋい࡛࡞ࡣ必要࡛ࡀ育ᡂࡢ人ᮦࡿ支えࢆ高齢者ࠊᚋࠊ࡚ࡋࡑࠋࡇうࡽࡶ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ ⏫会行ࠊ࡚ࡋ納涼ࡸࡾࡘࡲ餅ࢪࠊࡸࡁࡘン࢝ࢫࢠンࡸ࣮ࢸ࣮ࣃᑠ旅行㸦ࢫࣂ㸧ࠊ࡞

高齢者ࡢ参加ࡀあࠊࡾあࡿ程ᗘࡣ支援活動ࡀⅭ࡚ࢀࡉい࡚良いࠊࡋࡋࠋ自ศࡢ担当ࡿࡍ地域

民生ࠋい࡞い࡚ࢀࡉ把握ࠊࡿ人数࡛あࡢࡢࡀ家族構ᡂ㸧ࡣ高齢者㸦或いࠊ中࡛ࡢ民⏫ࡢ

委員ࡀ知ࡿ࡚ࡗ個人情報ࠊࢆ⏫会役員ࡣ知࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿいⅭ࡛あࠊࡾࡲࡘࠋࡿ地域部長自

ศࡢ担当ࡿࡍ地域ఫ民ࡢ交流㸦ヰྜࡋい࡞㸧ࡀ無いࡇ由来ࡢࡇࠊ࡛ࡢࡿࡍⅬࢆ改善ࡍ

ྜࡾ語ࡽࡀ࡞ࡳ飲ࢆ茶࠾ࡀ人㐩ࡢ隣近所ࠊࡣ時代ࡢࡕࡓ親ࡢ私㐩ࠊ᫇々ࠋࡿい࡚ࡌ感ࢆ必要ࡿ

 㸽࡞ࡢࡶい࡞ࡁ࡛ࠊう一ᗘࡶࠋࡿ覚え࡚いࢆࡢࡿい࡚ࡗ

㸦㸶㸳Ⅼ㸧 

࣭ 各自ࡢ協力࡛ࠋࡍ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ 資金ࠋ担い手足ࡢ解消ࠋヰࢆࡋ聞ࡃ大ษࢆࡉ自覚ࡓࡋ活動ࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㐠営費ࠋ支援者足ࠋ 

㸦㸶㸳Ⅼ㸧 

 ࠋ㐠営費ࠋ方ࡿࡍࢆ手伝い࠾ ࣭
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㸦㸶㸳Ⅼ㸧 

 ࠋい࡞ࡾ足ࡀ金࠾ ࣭

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 活動資金ࡀ少࡞いⅭࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 人ࡢ中入ࡀࡢࡿ嫌࡞人ࡀ多いࡶࠋう少ࡋ表出࡚ࠊい࡞ࢇࢁ行参加ࡋ࡚ࡋいࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 男性ࡀ少࡞いࠋ足ࡀᝏࡀࡢࡿࡃ࡚ࡃ大変ࠋわࡀࡾⱞ手ࠋ少ࡘࡎࡋ改善࡛ࠊࡽࡓࡁ良ࡃ

 ࠋࡍࡲ思いࡿ࡞

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい方ࡀ少࡞いࣛ࣎ࠋࡵࡓンࢸ活動参加ࡿࡍ方ࢇࡀい࡞いࡶࠊ࡛ࡢう少ࡋⱝ

い方ࢆ参加࡛ࡼࡿࡁうࡋ࡚ࡋい࡛ࠋࡍ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫ෆ࡛高齢者ࡢ方ᑐࠊ࡚ࡋ幅広ࡀࢇࡉ࡞ࡳࡃ᭶々参加࡛ࡿࡁ交流ࡢ場ࡶࡾࡼࡇࠋࡣ設

ࡸ会ヰࡢ人ࡢࠊ࡛ࡢࡍࡲいࡶい方࡞ࢀ自力࡛来ࡶࡿࡍ参加ࠊࡔࡓࠋࡍࡲ思いࡿい࡚ࡅ

交流ࡀ㞴ࡋい方ࡀ多い思いࠋࡍࡲ 

㸦㸵㸳Ⅼ㸧 

࣭ 㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࡣࡢࡿࡍ無理ࠋ補ຓ金ࡢ増㢠ࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 将来教育環境ᩚࢆえ࡚いࡃࡀ大ษࡔ思ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡗ幼稚園ࡢࡽ教育࡚ࡋࢆ行

 ࠋࡍࡲ思いい࡞ࡀ将来ࠊࡤࢀࡅ࡞

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会活動ⱝい世代ࡢ参加協力ࡀ必要ࠋ隣近所࣑ࣗࢥࡢニࢩ࣮ࢣョンࠋ 

㸦㸴㸳Ⅼ㸧 

࣭ ⏫ෆ࡛ࡢ隣組ࡢ࡚ࡋ見Ᏺࡀࡾ必要ࠋⱝい世代ࡽ老いࡢ世代ࡢ連携ࡀ必要ࠋ情報ࡢ交

流ࡀ必要ࠋ㸦㞴࡚ࡁ࡚ࡗ࡞ࡃࡋいࡿ㸧 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者一人ࡾࡦᑐࡿࡍ個ูࡢᑐ応ࡀ必要ࠋ理由㸸㞟団又ࡣ一定ࡢ場所㞟ྜ࡚ࡋ実施

 ࠋࡿࡷࡋࡗࡽ約半数いࡀ方ࡢい高齢࡞ࡁᑐ応࡛活動ࡸ行ࡿࡍ

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 自ศ自身࡛参加ࡼࡋう思ࠋࡇࡿࢀࡃ࡚ࡗ在宅࡞福祉ࡢ行参加ࡋ࡚ࡋいࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ協力者ࠋ地域ࡢ人㐩ࠋࡾࡀ࡞ࡘࡢ⏫会館ࡣ行ࡃいࡶࡘ楽ࡋいࡀࡇあࠊࡽࡿ

行ࡓࡁい思えࡼࡿう࡞気持ࡼࡿ࡞うࠊ気軽࡞場所࡛あࠋࡇࡿ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 個人個人ࡀ満足࡞生活ࢆ㏦࡚ࡗいࡿ㸦㸯㸮㸮Ⅼ㸧ࡔ思う人ࡅࡔࢀࡀいࡻࡋ࡛ࡿう㸽 

࣭ 護社会福祉ࡔࡶいࡪ実ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋあ㸰㸮Ⅼࠕࠊࡣ心ࡢ持ࡓࡕ 目標ࠖࡿࡁ生ࠕࠖ
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 ࠋࡍࡲ思いࡔ

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

ࠋうࡻࡋ࡛ࡢ࡞満Ⅼ࡚ࡋᑐ何ࠊࡣ㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࠋࡍࡲ思いࡿあࡀ程ᗘࠊࡾࡣࡸ ࣭

 ࠋࡍ老老護࡛ࡣ自治会ࠊう！！現在ࡻࡋい࡛࡞言わࡣ㹍Ｋࡣ人間ࠊࡶ࡚ࡋࡓࡗࡸࢀ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 自ศࡣ㸯㸮㸮Ⅼࡔ思࡚ࡗいࠊࡀࡍࡲ人ࡀ足ࠊࡎࡾ㸯㸮㸮Ⅼࡣ࡛ࡲ行ࠋࢇࡏࡲࡅ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ 㸯㸮㸮Ⅼࢆ目指࡚ࡋいࠊࡀࡍࡲ思うࡼうࡣいࠋࢇࡏࡲࡁ在宅ࡓࡋいࡀ高齢者ࡀ多いࠊ࡛ࡢ

 ࠋい࡞少ࡀ人ࡿࢀࡃ࡚ࡋࢆࢸンࣛ࣎

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࡓࡋい思いࠊࡀࡍࡲ㞀害ࡀあࠋࢇࡏࡲࡁ࡛ࡵࡓࡿ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ力ࡀ必要ࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 私ࡶ㸶㸵ṓࠊࡵࡓࡢ体力的࡞ࡁ࡛いࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 世代交流࡛ࡼࡿࡁう࡞活動㸦協力者ࡢ確保場所ࠊ活動資金ࡢ確保㸧ࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡢ接触ࢆ㔜Ⅼ気軽交流࡛ࡿࡁ体制࡙ࠊࡾࡃ隣近所ࡢ接ࡋ方ࡶ㔜要ࡿ࡞

ࡽࢀࡇࡀࡃい࡚ࡗ持ࡶ関心ࡎࡏ無視ࠊ中࡛ࡿ増えࡀ高齢ࠊ益々ࡽࢀࡇࠋࡍࡲࢀ思わ

必要ࡿࡃ࡚ࡗ࡞考えࠋࡍࡲࢀࡽ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡢ役員ࡀ㸵㸮ṓ前ᚋࡢࡽ高齢者࡛ᡂࡾ立ࠋࡍࡲ࡚ࡗ何ࢆ基準ࡢ࡚ࡋ㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼ

 ࠋࡍࡲ思い良いࡀ方ࡢ％ࠊࡃ࡞ࡣⅬ࡛ࠋࢇࡏࡲࡾศࡢ࡞

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 各⏫会いࡿ福祉委員ࠊ民生委員⏫会ࡢ連携ࡀ大ษࡣ࡛ࡢ࡞！ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 護保険࠾ࡢ世ヰࡿ࡞前ࠊ健康管理ண防ࡾྲྀࡢ組ࡀࡳ必要ࡔ思いࠋࡍࡲ各⏫会࡛軽

い体操ࠊ高齢者ࡋࡉࡸࡶいྲྀࡾ組ࡳ指ᑟ者ࡋ࡚ࡁࡀい࡛ࠋࡍ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡶ老人ࢀࡒࢀࡑࠊࡶ一緒活動ࡀࡇࡿࡍ大࡛࡞ࡣい思いࠋࡍࡲ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 転勤ࡀ多いࠊ࡛ࡢ⏫ෆࡢ情報ࡀあࡾࡲ入ࡗࡶࠋࢇࡏࡲࡁ࡚ࡗ⏫ෆ࡛情報ࢆ共᭷࡛ࡤࢀࡁ

いい思いࠋࡍࡲ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 近所ࡢ人ࡀ高齢者ࡢ居ࡿ家ࡽࡃࡢࢆい把握࡚ࡋいࡀࡿ㔜要࡛あࡿ思うࠊࡓࡲࠋ一人

暮ࡢࡋࡽ高齢者ࡀいࡊいう時ຓࢆࡅ求ࡿࢀࡽࡵ人ࡀ身近居ࡿ環境࡙ࢆࡾࡃᬑ段࡚ࡋࡽ
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いࡀࡢࡿࡅ良い思う࡞ࢇࡣࢀࡑࠋ活動࡛ࡶ良い思うࠊࡀ交流ࡿࡁ࡛ࡢ場ࡀ必要ࡔ思うࠋ 

㸦㸰㸮Ⅼ㸧 

࣭ わࠋࢇࡏࡲࡾ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 身近支援者ࡀ居࡚ࡋいࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㸯㸬⏫会館࡛ࡲ来ࡿ足࡞ࡀいࠋ㸰㸬広㔝⏫ࡽ来ࡿࢀࡽ方ࠊࡣ国㐨㸰㸵㸶号ࢆ渡࡞ࡽい

い࡞ࡅいࠊࡵࡓ非常༴険ࡀあࠋࡿ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫ෆ会ࡢ会員全員ࡢ協力体制ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 刑務所宿舎居ఫࡢ⏫会࡛あࡿいう特徴ࠊࡽ⏫会単࡛支援等ࢆ要ࡿࡍ高齢者ࢇࡀ

 ࠋࡿあࡀいう実状い࡞ࡀࢬニ࣮ࠋい࡞い࡚ࡋ居ఫ

㸦㸷㸳Ⅼ㸧 

ࡢ㈙い物等ࠊ近所ࠊࡳ組ࡾྲྀࡢ高齢者ࡸ特徴ࡢ༊ࡢࡑࠋいࡽ考え࡙ࡣ満Ⅼࡳ組ࡾྲྀ ࣭

利便性ࢆ考慮࡛ࡁࡍあࠋࢁࡇࡿ現在ࡾྲྀࡢ組ࡀࡇࡿࡍ⥆⥅ࢆࡳ満Ⅼ近࡙ࡃ思わࠋࡿࢀ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 子ࠊࡕࡓࡶⱝい大人ࡢ教育ࠊあࡿ程ᗘ条例的࡞義務体制ࡿࡃࡘࢆ等ࠋ 

ࡲࢀࡽ大勢見ࡶ方࡞ඖ気ࡣ方ࡢ高齢ࠊࡀࡍࡲࡾ時代࡛あࡢ少子ࠊ高齢社会ࡋࡓ ࣭

ࠊࡓࡋࡈ過ࡢい日々࡞ࡽ࡞病気ࠋうࡻࡋ何࡛ࡣ差ࡢࡇࠋࡍࡲࡾ࠾ࡶ方ࡢࡾࡁࡓ寝ࠊ又ࠋࡍ

考え方ࢆⱝいうࡾྲྀࡽࡕ組࡛ࢇいࡃࠊ࡚ࡋࡑࠋ少子言えࡔࡲࡔࡲࡶ函館ࡣ良いう

人㐩ࡢ世代ࡢࡇࡑࡎࡲࠋࡍࡲえࡇ聞ࢇࡉࡃࡓࡶ声ࡢࡕࡓࡶ子ࠊࡅ見ࡃࡼࢆⱝい方ࠋࡍ࡛

目ࢆ向ࠊࡅ特子ࡢࡕࡓࡶ教育ࡀ必要ࡔ思いࠋࡍࡲ各ᑠ学校連携ࠊࡋࢆ子供ࡀࡕࡓ大

心㸧࡞うࡼࡿࢀࡽࡅ掛ࢆ声自然ࡾᖺ寄࠾ࡿい࡚ࡗ困ࠊࡤ行動㸦例えࡿࢀ時ࡓࡋᡂ長ࡃࡁ

大࡛ࡶࡢࡿࡅ向ࢆ目Ⓨ想࡛高齢者ࡢ㸧逆࣭࣭࣭ࡀࡍࡲࡾࡣ㸦時間ࠊ必要性ࡃ育࡚࡚行ࢆ

 ࠋいࡉࡔࡃ考え࡚ࡵࡓࡢ将来ࡶࡕࡓࡶ子ࠊࡋう少ࡶࠊࡀࡍ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ協力ࠊ参加ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支援ࡢ担い手ࡀ少࡞い 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 役員足ࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい世代㸦㸳㸮代㸧ࡢ役員足ࠋ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡽࡔい࡚ࡗ㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࡿࡍ必要࡞ࡣい思いࠋࡍࡲ逆ࡐ࡞㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼ

高齢ࠊࡣࡇ࡞ࡌいࡔࠋࡍࡲ思いい࡞い必要ࡓࡌ質問ࡢࡇ㸽ࡍ࡛ࡢい࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡃ࡞ࡋ
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者ࡽࡔいࡢࡽࢀࡇࠊ࡚ࡗ時代ࠊⱝ者ࡃࡌྠ接࡚ࡋあ࡞ࡆい失礼ࠋࡍࡲࡾ࡞高齢者

 ࠋࡍ失礼࡛高齢者ࡿい࡚ࡗ一生懸頑張ࡣ࡚ࡳࡃࡲあࢆ

 

＜中央部第㸰㸼 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 身近いࡿࡷࡋࡗࡽ方声掛ࠊࡋࢆࡅ会ヰࢆ通࡚ࡋ何ࢆࡇࡿࡁ࡛深入ࡎࡏࡾຓࡿࡅ

 ࠋ思ういいࡃい࡚ࡋうࡼ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 気軽交流࡛ࡿࡁ場所ࠋ雪ࡢࡁ手伝いࠋ近所ࡢ見ᏲࠊࡾᏳ否確認ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会活動࡞関心࡚ࡗࡶࢆいࠋࡃࡔࡓ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会館自由出入࡚ࡋࡾヰ࠾ࠊࡾࡓࡋࢆࡋ茶ࢆ飲ࠊࡾࡔࢇ何ࡤࢀࡅ࡞行࡞ࡅいࡼう࡞

ࡣ当⏫ෆ࡛ࠋうࡼࡿࡅ行気軽ࡶ࡛ࡇ࡞ࡉᑠࠊ相談ࠊ相手ࡋヰࠋ思うࡔ！࣓ࢲࡣࢁࡇ

声掛ࡅ㸦あいࡘࡉ㸧あࡾࡓ前ࡢࠊࡅࡔ大ࡔ思うࡓࢀࡽࡅࠊࡋ人ࠕࡣ自ศࡢ知࡚ࡗ

 ࠋ思うࡿ࡞ࡃࡋ嬉ࠊ࡚ࡗ思ࠖࡔࢇࡿ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 相手ࡢヰࢆ聞ࠊࡁ自ศࢆ本当信用ࡽࡶ࡚ࡋいࠊ接Ⅼࢆ作ࡤࢀ良い思いࠋࡍࡲ自ศࡶ㸵

㸮ṓ以ୖ࡛ࢀࡑࠊࡀࡍ以ୖࡢ高齢者ࡽ何࡛ࡶ相談ࠊࢀࡉ解決࡛࡞ࡁい思ࡽࡓࡗ包括支援ࢭ

ン࣮ࢱຓࢆࡅ求ࠋࡿࡵ 

࣭ 見Ᏺࡢࡾ件࡛ࠊࡀࡍಀࡢ人ࡶ近所ࠊࡅࡔ㐨路渡ࡢ࡚ࡗ行動ࡣ大変ࡔ思いࠋࡍࡲ電ヰ確認

い࡚ࡘ電気ࠊࡔඖ気࣮ࡓン開いࢸ࣮࢝ࠊࡔࡃ近ࡢ家࣭࣭࣭࡚ࡳࢆ㢦ࡾࡣࡸࠊࡀࡍࡲࡁ࡛ࡶ

ඖ気ࡔ近所確認࡛ࢆࢀࡑࠋࡍࡲࡁ早ࡃ教え࡚ࡋい࡛ࠋࡍ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ᖺ数回ࡢ㞟ࠊࡶ࡛ࡾࡲ出席ࡿࡍ人ࡣ決࡚ࡗࡲい࡚࡞࡞ࠊ出席ࡣࡓࡿࡍ増え࡞いࠋ

うࡤࢀࡍいいࠋࡢ何ࡀ必要ࡀศ࡞ࡽい現状࡛ࠋࡍ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫ෆఫ࡛ࢇいࡿⱝい世代ࡢ参加ࡀ必要ࡔ思うࠋ特ࠊ㸱㸮代～㸲㸮代ࠋ高齢ࡗࡲࡣ

 ࠋࡋ࡞ࡓ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 役員ࡶ高齢࡞࡞ࠊࡵࡓࡢ思うࡼうい࡞いࡀࡢ本当ࡶࠊࡀࡍ࡛ࢁࡇࡢう少ࡋⱝ

返ࡗࡶࠊࡾࡣࢆࡾ活動ࢆ広ࡀࡇࡃࡺ࡚ࡆ必要思わࠋࡿࢀ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 役員ࡶ高齢ࠊࡾ࡞体力Ᏻࢆ感ࠋࡍࡲࡌⱝい人ࡢ協力ࡀ必要思わ࡞࡞ࠋࡍࡲࢀ

協力者ࠋࢇࡏࡲࡾࡘࡳࡀ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

 ࠋࡍࡲ思い良いࡿࢀࡃ࡚ࡋ手伝いࡀ方ࡢࢇࡉࡃࡓࡗࡶ ࣭
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㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人⏫会参加ࡋ࡚ࡋいࠋ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ 働ࡁ世代ࡿ࡞ࡽࡉࡢ参加ࠋ 

㸦㸴㸳Ⅼ㸧 

࣭ 現状࡛ࡣ支援ࡿࡅཷࢆ側ࡶ支えࡿ側ࠊࡶ高齢者࡚ࡗ࡞いࠋࡿⱝい世代ࡢ協力ࢆ得ࡇࡿ

 ࠋ思う必要ࡀ体制ࡿࡁ࡛ࡀ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい方ࡢ支援者࡞ࡀいࠋ 

࣭ ⏫会役員࡚ࡋⱝい方࠾願い࡚ࡋい࡞࡞ࠊࡀࡍ࡛ࡢࡿ協力者ࡀい࡞いࠋ 

࣭ 現在ࡢ⏫会役員ࡶ高齢者ࡀ多ࠊࡃ老老護状態࡛心配࡚ࡋいࠋࡿ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ 役員ࡀ高齢ࠊ࡚ࡋ⏫ෆ全体ࢆ把握ࡀࡇࡿࡍ困㞴࡚ࡗ࡞いࡿうえࠊ高齢者ࡢ脱㏥ࠊ

ࡾࡃ࡙ࡕࡲࠊࡾࡃ人࡙ࠊࡾ࡞中心ࡀ行ᨻࠊࡣࡽࢀࡇࠋい࡞い࡚ࡋ入会ࡀ新入居者ࡢࢺ࣮ࣃ

 ࠋ思うい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞い࡚ࡋࢆ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 参加者ࡀ固定࡚ࢀࡉいࡼࡿう見えࠋࡍࡲ 

㸦㸯㸮㸮Ⅼ㸧 

ࡗ思㸯㸮㸮Ⅼ常ࡣ࡚ࡋ側ࡿ支えࡕࡓ私ࠊ࡛ࡇࡿࡍ採Ⅼࡀ側ࡿࡍ参加ࠊࡣⅬ数ࡢࡇ ࣭

࡚活動࡚ࡋいࠋࡍࡲ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ ⏫会加入率ࡀ減少࡚ࡋいࠋࡍࡲ広報ࠊࡣ࡛࡞各戸配ᕸ࡚ࡋࢆいࠋࡍࡲ㸦ᖺ㸴回㸧例えࠊࡤ

津波避㞴場所ࡀ㸯所増えࡓ࠾ࡢ知ࠊࡶ࡛ࡏࡽ加入࡚ࡋいࡿ方ࡋศࠋࢇࡏࡲࡾᏳ否確認

ࡲࡾ࡞ヰ㢟ࡶࡘいࡿࡁ࡛ࡀࡴ込ࡾ入࡛ࡲࡇࠊࡾ࡞ࢡネッࡀ個人情報ࠊࡶ支援活動ࡸ

 ࠋࡍうえ࡛心配࡛ࡴ㐍ࡀ高齢ࠋࡍ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者いࡶ࡚ࡗ個人差ࡀあࠊࡾ現在ࡾྲྀࡢ組ࢆࡳ維持ࡽࡀ࡞ࡋ㐍࡚ࡵ行ࡀࡢࡃ良い思

うྠࡢ時ࡽࡉࠊ見Ᏺࠊࡽࡀ࡞ࡾ声ࡅࢆあࡀࡇࡃࡺ࡚ࡗ大ษࡔ思うࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支えࡿ側ࡢ協力者ࡢ確保ࠋ交流ࡿࡍ場ࡗࡶࢆ多ࡃ設ࠋࡿࡅ行ᨻࡢ側ࡾࡼ積極的࡞理解

 ࠋ必要可欠ࡀ支援ࡳ組ࡾྲྀ

 ※ ᕷࡢ福祉ᨻ策疑問満ࢆ持࡚ࡗいࠋࡍࡲ㸦ࡗࡶ現場実態ࢆ検証ࡔࡲࠋࡁࡍいࢁ

い࡞ࢁ意見ࡣあࡀࡿ㸧 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 出࡚ࡿࢀࡽࡇ人ࡣいいࠊࡀ出࡚࡞ࢀࡽࡇい人ࠊ出精ࡢ人ࡶいࠋࡿ 

㸦㸵㸳Ⅼ㸧 

࣭ ⱝ手協力者ࠋ 
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㸦㸶㸳Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会㐠営ࠊࡢࡵࡓࡢ手ࢆ㈚ࡿࢀࡃ࡚ࡋ人間࡛あࠋࡿ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

 ࠋࡍࡲ思いࡿ必要࡛あࡀࡕう気持ྜࡅຓ࡚ࡋ協力い࠾ ࣭

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 企⏬ࡸ調ᩚࢆ担当ࡿࡍ方ࡀい࡞いࠊ場当ࡾࡓ的࡞支援活動ࡕࡀࡾ࡞思いࠋࡍࡲ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

 ࠋࡇࡿࡍ参加支援活動積極的ࠋ思う㔜要ࡀࡾ見Ᏺࡸ交流ࡢ近所ࡈ ࣭

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 活動支援者ࡢ交流ࢆ増加ࠊ࡚ࡋ種々ᑐ応࡛ࡤࢀࡁ思うࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ いࡻࡋࡗ活動ࡿࢀࡃ࡚ࡋ人ࡢ掘ࡾ起ࠋࡋࡇ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ参加࡛ࠋࡍ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 足腰ࡀ弱い人ࡵࡓࡢうࡿࡍ㸽 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ㸧ࢆⱝい人㸦特ࡋࡇ起ࡾ掘ࡢࢸンࣛ࣎ ࣭

㸦―Ⅼ㸧 

 ࣭ 信頼関ಀດ力ࠋあ࡛ࡲࡃ評価ࡣ相手ࡀ感࡛ࡢࡿࡌ㞴ࡋいࠋ無理ࡃ࡞自然体࡛行動ࠊࡤࢀࡍ

 ࠋい࡞ࡣ࡛ࡢ良い࡚ࡗい࠾

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 自身ࡶ高齢ࠊ࡛ࡢ࡞理想現実ࡣ大㐪いࡔ思いࠋࡍࡲ特声掛ࡅᏳ否確認ࡣ㔜要ࠋ⏫会

行ࡅࡔࡿࡁ࡛多ࡢࡃ高齢者ࡢ参加ࡀ必要ࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ参加ࡀ少ࠊࡃ࡞高齢者ࡀ高齢者ࢆ見Ᏺ࡚ࡗいࡔࡽࡿ思いࠋࡍࡲⱝ人ࡢ参加ࢆ

望ࠋࡍࡲࡳ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 役員ࡢ掘ࡾ起ࠋࡋࡇ特㸴㸮ṓ以ୗࡢⱝい力ࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 日常的ࡣ困㞴࡛あࠊࡾ自身ࡶᖺ齢的㞴࡚ࡁ࡚ࡗ࡞ࡃࡋいࡿ㸦訪問㸧ࠋ㸯㸮㸮％ࡣあࡾ得

頑張ࡽࡃいࠊࡋࡋ࣭࣭࣭ࠋい࡞ࡀດ力必要ࡣ％㸯㸮㸮࡚ࡗࡀࡓࡋࠊࡋࡔいヰ࡞

 ࠋいࡓࡳ࡚ࡗ

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支援活動࡛ࡿࡁ人ࡀ多ࡋ࡚ࡗ࡞ࡃいࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

 ࠋࡍࡲ思いいࡓࡾ頑張࡚ࡋ出席ࡶ何ࠊ࡚ࡗあࡋ協力࡛ࢇࡉ࡞ࡳ ࣭
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㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支援ࡿࢀࡃ࡚ࡋ人ࡢ数ࠊࡤࢀࡅ࡞ࡉࡸࡩࢆ何࡞ࡁ࡛ࡶいࠋ 

㸦㸰㸮Ⅼ㸧 

࣭ 質問㸦㸯㸧ࡼࡢうࠊ求ࡢࡇࡿࢀࡽࡵ多ࡉᑐࠊ࡚ࡋ自ศࡣࡕࡓ何ࡀ出来࡚いࢆࡢࡿ

思うࠊ落第Ⅼࡔ思いࠊࡋࡋࠋࡍࡲ⏫会役員࡚ࡋ時間ࢆࡾࡺ持࡚ࡿᖺ代ࠊࡤࢀ࡞

殆ࡀ㏥職等ࡢ高齢者࡛ࠋࡍ自ࡢࡽ自立ࡢࢇࠊ少ࡢࡋ余力ࢆ⏫会活動向࡚ࡅいࠋࡍࡲ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

ࡢ異ᖺ代ࠊ࡛ࡢࡿい࡚ࡗ࡞ࡃ࡞少ࡀいྜࡁ近所付ࡈࠋࡇࡍࡸ増ࢆ人員ࡢ側ࠖࡿ支えࠕ ࣭

交流ࠊࡃ࡞ࡀ気軽頼࡞ࡁ࡛ࡶࡈࡳい思うࠕࠋ㸴㸮ṓ㏥職࡛あࡣ地域࡛ ࡞少ࡀいう人ࠖ

ࡃࢀࡀ⥅ࡅཷࡀ࣮ࢲ࣮ࣜࡢ地域ࠊࡃ࡞少ࡀ人ࡿࡍ地域࡛活動ࡃ多ࡀ人ࡿࡅ⥆ࢆࠊࡾ࡞ࡃ

いࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会会館ࡀあࡤࢀ趣味活動ࡢ支援ࡿࡁ࡛ࡀ思うࠊࡀ現在࡛ࡣ可能近いࠋⱝい࣮ࣜࢲ

 ࠋい࡞いࢇࡀヱ当者ࠊࡀ思うࡔ必要ࡀ養ᡂࡢ࣮

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡶ本当ࡈ近所以外ࠊ自ศࢆ出࡞ࡉいࠋ信頼関ಀࢆ作࡚ࡗいࠊࡢࡃ時間ࢆ必要

 ࠋࡍࡲ思いࡿあࡀう必要ࡽࡶ࡚ࡋ信頼ࡶ相手ࠊ࡚ࡋࢆ信頼ࡎࡲࠋࡿい࡚ࡋ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 行動力ࡔ思うࠊࡀ男女役員㸯㸮ྡࡢᖹ均ᖺ齢㸵㸶ṓࢆ考えࠊࡿⱝ手役員㸦㸴㸳～㸵㸮

ṓ㸧ࡢ育ᡂࡢ必要性ࢆ感ࡀࡿࡌ先行ࡁᏳࠋࡅࡽࡔ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ多ࡿࡃ࡚ࡗ࡞ࡃ現状ࡽࢀࡇࠊࡽ支援活動ࡿࡍࢆ世ヰ役㸦⏫会役員㸧ࡾ࡞ࡢ手ࡀ

足࡚ࡋいࡿ現状࡛ࠋࡍ⏫会役員ࡢᡂࡾ手足ࡘい࡚ࡣ⏫会Ⓨ行ࡢ広報等࠾い࡚募㞟ࡓࡋ

 ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ足ࠊࡀࡿい࡚ࡋ依頼役員ࡢ㸦⏫会ෆ㸧ࡢ近所ࡾ

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ高齢者ࢆ支え࡚いࡿ状態࡛いࢀࡎ限界㐩ࡿࡍ可能性ࡀあࠋࡍࡲࡾ少子ᑐ策ࡀ

必要ࡔ思いࠋࡍࡲⱝい人ࡢ力ࡀ必要࡛ࠋࡍ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ᕷෆ全般いえࡿ思うࠊࡀ⏫会役員ࠊ特福祉委員ࡢ方々ࣛ࣎ࡢンࢸᑐࡿࡍ考え

方ࠊ意識問㢟ࡀあࡿ思うࡽୖࠋ目線࡛ࠊ相手ࡢ気持ࢆࡕ汲࡞ࡵい人ࠊ個人ࡢ考え࡛行動

福祉委員ࠋࡍう࡛ࡼࡿ色々いࠊ人ࡪ嫌い࡛選ࡁ好ࢆ相手ࠊ人ࡿ࡞原因ࡢࣝࣈࣛࢺいࡲࡋ࡚ࡋ

ࠋ思う多いࡀ人ࡓࢀࡤ選委員ࡲࡲい࡞ࡽう࡛ศࡼࡿい࡚ࡗ㸽知ࡣࢸンࣛ࣎㸽ࡣ

研修会ࠊ勉強会ࢆ持ࡘ良い࡞࡞ࠊࡀ参加࡛࡞ࡁい࡛ࡢ一人一人手引書ࣃࡸンࣞࣇッࢺ

ࡋࡲࡋ要望ࡶ数ᖺ前ࠋいࡋえ࡚ࢆ機会ࡿࡅࡘ身ࢆ知識ࡸ心構えࡢ࡚ࡋ委員ࠊࡾ配ࢆ

 ࠋࡀࡓ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支えࡿ側ࡢ人ࡀ高齢者࡚ࡁ࡚ࡗ࡞いࠊ࡛ࡢࡿ少ࡶ࡛ࡋⱝい方ࡢ協力ࡀ必要思うࠋ 
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㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡢ加入減ࡣ個人ࡢ問㢟࡛ࡶあࠊࡾ如何ࡓࡀࡋࡶいࠊࡀ加入者࡛ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡶ持ࡘ

 ࠋいࡋ㸽㸧㞴ࡶいࡽࡃ半ศࠊࡣ人数ࡿࡍ参加㸦⏫会活動ࡣࡢ

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会役員ࡢ相理解ࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者࡛ࠊࡶ㏥職ࡎࡏ働ࡿࡅ⥆ࡁ方ࡀ多ࠊࡾ࡞ࡃ自ศ࡛ࡇࡢ精いࡥࡗい࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

࣭ 現役世代ࡢ方ࡢわࡀࡾ必要࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

㸦㸰㸮Ⅼ㸧 

࣭ 行ᨻ㸦ᕷ役所㸧ࡢ全面的࡞資金ࠊ人ᮦࠊ全࡚ࡿࡅ࠾わࢆࡾ期待ࠋࡿࡍᕷ㹍Ｂ࣭㹍Ｇࠊ

㐨㹍Ｂ࣭㹍Ｇࠊ国㹍Ｂ࣭㹍Ｇࡢ積極的࡞参加ࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ຓྜࡅう 

㸦㸴㸳Ⅼ㸧 

 ࣭ 地域ఫ民全体ࡾྲྀࡢ࡚ࡋ組ࡀࡳ必要࡛あࡼࡢࠊࡵࡓࡢࡑࠊࡾう࡞啓Ⓨ活動ࢆ行うࠊ

個々ࡢ⏫会ࠊࡃ࡞ࡣ࡛࡚ࡋ行ᨻࡀ率先ࡾྲྀ࡚ࡋ組ࠋࡔࡁࡴ㸦行ᨻ務ࡢ代行業務ࡀ多い㸧 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支援ࡿࡅཷࢆ側ࡀ気軽参加࡛ࡿࡁ組ࡀࡳ必要ࠋ⏫ෆ会࡛ࡲ関わࡓࡗ࡞ࡇ࡚ࡗ人

 ࠋࡿࢀ思わࡔ大ษࡀ状況࡞うࡼࡿࢀࡲ㞟ࡀࡕࡓ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 夏祭ࡾ等ࡢ行࡛活躍࡚ࢀࡉいࡿ高齢者ࡢ方ࢆ見ࠋࡍࡲࡅ行ࢆ行うࠊࡣࡵࡓ調ᩚ準

備等ࡢ打ྜࡀࡏ必要࡛あࡼࡢࡑࠊࡾう࡞場࡛࠾いࡢ親交ࢆ深ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

ࡿい近所ࡿࢆᖺࠋࡍ࡛ࡇࡿࡃࡘࢆ㐩ࠋࡍࡲࡳ望ࢆࡇࡿࢀࡃ࡚ࡋࢆヰい࠾ ࣭

人ࡼࡢࡑࠊࡽࡍ࡛ࡢࡿࡍࡳࡢࡓࢆう࡞人ࠋࡍ࡛ࡇࡿࡃࡘࢇࡉࡃࡓࢆ心ࢆ許ࡿࡏ人ࢆ大ษ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会役員ࡢ増加ࠋ役員高齢者ࡢ接Ⅼࢆ増ࠋࡍࡸ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 人ᮦࠊ人数ࡢ確保ࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 参加者ࡢ㢦ࡀࢀࡪ決࡚ࡗࡲいࡑࠋࡿう࡞ࡷࡌい人ࡶ参加ࡽࡶ࡚ࡋう良い方法࡞ࡀいࢁࡔ

う࣭࣭࣭ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支えࡿ側ࡢ入ࢆ嫌う方ࡶいࠊ࡛ࡢࡿ相手ࡢ相談前向࡞ࢀࡃ࡚ࡗ࡞ࡁい࣭࣭࣭ 

㸦㸵㸮ṓ㸧 

࣭ 私自身ࠊ何ࡼ࡚ࡋࢆいわࠊࡀࢇࡏࡲࡾ高齢者ࡢ会ヰࢆ多ࡃ持ࡓࡕい思いࠋࡍࡲ 
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㸦㸵㸳Ⅼ㸧 

࣭ 満Ⅼࡣ無理ࡔ思いࠋࡍࡲ支えࡿ側ࡢ入ࢆ拒ࡴ方ࡶいࡿⅬ࡛ࠋࡍ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 先頭立࡚ࡗいࡿ役員ࡢ高齢࡛ࠊ活動ࡀ鈍࡚ࡗいࡿ傾向ࡀあࢆࢀࡇࠊ࡛ࡢࡿ補うⱝいᚋ

⥅者ࡢ育ᡂࡀ必要ࠊࡋࡔࡓࠋ参加意欲ࡢあࡿ人ࡀ少ࠊࡃ࡞人㞟ࡀࡵ㞴ࡋいࠋ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ 雪ࡁ奉活動ࡢᬑཬࠋ外出支援活動ࡢ実ࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会役員ࡢᡂࡾ手ࡀい࡞いࠊࡤࢀࡁ࡛ࠋᕷ職員ࠊ学校関ಀࡢ㏥職者等ࡢ人㐩ࡀ㐍࡛ࢇ参加

 ࠋࡍࡲ࡚ࡗ願ࢆࡇࡿ࡞うࡼࡿࢀࡃ࡚ࡋ

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ協力ࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㸯㸮㸮Ⅼࠊࡣࡿࡍ各個人ࡢ要望全࡚ᑐ応࡛ࡤࢀࡁ㸯㸮㸮Ⅼࡿ࡞思いࠋࡍࡲ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫ෆࢆ地域࡚ࡋ心地ࡃࡼ暮࡚ࡋࡽいࠊࡣࡵࡓࡃ自ࡶࡽ少ࡘࡎࡋࡢ人ࡵࡓࡢ労力࡞

ດࡃい࡚ࡵ広ࠊ࡚ࡋ通ࢆ活動ࡢ日々うࡼうࡽࡶ࡚ࡗ持ࢆいう認識必要ࡀࡇࡿࡍ提供ࢆ

力࡚ࡅ⥆ࢆい࡞ࡽ࡞ࡤࡡいࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 各人ࡢ支援意識ࡿ࡞ࡽࡉࡢ向ୖດࠋࡿࡵ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡢ支援ࡢ担い手ࡢ確保ࠋ高齢者ࡢ要望ࡢ的確࡞把握ࢀࡑᑐࡿࡍ適ษ࡞ᑐ応ࠋ高

齢者ࡢ能力ࡢ活用策ࡢ実施ࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支えࡿ側㸦⏫会役員㸧ࡶ㸴㸮ṓᚋ半࡛人数ࡶ少ࠊࡃ࡞ᚋ⥅者ࡀ育࡚ࡗい࡞いࠋⱝい人ࡀ⏫

会活動積極的参加ࡽࡶ࡚ࡋえࡼࡿうࡤࢀࡅ࡞ࡋ⏫会自体ࡀ消滅࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍい࡛ࡻࡋう

 ࠋ

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域高齢者ࡼࡢࡀう࡞支援ࢆ必要࡚ࡋいࢆࡿ把握ࠊࡋ活動範ᅖࡢᣑ大ࢆᅗࠋࡿ支援

 ࠋࡿᅗࢆ向ୖࡢ活動効果ࠊࡋ増員ࡢ担い手ࡢ

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ 満Ⅼࡾ࡞ࠊࡣࡢࡿࡍ㞴ࡋい思うࠋ基本的ࡣ⏫会࡛ࡣ無理ࡢࡇ࡞方ࡀ多いࠋࡣ࡛ࡢ

 ࠋࡍࡲ思いࡿい࡚ࡗ頑張ࡃࡼ

 

＜東央部第㸯㸼 

㸦㸯㸮㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࠊࡶ࡚ࡋ又役員ࡢ一人ࠊࡶ࡚ࡋ現状࡛࡛࡚ࡗࡸࡣࡇࡿࡁいࡿ思࡚ࡗいࠋࡿ会
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館ࡀ⏫会࡞いࠊ࡛ࡢあࡤࢀ⏫会ࡔࡲ࡚ࡋ濃密࡞活動ࢇࡉࡃࡓࡀࡇࡿࡁ࡛ࡀあࠋࡿ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡀ参加࡛ࡿࡁ環境࡙ࠊ࡚ࡋࢆࡾࡃ積極的活動ࢆࠋࡿࡅࡧ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会会員ࡢ方ࠊࡀいࡶ࡛ࡘ自由出入ࡿࡁ࡛ࡾ場所ࡀ必要ࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 昭和㸱㸮ᖺ代ࡢ隣近所ࡢ付ྜࡁいࠊࢆ決࡚ࡋ全否定ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࡍ必要以ୖࡢ相ᖸ

文ࡢࡽ日本ྂ来ࠕࠊࡃ除ࢆࡉࡋ煩わࡿあࡶ΅ ࠊ㸱回程ᗘᖺࠋࡍࡲい࡚ࡋࡀ気࡞うࡼࡢࠖ

⏫会主催ࢀࡩࠕࡢあい交流会ࠖࢆ開催࡚ࡋいࠊࡀࡍࡲ参加者ࠊࡣ固定ࠊ新規参加者ࠊࡃ࡞ࡀ

ࢇ㐠ࠊࡣࡾ思惑通ࡽࡀ࡞残念ࠊࡣࡅ掛ࡢ絆ࠖࠕࡢ隣近所ࡸ関ಀ復活ࡢう୕軒両隣ࠖࡇ向ࠕ

࡛いࠊࡀࢇࡏࡲᑠ࡞ࡉ歩ࢆࡳṆࡿࡵ考えࡃࡓࡗࡲࠊࡣあࠋࢇࡏࡲࡾ当節ࠊ高学Ṕ࡛ࡣあࠊࡀࡿ

真ࡢ文人ࡀ少ࠊࡀࡇࡓࡗ࡞ࡃ࡞隣近所ࡢ関ಀࡸ絆ࢆ希薄ࡓࡋ要因思わࠊ࡛ࡢࡍࡲࢀ全

ᕷࡢ㸯㸶㸰⏫会ࡸ老人ࠊࡀࣈࣛࢡ目見えࡿ効果ࡾࡤ追わࠊࡎ腐ࡎࡽᑠ࡞ࡉ連携ࢆᅗࡗ

࡚いࠊࡀࡇࡃ㸯㸮ᖺ先ࠕࡢ地域関ಀࠖࢆ築ࡃ信࡚ࡌいࠋࡍࡲ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡢ役員等ࡀ常㞟࡚ࡗ相談ࡿࡍ場所㸦⏫会館㸧ࡢ設置ࡀ急務ࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 本⏫会ࡣ会館ࠊࡃ࡞ࡶ⏫会加入率ࡶపいいう現状ࡢ中࡛考え࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡃ࡞いࠋ個人情

報ࡢ問㢟ࡶあࡾ容᫆࡞ࡣ࡛ࡇ࡞いࠊࡀ⏫会ࡢ高齢者ࡢ生活実態ࡢ把握ࡀ必要ࡇࠕࠋ ࡔࠕࠖ

ࡀࢀ ࡞願いࠊ希望ࡿࡍᑐ会⏫ࡢ方々ࡢ高齢者ࡿࡍ居ఫࠊ又ࠊࡿい࡚ࡋࡽ暮ࠖうࡼࡢࠕࠖ

 ࠋࡿࢀ思わࡿあࡀ必要ࡿ考えࢆᑐ策ࠊࡳ掴ࢆ意向

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 人ࡸ地域ࢆ競தࠊᑐ立ࡿࡏࡉ世ࡢ中࡛ࠕ㸯㸮㸮Ⅼࠖ満Ⅼ࡞夢ࡼࡢう࡞目標࡛あࡣࡸࠋࡿ

ࡑࠋ࣭࣭࣭ࡣ第一࡛ࡀࡇࡿࡍう実ࡼࡿࡍᑐ応急増ࡢ高齢者ࡀ組織ࡢࡢࡑ会⏫ࡢ既存ࡾ

ࡔ大ษࡀ場࡞うࡼࡿ࡞ࡃࡓࡧ㐠ࢆ足ࡀ高齢者ࠊࡀ実ࡢ施設ࡢ࡞会⏫ࡿࡍ保㞀ࢆࢀࡑࠊ࡚ࡋ

ࡿࡎ通ࡇࡿ棄࡚ࡆ投ࢆ社会保㞀ࠊࡣࡇ言うᏳ᫆ࢆ自ຓࠖࠕࡀ人ࡢ行ᨻࠋࡍࡲ思い

思いࠋࡍࡲ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 向ࡇう୕軒両隣ࡢ和ࡢᣑ大ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 函館ᕷ民生児童委員等ࠊࡣ⏫ෆఫ࡛ࢇいࡿ高齢者ࡢࡕࡓ情報ࢆ㞟ࡃࡍ協力ࢆ求ࡿࡵ

ࢆ壁ࠊい࡞ࡉ考え直ࢆ方ࡾあࡢ会活動⏫ࠋࡿい࡚ࡗࡲワࡁ行ࡀ情報活動ࠊ秘状態࡛ࡿࡲࠊࡀ

打破࡛࡞ࡁいࠋⱞ࡛ࢇࡋいࠋࡿ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 当⏫会ࡣ高齢者࣭単身者ࡀ多ࠊࡃຓྜࡅいࡀ必要ࠋࡍ࡛ࢁࡇ࡞㸯㸪㸯㸯㸰世帯ࡢうࡕ⏫

会員ࡣ㸳㸱㸮世帯࡛ࠋࡍ会員以外ࡢຓྜࡅいࡀ必要性ࡀ多いࠋࡍ࡛ࡢ⏫会ࡢ枠ࢆ超え࡚活動ࡋ

ࡽ作ࡀ在宅福祉委員会以前㸦ᖹᡂ㸶ᖺ㸧ࠋい࡞ࡀ連携ࡢ民生委員ࠋࡡࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤࢀࡅ࡞
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ࡢࡇࠊࡀࡔࠋࡍࡲい࡚ࡗࡸ࡚ࡗ頑張ࡾࡓわ全般ࠊࡾ࡞ᖺ新会長ࠋࡋ࡞殆ࡣ活動ࡀࡓࢀ

在宅福祉ࡘい࡚ࡣ高齢者等ࡢ把握ࠊࡎࡁ࡛ࡶ問㢟ࡀ大ࠊࡃࡁ在来ࡢ委員会ࠊ࡚ࡋࡋ࡞ࡣ

ᚋࡢࡇ問㢟ࡾྲྀ組࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡲい考えࠊࡽࡀ࡞手ࡢ打ࡼࡕう࡞ࡀい状態࡛ࠋࡍ一番必

要性ࡀあࡀࡿ面倒ࠋࡍ࡛ࡇ࡞会員ࠋࡶ࡛ࡅࡔ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ⏫民ࡢ皆様ࡢ協力ࡀ必要ࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 子供㐩ྠ様ࠊ朝あࡣࡁࡓࡗ挨拶ࠊࡵࡌࡣࡽ簡単࡞声掛࡚ࡋࡶࡅ隣近所ࡢ和ࢆ広ࡵ

࡚行ࡓࡁい思いࠋࡍࡲ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 各々ࡓࡋࡾࡗࡋࠊࡀ意識ࢆ持ࠋࡇࡘ 

㸦㸰㸮Ⅼ㸧 

人知人ࡢࡽ᫇ࠊࡾࡼいྜࡁ付ࡢఫ民ྠ士ࠊࡃ無ࡀい活動ࡽࡃ過去㸱㸮ᖺࡣ会࡛⏫ࡢࡇ ࣭

ࠋࡿࢀ思わうࡼࡿいࡃ多ࡀい人࡞ࡌ感ࡃ㔜ࢆいྜࡁ付ࡢఫ民特ࠊࡾ࠾࡚ࡅ⥆ࢆ交流ࡢ

唯一あࡿ在宅福祉࡛ࡶᑐ象者ࢆࡢࡿ࡞拒ࡴ人ࠊᑐ象者あࡽࡀ࡞ࡾ茶ヰ会ࡸ食会࡞出席

ࠋࡍ࡛ࡇい࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡿ見Ᏺࢆ高齢者ࡢ全࡚࡚ࡋ会⏫ࠋࡍ現状࡛ࡀࡢࡿ多数いࡀい人࡞ࡋ

活動資金並ࡳ㞟会所ࡀあࡤࢀ前㐍ࡿࡍ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地㐨信頼関ಀࢆ持࡚ࡗいࡃ必要ࡀあࡿ思いࡶ࡛ࠋࡍࡲ実㝿࡚ࡗࡸいࡃ中࡛ࡶ࡚ࠊ㞴

いࡶ言う人ࢆᚋ࡛陰ཱྀࠊࡶ࡚ࡗ思いいࠊࡋい࡞ࡽศ࡞࡞ࡣ本音ࠋࡍࡲい࡚ࡌ感ࢆࡉࡋ

ࡢᑐࡃ࡛全ࠊࡶ࡚ࡋཱྀࢆ言葉ࡢ感謝いういࡋ嬉ࠊࡋいい㢦ࠊࡣ時㸦場㸧ࡢࡑࠋࡍࡲ

ࢆ言う人ࡶいࠋࡍࡲ何ࡀ必要ࠊ本当ࡣ私ࡢ方ࡀ知ࡓࡾい࡛ࠋࡍ又ࠊ地域人ࡵࡓࡢ役立

思い多いࡀい人࡞考え࡚ࡋࡢ自ศࠋࡍࡲ考えࡶ必要ࡀࡿいࡀ人ࡿい࡚ࡗ思いࡓࡕ

 㸧ࢇࡏࡲࢀࡋࡶ勉強ࡣ࡚ࡗ自ศ࡚ࡍ㸦ࠋࡍࡲ

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 当団地ࡶ入居者ࡢ出入ࡀࡾ以前ࡶࡾࡼ多ࠊࡃ新ࡃࡋ入居ࡓࡁ࡚ࢀࡉ方ࡢ中ࡣᑐ面ࡶ࡚ࡋ

挨拶࡞ࡋࡶい方ࡀ多࡚ࡁ࡚ࡗ࡞ࡃいࡿ感ࠋࡍࡲࡌ最近ࡢ᰾家族ࡢ影響࡛ࠊ人間関ಀࡀ希薄

࡛ࡢࡿい࡚ࡁ࡚ࡗ変わࡀ価値観ࡸࡇࡿ無関心࡛いࡋᑐ柄࡞色々ࡀࢀࡒࢀࡑ人ࠊ又ࠊࡾ࡞

ࡋ少ࢆ状態࡞うࡼࡢࡇࡎࡲࠋࡍࡲ考えࡣ࡛ࡢࡿい࡚ࡋ影響ࡀ原因࡞様々ࡢࡽࢀࡇࠊい࡞ࡣ

 ࠋࡍࡲࢀࡽ考えࡔ必要ࡀࡃ変え࡚いࡘࡎ

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㞟会場ࡋࡀい㸦建物ෆ㸧ࠋ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 言うࡣ᫆ࠊࡋ行う࡛ࡋࡃࡣあࠋࡿ自ศࡢ生活࡛手一杯いう人ࡀ多い思うࠋ確実⏫

会㞳ࡀࢀ㐍行࡚ࡋいࡿ気ࠋࡿࡍࡀ隣ࡣ何ࡿࡍࢆ人ࡢࡇࡇࠊ࡛ࡒ部ศࡣ都会ࠋ近所࡙ࡁあいࡶ

希薄࡚ࡋい࣐ࠋࡿンࢩョンࡢࢺ࣮ࣃࠊ⏫会活動ࡢ率ࡁࡣわ࡚ࡵపいࠋ 

㸦―Ⅼ㸧 
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࣭ 中ᖺ層ࡢ所属意識ࢆ復活࣐ࠋࡿࡏࡉンࢩョン等ࡢఫ民ࡢ何ࠋ࣭࣭࣭ࢆ具体的ࠊࡣ地

域ࡢ者ࡣ࡛ࡅࡔ効果ࡀ生࡞ࡌいࠋ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 自治体ࡢ働ࠋࡅࡁ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢࡕࡓ⏫会ࡢ参⏬ࠋ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 隣近所ࡢ声掛ࡅ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 経῭援ຓࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

᥎㐍活動ࠕࡕ気持ࡿࡍうࡼࡋ協力ࠋ理解ࡢい࠾ ࣭  㸽ࡿいࡀ者ࡿࡍᑐࡅࡔ少数ࡎ必ࠋࠖ

健康ࡀ第一思いࠊいࢁい࡞ࢁ㐠動ࢆ᥎㐍ࡓࡋいࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ఫ民ࡢ協力ࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㸳㸮代ࠊ㸴㸮代ࡢ人ࡢࡕࡓ積極的࡞参加活動ࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫ෆ施設࡞ࡀいࠋࡇ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㸯㸬回覧板頼࡞ࡽい࡛声掛ࢆࡅ必ࠋࡿࡍࡎ 

  㸰㸬ࡶ࡛ࢇ࡞ヰྜࡋえࡿ近所࡙ࡁあいࠋ 

 㸱㸬会館࡞ࡀい࡛ࡢ㞟ྜ࡛ࡿࡁ場所ࠋ 

 㸲㸬ຓྜࡅいࡢ心ࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 見回ࡢ࡚ࡗ声掛ࠋࡅⱝい転入者ࡢ協力ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢࡕࡓ参加ࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

 ࠋࡍࡲࡋうດ力ࡼࡍࡲࡾඖ気࡛あࡀ自ศࡎࡲ ࣭

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㸯㸬一人ࡢ力ࡣ弱いࠊࡋࡋࠋ多数力ྜࢆわࡤࢀࡏ強ࠋࡿ࡞ࡃ 

  㸰㸬夢向࡚ࡗ生ࡿࡁ㸦㸯㸮㸮ṓ࡛ࡲ生ࡿࡁ目的㸧ࠋ 

  㸱㸬ࡓえ歩ࡣࡳ遅ࠊࡶ࡚ࡃ堅実㐍ࡴう力ࢆ一杯ࡓࡋࡃࡘいࠋ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会役員ࠊ民生委員ࠊ在宅福祉委員ࠊ包括ࢭン࣮ࢱ等ࡀ一ࡢ࡚ࡗ࡞ࡘヰྜいࠊ行動࡚ࡋ

いࡃ必要ࠋ㸯㸮㸮Ⅼ少ࡶ࡛ࡋ近࡙ࡿࡅ思いࠋࡍࡲ 
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㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ヰࡍ相手ࡃ࡞ࡶ精⚄的落ࡕ込ࠊࡳ病院通い࡚ࡗ࡞いࢆࡓࡿ多々見ཷࠋࡍࡲࢀࡽࡅ気

軽ࡾࡷࡋ࠾等ࡿࡁ࡛ࡢ場所ࢆ設ࠊࡾࡼࡇࡿࡅ引ࡾࡶࡇࡁ等ࡢ解消ࡣࡽࡉ་療費ࡢ軽

減࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡀ࡞ࡘい思いࠋࡍࡲ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 行ᨻࡢ支援ࠋ 

㸦㸯㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会࡛見Ᏺࡾ会ࡾࡃࡘࢆ一人暮ࡢࡋࡽ方ࡢࡾ࡞ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ⏫会連携ࡋ交流ࡿࡣࢆ

ࡣ社会࡛ࡢࡇࠊい࡞ࡔࡓ考え࡚いࡋう少ࡶࢆ方ࡾあࡢ福祉ࠋࡍࡲࡋ願い࠾ࢆう行ᨻ指ᑟࡼ

残念࡛ࣛ࣎ࠋࡍンࢸ精⚄ࢆ考えࡀࡁࡿ必要ࡔ思うࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 活動ࡢࡵࡓࡿࡍ人ᮦࡋࡗࡶࡀいࠋ活動ࡢࡵࡓࡿࡍ経費ࡋࡗࡶࡀいࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ண算࡞ࡀいࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 茶ヰ会等ࢆ増ࡣࡵࡓࡢࡑࠋࡍࡸ㸦ᕷࡣண算ࢆ増ࡍࡸ㸧ࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 協力者ࡀ増えࡿ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支えࡿ側ࡢ人数確保ࠋ行参加希望者制限࡞ࡋい㸦例えࠊࡤ世帯ఫ宅ࡢ場ྜ࡛あࡗ

場ࠋண算ࠋ確保ຓࡢ足ࡢ࡛ࡲ場ࡢ行ࠋ࡞い人ࡋ寂࡚ࢀࡎࡃࡣ親子関ಀ環境的ࠊࡶ࡚

所ࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 敬老会ࡸࣝࢡ࣮ࢧࠊࡾ࡞ࡃ࡞ࡀ気軽ࡿࡍࡾࡷࡋ࠾時間ࡀ少ࡓࡗ࡞ࡃ࡞様࡛ࢇ࡞ࠋࡍ

 ࠋࡍࡲい࡚ࡗ思良いࡿࡁ再開࡛

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 近隣ఫ民࣑ࣗࢥࡢニࢩ࣮ࢣョンࠋ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡣ昭和㸱㸵ᖺⓎ足ࠋ会員ࡶⱝいࠊ࡛ࡢẖᖺ赤川水源地ࠊ࡛ࢫࣂ㐠動会ࠊ夏休ࡳ子

警察ࠋࡓࡋࡲ࡚ࡋ死亡࡚ࢀ玄関࡛倒ࡽࡓࡗ行時迎えࡿあࠊ会館࡛敬老会⏫ࠊ体操等ࡕࡓࡶ

件ࠋ㸱ᖺࡶ⥆いࠊ࡛ࡢࡓ役員会議ࢆ開ࠊࡁ⏫会ࡢ規約ࢆ変え࡚ࠊ行中Ṇࠋࡓࡋࡲࡋ現在

࠾࡚ࡅ水等ᒆࠊンࣃ災害用ࡣᑐ象外ࠋࡍࡲ࡚ࡅい品ᒆ⚃࠾ᑐ象者ࡣ日ࡢ敬老ࠋࡍࡲࡾ至

 ࠋ࡛ࡲ現在ࡾࡼ会費㸯㸮㸮㸦᭶㸧Ⓨ足⏫ࠋࡍࡲࡾ

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 交流ࡿࡍ場所ࡀ必要࡛あࠋࡿ趣味ࢆ通࡚ࡋ交流ࢆ深ࠋࡿࡵ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ ⏫ෆ࡛ࡢ声掛ࡅ交流ࠋⱝい世代⏫会地域ࡢわࢆࡾ᥎㐍ࠋ支えྜう各人ࡢ意識ࡢ変革ࠋ
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⏫会ࠊ個人ࡀ金銭的㈇担࡞ࡢいྲྀࡾ組ࡳ支援ࢆᕷ࠾ࡶ願いࡓࡋいࠋ㞟会所࡞ࡢい⏫会ࠊࡵࡓࡢ

冬ࡢ活動ࡀ㞴ࡋいࠊ࡛ࡢ何ࢹࠊ等ࠊࡢ⏫会ࡢ行࡚ࡗいࡿ活動ࢆ聞い࡚ࡓࡳいࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫ෆࡢఫ民ࡀ気軽㞟ࡿࢀࡲ場所ࡀ必要ࠋ場所ࡀあࠊࡤࢀ⏫会活動ࡢ計⏬ࡶいࢁいࢁ企⏬

うࡼࡿࡁ生活࡛ࡁいࡁいࠊいࡽࡶ࡚ࡋ参加ࡃࡋ楽ࠊࡋᑐ高齢者ࡢࡋࡽ一人暮特ࠋࡿࡁ࡛

手ຓࡓࡋࡅいࠋ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人㸦㸴㸮代㸧ࡢ方々ࡀ団地会ࣛ࣎ࡢンࢸ参加望ࠋࡴ高齢者ࡀ気軽交流࡛ࡿࡁ

通いࡢ場ࡀあࡤࢀ良いࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 会館施設ࡀ必要࡛あࠊࡾᑠ࡞ࡉ会ྜࡀᬑ段࡛ࡎࡲࡀࡇࡿࡁ第一段階思うࠋ当会役員ࡣ

非常ࣛ࣎ンࢸ意欲ࡀあࡀࡿ自由会ྜ࡛ࠊࡎࡁ準備作業࡞ࡀいࠊࡵࡓⱞ労࡚ࡋいࠋࡿ

高齢者ࡢ㞟ࡿࡲ機会ࢆ増ࡍࡸ場ࡋࡀいࠋ現在ࡅࡔࡿࡁ࡛ࡣ公共施設ࢆ利用࡚ࡋいࠋࡿ活動

ດ力࡚ࡋい࡛ࢁࡇࡿあࠋࡿ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 一人ࡢ役員ࡢ⊂歩ࠊࡾࡼ役員一ྠࡀ意気投ྜࡓࡋ一歩ࡢ前㐍ࢆ願うࠋࡍ࡛ࡢࡶࡣ求ࡵ

い㸽࡞ࡣⅬ数࡛ࠋࡍࡲࡁ期待࡛ࡀ結果࡚ࡅ開ࡣ㐨ࠊࡤࢀ気࡛࣭᰿気࡛࣭ඖ気࡛ࠖあࡿࡸࠕ࡚

思いࠋࡍࡲ丸藤ࢇࡉ頑張ࡻࡋࡲࡾう！ࣜ࣋ࢩࡄࡍ颪ࡢ風ࡀඖ気ࡿ࡞Ꮨ節ࡈࠋࡍࡲࡾ࡞自

愛ࡃࡋࢁࡼࠊࡢ！ 

㸦㸯㸮Ⅼ㸧 

࣭ 私ࡀࢀࡑࡶ知ࡓࡾいࡍࡲࠋ⏫会役員ࡢ足ࡀ必要思うࡓࡾࡸࠋいࡀࡇあࡶ࡚ࡗ動࡞ࡅ

いࡀࡢ現状ࠋ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㐨路ᣑ幅工ࠊࡵࡓࡢ⏫ෆࢆ去ࠊࡾ急⏫会ࢆ手伝うࡇ私ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞ࡣ⏫会ࡢ

࡞少ࡶ人ࡿࢀࡃ࡚ࡋ参加ࠊ又ࠋࡓࡋࡲࡁ驚ࡉ࡞少ࡢ手伝う人数ࢆ会⏫ࠊࡾ࡞ࡇ手伝うࢆ

思必要ࡀࡇࡍࡸ増ࢆ役員ࡢෆ⏫ࠋࡍࡲい࡚ࢀࡽ限ࡣࡇࡿࡁ人数࡛活動࡛ࡢ㸵～㸶ྡࠊࡃ

いࠋࡍࡲ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 特⏫ෆࡢ高齢者ࡢࡵࡓࡢ支援活動ࡣあࠊࡀࢇࡏࡲࡾ半ᖺࡈ⏫会費ࢆ㞟ࡿࡵ班長ࢇࡉ

あࡀいう役割ࡃࡔࡓい࡚ࡋࢆࡢࡑࠊ࡛ࡢࡿい࡚ࡋ願い࠾家庭ࡢ除い࡚全࡚ࢆ例外ࠊࢆ

ࡵࡓࡿࡍ㸯㸮㸮Ⅼࠋࡍ㸱㸮Ⅼ࡛ࡢࡑࠊ࡛ࡢ思うࡿࡓあ活動ࡍࡽ暮ࡁ生ࡁ生ࡀࢀࡑࠊࡾ

ࠊࡇい࡞ࡉࡽ減ࢆ機会ࡿ出外ࠊࡅ設ࢆ場ࡿࡁ交流࡛࡚ࡗࡲ㞟気軽ࡀ高齢者ྠ士ࠊࡣ

地域ࣛ࣎ࡢンࡢࢸ場ࢆ作ࠊࡾ多世代࡛交流ࠊࡾࡓࡋ人ࡢ役立ࡘいう生ࡀࡁいࡀ࡞ࡘ

定ࠊ࡛ࡢࡓࡁ࡛ࡀࢡ࣮ࣃ࣮ࣝ࣎ࢺッࣇࠊࡣ前ࡢ目ࡢ当⏫会ࠋࡍࡲ思いࡔࡇࡿࡍࢆ活動ࡿ

期的外周ࢆウ࣮࢛࢟ンࡿࡍࢢ会ࠊࡸ福祉࣑ࣗࢥニࠊࡽࡓࡁ࡛ࡀࢸ高齢者施設࡛ࣛ࣎ࡢンࢸ

ࡋ㞴ࡀ確保ࡢ人ࡿࢀࡃ࡚ࡋ手伝い࠾࡚ࡋ参加会⏫ࠊࡀࡍࡲࡾあࡣࢁࡇ思う࡞ࡿࡍࢆ

いࡀࢁࡇ一番ࡢ問㢟࡛ࠋࡍ 
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㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

 ࠋョンࢩ࣮ࢣニ࣑ࣗࢥ ࣭

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 場所ࠋ日常的࣑ࣗࢥニࢩ࣮ࢣョン࡚ࢀࡀいࠋࡇࡿ高齢者ࡀ多い࡛ࡢ雪ࡢࡑ࡞ࡁ

ࡢ活動ࡶ体力気力ࡢあࡿ人ࡀ必要ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㐠営携わࡿࢀ人ࡀいࠋࡇࡿ㐠営必要࠾࡞金場所ࡀあࠋࡇࡿ 

㸦㸰㸮Ⅼ㸧 

࣭ 日ྜྷ福祉࣑ࣗࢥニࢸ構想ࡀあࠊࡾ早期ᩚ備ࢆ望ࠊࡀࡴ当自治会ࡣ公共施設㸦ᒇෆ㸧ࡀ

隣接ࡢ公園ࡢࡇࠋࡿい࡚ࡗ࡞場ࡢࢸニ࣑ࣗࢥࡀࡳࡢᑠ公園ࡿࡍ管理ࡀ自治会ࠊ唯一ࠊࡃ࡞

地ࠊࡀࠊ開Ⓨࡼࢀࡉう࡚ࡋいࠊࡀࡿ隣接地ࡢ一部ࢆ老人菜園㸦ᒇ外活動交流ᣐⅬ㸧ࡢ場

 ࠋい࡞ࡁ無償㈚࡛自治会ࠊ࡚ࡋ

※当自治会ࠊࡣ世帯数ࡀ最ᑠ࡚ࡋ高齢ࡀ著ࡃࡋᒇෆ施設㸦会館㸧ࡢ建設ࡣ到底無理࡞

 ࠋࡿい࡚ࡋᢎ知ࡣࡇ

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡸࣝࢱࢫࣇࣛࡢ人間関ಀࡘい࡚ࡢ希望ࡣ多様࡛あࠊࡾ地域社会ࡸ近隣ࡢ関

わࡾ方ࡢ希望ࡶ個人࡚ࡗࡼ差異ࡀあࡿ思うࠋ高齢者ࢆᑐ象者ࡓࡋ施策ࡢ企⏬࣭実施

当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ個人ࡢニ࣮ࡢࢬ㐪いࢆ考慮ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ 

高齢者地域社会近隣ࡾࡀ࡞ࡘࡢ㸦日常ࡢ付ྜࡁいࠊ行参加ࠊ緊急時ࡢᑐ応ࠊ生活支

援࡞㸧ࢆ密ࡅࡧࡼࠊࡋ状況把握心掛࡚ࡅいࡓࡁいࠋ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 自治会ࡢ状況ࢆ考えࠊࡤࢀ㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼ࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡿࡍい考えࠋࡍࡲ現在行࡚ࡗい

雪ࠊᏳ否確認ࡿࡍᑐ高齢者家庭ࠋࡿࡍ密ࡽࡉࢆ情報提供ࡿࡍ関護ண防等ࡸ健康ࠊࡿ

い࡚ࢀࡉ⏬計場所ࡿࡍ隣接所在地ࡢ当自治会ࠋ行うࢆ協力࡞積極的以ୖ࡛ࡲࢆ等ࡁ

施ࠊࢫビ࣮ࢧࡿࡁ利用࡛ࡀ高齢者ࡢ自治会ࠊ時ࡓࢀࡉ備ᩚࡀ࢚ࠖࣜࢸニ࣑ࣗࢥ福祉ࠕࡿ

設等ࡢ情報ࢆいࡕ早ࡃ提供ࠋࡿࡍ 

㸦―Ⅼ㸧 

 ࠋ関心ࡢࡾわࡲ ࣭

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡢ自覚㸦自ຓ㸧ࠋ生活環境ࢆ大ࣛ࣎ンࢸ精⚄ࢆ持ࠋࡘ㸳㸮～㸴㸮代ࡢ方ࡀ活

動ࡿࡍ自覚ࠋ具体的ձղ親族ճ人մ地域ࢆ大ษ思いࠊ協力ࠊࡋ余力ࢆ地域使うࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支援者ࢇࡉࡃࡓࢆ増ࠊ࡚ࡋࡸ老老護ࠋࡍ࡛ࡇࡍࡃ࡞ࢆ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

 ࠋⓎ掘ࡢワ࣮ࣃン࣐ ࣭

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

ཷࢆ実績㸧ࡢい࡚実施࠾研修㸦函館視覚㞀害者ᅗ書館࡞必要ࠊࡣ࡞㸬 代読࣭代筆 ࣭
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 ࠋࡿࡍᑐ応積極的ࢬニ࣮ࡢ高齢者等ࠊ࡚ࡋ࡞ࡿࡅ

 ࣟ㸬 当⏫会ࡣ⊂自ࡢ⏫会会館ࢆ所᭷࡚ࡋい࡞いࠊࡵࡓ多岐多様࡞活動ࢆ行うࡀࡇ可能

生ࡀ㸦災害ࠋࡍࡲࢀ思わࡿࡁ実施࡛ࡀ諸活動࡞活Ⓨࡽࡉࠊࡿあࡀ施設ࡓࡗᩚࡢ環境設備࡞

 設備㸧ࡓࡋ実ࡿࡡ兼ࡶ目的ࡍࡓ果ࢆ役割ࡢ避㞴所ࡿࡍᑐ応態࡞うࡑࡌ

 ࠋࡘ持ࢆ役割ࡢ存在ࡢ࡚ࡋࢸニ࣑ࣗࢥࡢ࡞学生地域高齢者ࡀ㸬 ⏫会ࣁ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 人ᮦࠋࡅࡗࡁࠋ場ࠋ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい方ࡢ協力ࡀ必要ࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ㸧ࡿい࡚ࢀࡃ࡚ࡋ参加多方面ࡀ方ࡌ㸦ྠࡾ関わࡿࡼ人࡞色々ࡗࡶ ࣭

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支援ࡢ担い手ࡀ高齢ࡾ࡞担い手足ࡀ大問㢟࡛ࡀࢀࡇࠋࡍ解決ࡤࢀࡍࡗࡶࡾࡼ高齢

者ࡵࡓࡢ動ࡿࡅ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸯㸮㸮Ⅼ㸧 

 ࠋࡍࡲ思いࡇࡿࡍࡃ仲良ࠊ࡚ࡗࡶ笑㢦࡛ࠊࡶ࡛ࡓ࡞ ࣭

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ参加ࡀ必要ࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡢ加入ࢆ᥎㐍ࠋ⏫会員皆様ࡀい思いࠊࡾࡸຓྜࡅう気持ࢆࡕ持ࠋࡘ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者皆ࡶࠊࡶう少ࡋ積極的㸦自Ⓨ的㸧仲間入࡚ࡗ欲ࡋいࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 行活動参加࡚ࡋいࡣࡢࡿ一部ࡢ高齢者࡛あࡗࡶࡀࢀࡇࠊࡾ多ࡢࡃ人ࡀ参加ࡇࡿࡍ

多ࡣ課㢟࡞うࡿࢀࡃࡘࢆ体制ࡿࡍ支援ࢆࢀࡑࠊࡤࢀࡍࢆ何ࠊࡋࡔࡓࠋいࡋࡲ望ࡀ

いࠋ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡶ高齢者ࡀ多いⅭࠊ活動協力࡛ࡿࡁ人ࡀ少࡞いࠋⱝい人࡞࡞ࡀ⏫会ࡢ手伝い

 ࠋࡣ࡛ࡢい࡞少ࡀ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 声ࡅࡀ㐠動等ࢆ行࡚ࡗいࠊࡀࡍࡲ高齢者ࡢ一人暮ࡢࡋࡽ方ࡗࡶࠊࡀ積極的ࡢࡇ様࡞会

ࠊࡃ࡞少ࡶࡇࡿࡏわྜࢆ㢦人ࡢ隣近所ࠊࡣ࡛࡞ᕷ営ఫ宅特ࠋࡍࡲ思いいࡋ欲࡚ࡗ入

ᑜ࡚ࡡいࡶࢻࡶ࡚ࡗ開ࡽࡶ࡚ࡅえ࡞い方ࡶいࠋࡍࡲ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 現在࡛ࡣ高齢者ࡀ高齢者ࢆ見࡚いࡼࡿう࡛ࡗࡶࠋࡍⱝい人ࡀ参加ࡽࡓࢀࡃ࡚ࡋ思࡚ࡗ

 ࠋࡍࡲ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 
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࣭ ᖺ齢ࡢ方々ࡣ自ศࡢ本心ࢆ余ࡾ出࡞ࡀࡇࡍいࡢࠊ࡛ࡢ辺࡛ࡲ困࡚ࡗいࡽࡕࡇࡢࡿ

 ࠋい࡞ࡽศࡶ࡚ࡋ

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 少子高齢࡛あࡾࡲ外出࡞ࡋい老人ࡀ多ࠊࡃ茶ヰ会等࡛気軽交流ࡿࡍ様ࡾྲྀ࡞組ࡍࢆࡳ

 ࠋࡿ

 

＜東央部第㸰㸼 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者࣋ࡀンࢺ参加出来ࡿ環境ࢆ作ࡣࡵࡓࡢࡑࠋࡿうࡼࡽࡓࡋいࡢ㸽高齢者ࡀ

何ࢆ望࡛ࢇいࢆࡢࡿ考え࡚࣋ࠊンࢆࢺ実施ࠋࡿࡍ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者茶ヰ会ࡀ࡞少࡞いࠋ 

࣭ 高齢者ᑠ人ࡢヰࡀ少࡞いࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝ者ࡢ⏫会活動ࡢ参加ࠊ⏫会ࡢ未加入ࠊ⏫会行ࡢ無関心ࠊࡉ⏫会役員ࢆ引ࡅཷࡁ

 ࠋい࡞少ࡀ人ࡿ

࣭ 認知ࠊ精⚄ࡢ人ࡀ増加࡚ࡋいࡿ体力ࡵࡓࡢ外出࡞ࡋい老人ࡀいࠋࡇࡿ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会行ࡢ積極的࡞参加ࡿࡍࢆࠋ㸦⏫会未加入ࡀ多数ࡵࡓࡢ㸧 

࣭ 役員ࡢ資質ࡢ問㢟ࠋ 

࣭ 一般ఫ居団地入居者ࡢ仲あࡿ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会役員ࡢ協力ࡀ少࡞いࠋ㸦ྂࡢࡽࡃ企⏬࣭行࡛新ࡾྲྀ࡞ࡓ組ࡳᑐ意見ࡀ多い㸧 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい役員ࣛ࣎ࡸンࡀࢸ必要࡛ࠋࡍ高齢者ࢆ見࡚いࡿ人ࡀࡕࡓ高齢者࡛ࠋࡍ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 個人情報等ࡢ問㢟ࡶ᭷ࠋࡍࡲࡾ又ࠊ人ࡢ団入ࢆ拒ࡴ人ࡀ多࡚ࡗ࡞ࡃいࡿ現状࡛㞴ࡋい

思いࡣࡎࡲࠋࡍࡲ近所ࠊ近隣ࡢ人ࡢ交流ࡽ始ࠋࡍࡲࡾࡲ声掛ࡽࡅ始ࡓࡵい思いࠋࡍࡲ 

㸦㸴㸳Ⅼ㸧 

࣭ 気軽㞟会࡛ࡿࡁ場ࡀ少࡞いࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

 ࠋࡍ必要࡛ࡀ協力ࡢ࡞ࢇࡳ ࣭

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 皆ࡢࢇࡉ協力ࡀ必要ࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

 う心㸧ྜࡅ㸦ຓࠋࡍࡲ思いࡔ必要ࡀ協力ࡢ࡞ࢇࡳ ࣭

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 
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࣭ ⏫会࡛ࡣ何ࡶ活動࡚ࡋࡣいࠊࡀࢇࡏࡲ私㐩㸦㸳人㸧ࡣ㸦在宅福祉委員㸧社会福祉協議会

࡚ࡋࢆ確認ࡢᏳ否ࡾわࡲࢆ家庭ࡢࡋࡽ一人暮ࠊ㸱回ࠊ㸰日࡛ࡢࡍࡲい࡚ࡋࢆ在宅福祉委員ࡢ

いࠋࡍࡲ以前ࡣᖺ㸱回㞟࡚ࡗࡲ会食࡚ࡋࢆいࡀࡓࡋࡲ委員又ࡣ参加者ࡶ高齢者ࡾ࡞㞟ࡿࡲ

必要ࡀ移ఫࡢⱝい人࡛ࡢࡓࡋࡲࡋ増加ࡀ高齢者ࠋࡿ配ࢆ㸱回弁当ᖺࡣ現在࡛ࡢࡍ大変࡛ࡀࡢ

 ࠋࡍࡲ思いࡔ

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人⏫ࡢࡇࡀఫ࡛ࢇ来ࡀࡇࡿࢀ必要ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡀ増え࡞い㞴ࡋいࠋ役員ࡢ方ࡗࡶࡀ積極的活動࡚ࡋいࡀࡇࡃ必要ࡔ思い

 ࠋࡍࡲ

㸦㸫Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ移ఫࡀ必要ࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 在宅福祉委員࡚ࡋ高齢者宅ࡢ訪問ࢆ᭶㸱回行࡚ࡗいࠋࡿ 

࣭ ᚋࡢࡣわ࡞ࡽいࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 在宅福祉委員࡚ࡋ一人暮ࡢࡋࡽ家庭訪問ࢆ᭶㸱回࡚ࡗࡸいࠋࡍࡲ 

࣭ ᚋࡢࡣ良ࡃわ࡞ࡽいࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ 高齢者自身ࡢ意識改革㸦自ࡽ積極的外出࡚ࠊ交流ࡢ場ࢆ求ࡿࡵ意欲…特男性必要㸧ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 福祉ᑐࣛ࣎ࡢ࡚ࡋンࢸ養ᡂ講ᗙࠋ 

࣭ 健康࡙ࠋࡾࡃ 

࣭ 地域࡙ࠊࡋࢆࡾࡃ暮࡚ࡋࡽいࡿࡅᏳ心࣭人ࢆ育࡚ࠋࡿ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 一人ࡢࡾࡦ思いࠋࡾࡸ 

࣭ 支援ࡿࡍ側ࡶ高齢ࠋ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者自身ࡢ行参加意欲ࡢ向ୖࢆ計ࡿ前ࠊ声掛ࡢࡅ強ࠋ 

㸦㸶㸳Ⅼ㸧 

࣭ 気軽ࡿࡁ࡛活動ࢆ企⏬࡚ࡋ参加ࢆ求ࠋࡿࡵ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 女性ࡢ役員࣭協力員ࡀ⏫会役員ࡢ㸳割ࡣ必要ࠋ男性ࡢ役員࡛ࠊࡣ身構えࡲࡋ࡚ࢀࡽうࠋ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ力ࡶ࡛ࠋⱝい人࠾ࡶ金࡞ࡀいࠋ時間あࣛ࣎ࡶ࡚ࡗンࡣࢸ無理ࠋЍ᭷償ࣛ࣎ン

 ࠋいࡋ㞴ࡣࡾわࠊ࡛ࡢࡿいࡶい人࡞ࡃࡓ会い人ࠋ࡞ࡿࡍ㈇担ࡀ行ᨻ࡞ᕷࢆࢸ

㸦㸲㸳Ⅼ㸧 
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࣭ 積極的参加ࡿࡍ方ࡀ少࡞いࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 自主的参加ࡿࢀࡃ࡚ࡋ良いࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝ者ࡢ協力ཬࡧ近所ࡢ協力体制ࠋ 

㸦㸰㸮Ⅼ㸧 

࣭ 敬老会ࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔᖺ㸰࣭㸱回࡛ࢣ࢜ࣛ࢝ࡶ大会ࡤࢀࡁ࡛࡞いい思いࠋࡍࡲ大ࢸ࡞ࡁ

ࣞビ࡛᫇ࡢ映⏬࠾ࡾࡓࡳ࡞茶会ࡶ࡞う少ࡤࢀࡁ࡛ࡋいい思いࠋࡍࡲ 

 ࣭ 軽い㐠動ࡿࡁ࡛࡞施設ࠊ新ࡋい会館ࡀ欲ࡋい࡛ࠋࡍ特男性࡞࡞ࡣ参加࡞ࡋいࠊ࡛ࡢ

 ࠋࡍい࡛ࡓࡳ開い࡚ࢆ映⏬会ࡢビ࡛時代劇ࣞࢸ࡞ࡁ大ࡣࡎࡲ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 色々行参加ࡋ気軽交流࡛ࡿࡁ㐠営ࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

 ࠋࢇࡏࡲࡾุࡣ私ࠊ㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࡤࢀࡸ࡛ࡲࡇ ࣭

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 指ᑟ者ࡀい࡞いࠋ 

㸦㸰㸮Ⅼ㸧 

࣭ 当⏫会ࡶ少子高齢ࡀ㢧著࡛あࠋࡿ高齢者ࡣ体力ࡢ衰え࡛歩行ࡀ困㞴ࠊࡾ࠾࡚ࡁ࡚ࡗ࡞

ࡲࠊࡃ࡞ࡀ感心ࡾࡲあ活動ࡢ高齢ࡣⱝᖺ者ࠊ㸦車等㸧一方ࠋい࡞い࡚ࡗ持ࡶ移動手段࡚ࡋࡑ

 ࠋい࡞ࡶ協力ࡓ

࣭ ᚋࡢ課㢟 ձ企⏬立案ࠊ指ᑟࡿࡍ適任者ࡀい࡞い ղ活動ࡢࡵࡓࡿࡍ資金ࡀ乏ࠊࡃࡋ函

館ᕷࡢຓᡂࡀ必要࡛あࠋࡿ ճ㔝外活動ࡢ場ྜ適当࡞場所ࡢ確保ࡀ困㞴࡛あࠋࡿ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ᮦࡀ必要ࡀࡔい࡞いࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡢ積極的関 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ 誘ࡶ࡚ࡗ各種ࡢ会参加࡞ࡋいࠋ㸦家閉ࡾࡶࡇࡌ㸧 

࣭ 役員ࠊ活動者ࡢ高齢ࠊᚋ⥅者ࡢ育ᡂ足ࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 健康࡞高齢者ࡣ積極性ࡀあࠊࡀࡿ一方࡛ࡣ病気ࡿ࡞精⚄的参ࡲࡋ࡚ࡗいࠊ会ྜ等

ࢆ活動ࡢ㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࡣ現在相手ࢆ高齢者࡞ඖ気ࠋ思うい࡞方࡛ࡢࡿ࡞ࡃ࡞ࡋ参加ࡶ

行࡚ࡗいࡿ思うࠋ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ活動家ࢆ育ᡂࡀࡇࡿࡍ必要ࠋ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ ࡢ活動࡚ࡋ⥆⥅ࢆいࠋࡇࡃ 
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㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 多世代交流࡛ࡼࡿࡁう࡞活動ࢆ㐍ࠊࡵ高齢者ࡢ支援ࡢ担い手ࢆ育࡚࡚いࡀࡇࡃ必要

 ࠋ思う

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支えࡿ側ࡢ実質的࡞活動可能࣓࡞ンࡢ࣮ࣂ確保ࡀ必要࡛ࠋࡍ常頭数ࠋ…ࡣ࡛ࡅࡔ 

࣭ 支援ࡿࢀࡉ側ࡢ要望ࡢࡀ様࡞ࡢ࡞把握ࠊࡋ押࡞ࡽ࡞ࡅࡘࡋいࡼう配慮ࠊࡋ支援ࡍ

 ࠋࡿ

࣭ 経験豊富࡞高齢者ࡢ活躍ࢆ大い生ࡋ交流ࡿࡍࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 笑㢦࡛接ࡿࡍࢆ感謝ࡿ࡚ࢀࡉࢆ日々実感ࡣࢀࡑࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ個人ࢺ࣮࣋ࣛࣉࡢ

 ࠋࡓࡋࡲࡌ感うࡼい࡞ࡲ込ࡾ入

㸦㸷㸳Ⅼ㸧 

࣭ 残ࡢࡾ㸳ⅬࡢⅭࠊࡣ是非ࡶᕷ民ࡶࡋࠊࡢⱝい方ࡢ力ࡀ必要可欠思いࠋࡍࡲⱝ

い方ࡢ色々࡞考え方ࡣ࡞ࢹࠊ回覧板ンࢺ࣮ࢣ用紙ࢆ一緒࡚ࡅࡘ回ࠊࡤࡏ少ࡋ

ࡶいࢁࡋࡶ࠾࡞い様࡞ࡘ思いࡣ高齢者࡛ࡣ中ࠋうࡻࡋい࡛࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡁ期待࡛ࡀ返答ࡣ

 ࠋࡍࡲ思いࡿ࡞いい機会ࠊࡿࡅい࡚ࡏࡉⓎ展ࠊࡤࢀあࡀࡢ

㸦㸵㸳Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ参加ࡀ必要ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ多い地域࡛ࡢ࡞支援ࡿࡍ方ࡗࡶࡀ増え積極的࡞活動ࡋ࡚ࡋࡶい思いࠋࡍࡲ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡢ支援ࣛ࣎ࡸンࡢࢸ方ࢆ増ࡍࡸࡀࡅࡧ必要ࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支援者ࡀ多ࡃいࡀࡇࡿ必要࡛ࠋࡍ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ 活動ᖺ数ࡀ多いࡣ࡛ࡅࡔ新ࡋいࢹ等ࡾࡡࢇࡲࠕࠊࡃ࡞ࡀ ࡚ࠖࡋい࡚地域ࡢ高齢者

高齢ࡎࡽ࠾ࡀ手ࡾ࡞ࡢ又役員ࠊࡾあࡀいⅬࡃࡋ把握ࡢࡿい࡚ࡋ希望ࢆ࡞ࢇ日㡭ࡀ方ࡢ

ࡶあࠊࡾ思いࡢࡾ࠾活動ࡀ㞴࡚ࡗ࡞ࡃࡋいࠋࡍࡲ日㡭包括支援ࢭン࡛ࡆ࠾ࡢࢇࡉ࣮ࢱ⏫

会ࡣあࡾࡲ期待࡚ࡋい࡞い等ࡢ意見ࡶ聞ࡇえࡿ中ࠊ私㐩ࡢ役割ࢆࡉࡋࡎࡴࡢ感࡚ࡌいࠋࡍࡲ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支えࡿ側ࡢ人数ࡗࡶࡀ増えࡿ良い思いࠋࡍࡲ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 会員ࡢ高齢ࡿࡼⱝ手多数ࡢ参加！！ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

 㸽満Ⅼࡀ࡛ࡲࡇ ࣭

࣭ 地域ࡢ中ࡣ高齢世帯ࡸ一人暮࡛ࡋࡽ何ࡢࡽ情࡚ࡗࡼᏳࢆ抱え࡚暮࡚ࡋࡽいࡿ

方ࡀ多数いࡿ思いࡇࠋࡍࡲうࡓࡋ高齢者ࡣ隣ࡸ近所相談ࡓࡋい思࡚ࡗい࡚ࡶ迷惑ࢆ掛ࡅ
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࡞関ಀ護ᗘࡢ高齢者ࠋࡍࡲ思いࡿいࡶい人࡞ࡏヰ࡛ࢇ思い自ศ࡛抱え込い࡞ࡽ࡞ࡣ࡚

࡛ࢇఫࡃ近ࠊ࡚ࡗあࡀ窓ཱྀ࡞うࡼࡿࢀࡽࡅཷࢆ相談ࡸࢫビ࣮ࢧ࡞適ṇࡶ自宅࡛ࡓࢀ慣ࡳఫࡃ

いࡿ者ࠊࡀ生活ࡢ変ࢆ察ࡋ連絡ࡓࡋ場ྜ࡛ࡶ直ࡕ護࣮ࢧビࢱࢫࢫッࡀࣇ駆ࡅࡘࡅᑐ応ࠊࡋ

親身࡚ࡗ࡞相談ࢆࡾࡺࡽࡓࢀࡃ࡚ࡋ持࡚ࡗᏳ心࡚ࡋ生活ࢆ㏦࡞ࡣ࡛ࡢࡿࢀい思いࠋࡍࡲ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ඖ気࡞高齢者ࡀ多いࡃࡼࠊ࡛ࡢわࠋࢇࡏࡲࡾ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 色々࡞方ࡀい࡚ࠊ⏫会࡛支援࡛ࡶࡢࡿࡁ限࡚ࢀࡽい࡛ࡢࡿ現状維持ࡗࡸࡀいうࢁࡇ

 ࠋࡍ࡛

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支えࡿ側ࡶ高齢ࡘࡘࡋあࡿ現状࡛ࡣⱝい人ࡢ力ࡀ増え࡚ࡿࢀࡃ良い思わࠊࡀࡍࡲࢀ

現状ⱝい人ࡣࡕࡓࡀあࡢࡑࠊࡾ中࡛ࡶ時間ࢆ見࡚力ࢆ㈚࡚ࡋୗࡿࡉ方ࡶい࡞࡞ࠊࡀࡍࡲ

 ࠋࡍ残念࡛ࡀࡢい࡞いࡀ人数࡞思う様

࣭ 何ࡀ必要いわࠕࡤࢀࢀ人ࠖࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸯㸮㸮Ⅼ㸧 

࣭ 現状以ୖ࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡢい࡛ࡢ㸯㸮㸮Ⅼࡔ思いࠋࡍࡲ 

࣭ 自ศࡢࡶ࡛ࡅࡔ人頼࡚ࡗࡸࡎࡽいࡇう思ࠊ࡚ࡗいࢁいࢁ気࡚ࡅࡘࢆいࠋࡍࡲࡁ 

࣭ ⱝい人ࡀ欲ࡋいࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者実態ࡢ把握 ⏫会ෆࡢ情報死角ࠊ空白ࢆ作࡞ࡽいⅭࠊ各班長ࠊ༊長ࡢ人脈ࢆ活

用ࡿࡍ㸦Ꮩ⊂ࡢ防Ṇ㸧ࠋ 

࣭ ⏫会員ࡢ地域ᑐࠕࡿࡍ愛着 㸦目標ࠋいࡓ育࡚ࢆ意志ࡘ持ࢆ強い絆ࠖࠕࠊࡕ持ࢆࠖࡾࡇࠕࠖ

 㸧…ࡀ思う高いࡣ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会役員欠員ࡢ補ࠋ 

 ࠋ㹎Ｒࡢ意義ࡢ活動ࢸンࣛ࣎ ࣭

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 資金ࠊ⏫会役員ࡢ足ཬࣛ࣎ࡧンࡢࢸ確保ࠋ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 活動自主的参加࡚ࡋいࡿ人ᑐࡣ࡚ࡋ㸯㸮㸮Ⅼࠋ 

࣭ 参加࡛࡞ࡁい㸦移動ࡀ困㞴ࠊ気持ࡀࡕෆ向的ࠊ活動消極的㸧人ࡣ࡚ࡗప得Ⅼ㸦㸱㸮

Ⅼ㸽㸧 

࣭ あࡶ࡛ࡲࡃ一人ࡢࡾࡦ実態ྜわࡾྲྀࡓࡏ組ࢆࡳ考えࡾࡼࠊࡿ弱者ࡢ活動ࡸ誘いࡢ

工夫ࡀ必要思うࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 生ࡁ生ࡁ暮ࡣࡍࡽ… 個人ࡢ向ྜࡁい方ࠊ病気ࠊ金銭ࠊ家族問㢟等ࢆえ知ࡃࡓࢀࡽ

ࢣンࡢࡇࠊࡀࡍࡲ思いࡣいࡋ㞴ࠋࡍࡲ思いࡶ多い様ࡀபう高齢者い࡞ࡃࡓࢀい聞࡞
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 ࠋࡍࡲ思いࡣ࡛ࡢ良いࡶ࡚ࡀ多世代交流ࡀࡍࡲࡾあࡶࢺ࣮

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

 ࠋࡤࢀࡅい࡚ࡗྜࡅຓࡀ近所ࡾ࡞ ࣭

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ家閉࡞ࡽࡶࡇࡌいࡼう活動࡛ࡿࡁ場所ࢆ定期的行えࡼࡿう࡞場所ࡢ提供ࠋ

 ࠋࡿ考えࢆࡢいࡼࡽࡓࡋうࢆ増加ࡢ参加人数ࠊࡓࡲ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者自身ࡢ意識改革積極性ࡀ必要࡛あࠋࡿ 

࣭ 支援側ࡶ高齢ࡀ㐍࡛ࢇい࡛ࡢࡿⱝい方ࡢ参加ࡀ必要ࠋ 

࣭ ⏫会ࡶ担い手ࡢⓎ掘ࢆ真摯ࡾྲྀ組ࠋࡁࡴ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 近所࡙ࡁあいࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 常日㡭࣑ࣗࢥࡽニࢩ࣮ࢣョンࢆᅗࡾ相理解信頼関ಀࢆ作ࡀࡇࡿ最ࡶ必要ࡇ࡞

 ࠋࡍࡲ思い

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者側ࡢࡽⓎ信ࡀ欲ࡋいࠋ在宅福祉委員会ࡢᑐ象者ࡶ⊂居ࡧࡼ࠾高齢者世帯ࡣ࡛ࡅࡔ

 㸽い࡞ࡣ࡛ࡢいࡼࡀ方ࡓࡋᑐ象ࡶい࡚࡚ࡋ居ྠ子供ࠊࡃ࡞

㸦㸵㸳Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会役員ࡀ高齢࡚ࡋいࡵࡓࡿ活動ࡀ限定ࡼࡿࢀࡉう࡞気ࠋࡍࡲࡋࡀ 

࣭ ⱝい⏫会役員ࡢ選出ࡀᚋࡢ課㢟࡛ࠋࡍ 

㸦㸰㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡽࢀࡇࠊ࡚ࡋ支援活動ࡾྲྀ組࡛ࢇいࡓࡁいࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域ࡢ高齢ྠࡣ時支えࡿ側ࡢ高齢いうࡋࡎࡴい現実ࡶ抱え࡚いࠊࡎࡲࠋࡍࡲ⏫

会役員ࡀ先頭立࡚ࡗ一人࡛ࡶ多ࡢࡃ支えࡿ側ࡢ人㐩ࢆ確保ࡀࡇࡿࡍ必要ࡔ思࡚ࡗいࠋࡍࡲ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 役員ࡶ高齢࡚ࡋいࡶࠊ࡛ࡢࡿう少ࡋⱝい人ࠊࡶ⏫会ࡢ活動参加࡚ࡗࡽࡶ࡚ࡋ役員

 ࠋࡍࡲ思い良いࡤࢀえࡽࡶ࡚ࡗ࡞

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 活動ࡸ支援ࡢࡵࡓࡿࡍ人員 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会館あࠋࢇࡏࡲࡾ⏫会館あࡽࡓࡗ㸦㸯㸮㸮Ⅼ㸧満Ⅼࡿ࡞思いࠋࡍࡲ 

㸦㸲㸳Ⅼ㸧 

࣭ 交流会ࠋ  

࣭ ⏫ෆ࡛ࡢ㞟ࢆࡾࡲ増ࠋࡍࡸ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 
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࣭ 高齢者ࡀ簡単参加࡛ࡿࡁ交流ࡢ場ࡀ近ࡃあࡿいい思うࠋ手⥆ࡢࡁい࡞ࡽい施設࡛

温泉࡞Ᏻ࡚ࡃ気ศ࡛参加࡛ࠋࡢࡶࡿࡁ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝ者高齢者ࡢ交流ࢀࡩあいࡢ場ࢆ増ࠋࡍࡸ又ࠊ支援活動参加ࠋࡿࡍ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 金銭的࡞問㢟ࠋ 

 ࠋ利用࣮ࣃࣝ࣊ ࣭

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 協力ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ண算ࡢ確保ࠋ 

࣭人員ࠊ協力者ࡢ確保 

㸦㸶㸳Ⅼ㸧 

࣭ 地域࡛ࡢ交流࡞！ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ ࡢ地域ࡢ活動ࢆ参考ࠊࡾࡓࡋ民生委員ࡢ方ࡽ情報ࢆ㞟ࠋࡿࡍࡾࡓࡵ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 意欲ࡢ問㢟࡛あࢆࢀࡇࠋࡿ喚起ࠊࡣࡢࡿࡍうࡤࢀࡍ良いࡢ㸽 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 活動資金ࡢ足ࠋ 

࣭ 個々人ࡢニ࣮ࡢࢬ多様࡞考え࡛㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࢆ現在ࡢ所見い࡞ࡏࡔいࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ᖺ々高齢ࡀ増加ࡽࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࡋᑐࡿࡍ⏫会費ࡢ半免ࡸ全免ࢆ行࡚ࡗいࡋࡀࡍࡲ

Ᏻ心Ᏻ全ࡶᚋࡽࡀ࡞ヰあい在宅福祉委員会等ࠋࡍࡲい࡚ࡁ࡚ࡋ影響会㐠営面⏫ࡀࢀࡇࡋ

࣮ࢧ給食ࡿࡍᑐ方ࡢࡋࡽ㸯人暮ࠋࡍࡲ思いいࡓࡁい࡚ࡋ展開ࢆ活動࡚ࡋ目指ࡾࡃ࡙ࡕࡲ࡞

ビࢫ等ࡶ思࡚ࡗいࠋࡍࡲᕷᑐࡢࡵࡓࡢࡑࡋ設備ࡢຓᡂ࠾ࡶ願いࡓࡋいࠋ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 都会的࡞人ࡩࡀえࠊ入ࢆ拒絶࡛ࡢࡿࡍ活動ࡃࡋいࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 活動ࡿࡍ資金足ࠋ 

㸦㸰㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫全体ࡀ漁師ࡀࡍ࡛ࡢ࡞ᖺࡀࡾࡼ多いࡤ࠾࡛ࡢあࢇࡷࡕ㐩ࡶ皆࡚ࢀࡲࡢࡓࢇࡉ行ࡍࡲ࡚ࡗ

 ࠋࢇࡏࡲࡁ࡛ࡀ活動࡞思う様ࡶ活動ࡢ会⏫࡛ࡢ

 

＜東部第㸯㸼 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࡢ基準ࡣ何ࡻࡋ࡛ࢇ࡞うࡽ࡞ࢺࢫࢸ࣮ࣃ࣮࣌ࠊあࡁࠊࡀࡍ࡛ࡾわ࡚ࡵ客観性
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地域࡛誰ࡶࡑࡶࡑࠊࡀࡓࡋࡲࡋ回答ࡣい࡚ࡘ一応㸦㸷㸧ࠋࢇࡏࡲࡾわࡃࡼࠊపい質問࡛ࡢ

ࡿࢆࢺ࣮ࢣンࡽ一人一人ࠋࡍ困㞴࡛ࡣ把握࡚ࡳࡽࡓࡣࠊࡢࡿい࡚ࡗ困うࡼࡢࡀ

ࡼࡢࠊࡿࡁ࡛ࡀ何ࠊࡀ誰ࠊ࡛ࡇࡘいࠊ࡚ࡋᑐࢀࡑ࡚ࡋࡑࠊࡢࡿい࡚ࡗ困ࡀ何࡛ࡇ

う࡞ᑐ応ࡢࡵࡓࡢ組織ࡀ望ࡋࡲいࡀ考えࡿࢀࡽ思いࡓࠋࡍࡲえࡤ足ࡀᝏい人ࡔࡘ࡚࠾

いࡓࡋい࡚ࡗࡶ࠾働ࠊࡶ࡚ࡅࡁえ࡚ࡗ歩ࡀࡇࡃいいࡣ࡚ࡗࡦࡢࡑࡶࡇあࡲࡾ

ࡸ支援ࡢࡾࡀࡼࡾ⊃ࠊい支援࡞࡛ࢇ望ࠋࡍࡲࢀࡉண想ࢇࡉࡃࡓࡀࡇࡢいࡄࡓ࡞うࡼࡢࡑࠋࡍ

実態把握ࡵࡓࡢࡑࠋいࡓࡋ支援ࢆࡇࡿࡁ自活࡛࡚ࡏわྜ体ࡸ心ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࢸンࣛ࣎

 ࠋࡍࡲ思い必要ࡣ

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡢ活動ࢆ積極的࡚ࡋい࡞い࡛ࡢ良ࡃわࠊࡀࢇࡏࡲࡾ何ࢆ望࡛ࢇいࠊࡢࡿうࡋ

 ࠋࡍࡲ思いいࡓࡁい࡚ࡋ勉強ࡽ先㍮役員ࠊࡢ良いࡽࡓ

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ わ࡞ࡽい！ 

㸦㸶㸮～㸶㸳Ⅼ㸧 

࣭ 支援者ࡢ増員ࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 自ຓດ力ࡿࡍࢆ考え方ࢆ持ࠋࡘ地域ࡢఫ民ྠ士ࡢ絆ࢆ強ࠋࡿࡍࡃ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 参加ࠋࡇࡍಁࢆ参加ࢆ支援࡛ࠊࡃ࡞自立ࡿࡍ言う認識࡚ࡗࡶࢆ㡬ࡃࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ意識ࡢ࡞ࢇࡳ ࣭

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ気軽交流ࡿࡍ場所ࡀあࡿ良いࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 希望ࡣ㸯㸮㸮Ⅼ࡛ࠊࡀࡍ老人ࡾ࡞ࢀࡑࡶດ力ࠋⱝ者ࡶ少ࡢࡋ手伝い࡛㸯㸮㸮Ⅼ近࡙ࡃ

 ࠋࡣ࡛ࡢ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝ者ࡢ協力ࠋ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ 在宅福祉委員会等ࡢ見回ࡢࡾ定期的࡞活動ࢣ࢜ࣛ࢝ࠊࣇࣝࢦࢡ࣮ࣃࡸ等ࡢ活動ࡣ実࡚ࡋ

いࠊࡀࡿヰࡓࡋい人ࡀいࡶ࡛ࡘ来࡚ヰࡿࡁ࡛ࡀ場所࡞ࡀいࠊࡸࡇ高齢者交流࡚ࡋいࡿ方ࡀ

 ࠋ思うࡿࢀࡽࡆあࡀࡇい࡞少ࡀⱝい方ࠊᖺ齢層㸦㸴㸮代㸧࡛࡞うࡇࡗࡅ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支援ࡿࡍࢆ側ࡀ健康࡛ࠊいࠊࡶࡘ気配ࡀࡾ出来ࡼࡿう࡞心情࡛暮࡚ࡋࡽいࡲࠊࡀࡇࡿࡅ

いいࡿࡅい࡚ࡋࢆࡾ環境作࡞うࡼࡿ出来ࡀࡅࡀ声気軽ࠊࡶࡘいࠋ思う࡞一番大ษࠊࡎ

 ࠋࡍࡲ思いあ࡞

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 
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࣭ 支援活動参加࡛ࡿࡁᖺ代ࡢ方ࡀ少࡞いࠋ㸦㸳㸮代㸴㸮代㸧 

  㞟࡞࡞ࡾࡲ出࡚࡞ࢀࡽࡇい高齢者㸦足ࡀᝏいࠊ階段ࢆⓏ࡞ࢀい等㸧ࡢ支援ࠋ 

地域ࡢ活動参加ࢆࡇࡿࡍ拒否ࡿࡍ方ࡢ支援ࡢ方ࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡢ閉ࢆࡾࡶࡇࡌ可能࡞限ࡾ少ࡢࡵࡓࡢࡑࠋࡇࡿࡍࡃ࡞交流会ࠊ茶ヰ会ࡢ回数ࢆ多

 ࠋࡿࡍࡃ

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ参加ࠋ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ 閉ࢆࡾࡶࡇࡌ少ࠊࡀࡔࡇࡿࡍࡃ࡞本人ࡀ積極的人ࡢ中入ࡼࡿࢀࡇ࡚ࡗうࡇࡿࡍ

 ࠋࡇࡿࡅࡴࡋࠋ

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࡞ࡃ多特ࠊ最近ࠋࡿ除雪࡛あࡢࡾ周ࡢ家ࡣࡢࡿい࡚ࡗ待ࢆ手ࡢ支援ࠊ迎えࢆ冬ࡽࢀࡇ ࣭

 ࠋ思ういいࡤࢀあࡀ࡞除雪機ࠋࡿい࡚ࡁ࡚ࡗ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 計⏬立案ࡿࡍ人࠾ࠋ手伝いࡿࡍ人ࠋ資金ࠋ場所㸦私㐩ࡢ地域࡛ࠊࡣ⏫会館ࡀあࡿ㸧ᩚࡢ備

㸦ࡶࡇࡇ資金ࡀ㸽㸧 

 

＜東部第㸰㸼 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 満Ⅼࡿ࡞㸦ࡿࡍ㸧ࠊ࡞思い࡞ࡽࡼࡶいࠋ高齢者ࡶ特何࡚ࡗࡸࢆ欲ࡋい求࡚ࡵいࡿ

わ࡞ࡶ࡛ࡅい思うࠋᡃ々ࡢ活動付࡚ࢀࡃ࡚ࡗྜࡁいࡔࡢࡿ思うࡼ࡛ࢁࡇいࢁࡔࡢうࠋ

ニ࣮ࢬ応えࡿࢀࡽわ࡞ࡶ࡛ࡅいࠊࡋ実㝿㐠営࡚ࡋいࡶࡢࡃ大変࡞ດ力ࡀいࠋࡔࡢࡶࡿ 

㸦㸵㸳Ⅼ㸧 

࣭ 支援者ࡢ増加ࠋ高齢者自身活動参加ࠊࡋ要望等Ⓨ言ࠋࡿࡍ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 老人ࡢࣈࣛࢡ会ྜ等参加ࠊ࡚ࡋ㢦ࡽࡶ࡚ࡗ࡞ࡳࡌ࡞いࡓいࠋ 

㸦㸯㸮㸮Ⅼ㸧 

 ࠋࡍࡲ思いいࡓࡁい࡚ࡋ一所懸活動ࡶࡽࢀࡇ ࣭

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ必要ࡗࡶࡀい行ᨻ支援等細ࡢࡵࡁ ࣭

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ 活動࡚ࡋいࡿ人㐩ࡶ高齢者ࡀ多ࠊࡃ㐠営維持ࡀࡢࡿࡍ大変࡞状況あࡿ思えࡶࠋࡿう少

ࡀ回数ࡣ人ࡿあࡢ興味ࠊࡤࢀࡍ⏬企࡚ࡗ絞ࢆ㸽的うࢁࡔࡢࡶい࡞ࡀ方法ࡿࡍ㐠営気楽ࠊࡋ

積ࡳ㔜࡚ࡡ参加࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࡞ࡃࡍࡸࡋい思いࠋࡍࡲ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 具体的活動参加࡚ࡋ日ࡀ浅いࠊ࡛ࡢ自ศ自身Ⅼ数ࠋࢇࡏࡲࢀࡽࡅࡘࢆᚋࠊ色々参加



58 

 ࠋࡍࡲ思いいࡓࡁ考え࡚いࡁࡔࡓい࡚ࡏࡉ

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい世代ࣛ࣎ࡢンࢸ活動ࡢ人数ࡗࡶࡗࡶࠊࢆ働ࡿࡅࡁࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㸯㸬気軽交流࡛ࡼࡿࡁう࡞場所ࢆ設ࠋࡿࡅ 

  㸰㸬࡛ࡅࡔࡿࡁ高齢者ࡀ催ࡋ参加࡛ࡿࡁ広報活動ࠋࡿࡍࢆ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 積極的声掛ࠋࡅ㐟ࡢࡧ場ࡢ提供ࠋヰࡋ相手ࠋ交流ࡢ場ࡢ提供ࣛ࣎ࠋンࢸ活動ࡢ参加

 ࠋࡅ声掛ࡢ

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ 異世代交流ࡽࡉࡀ活Ⓨࠋࡇࡿࡍ㸦子ࡶ～高齢者ࠊ老ⱝ男女交流㸧 

࣭ ࡢ関ಀ機関ࡢ連携ࠋ 

 

＜東部第㸱㸼 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会役員ࡢ意識改革ࡢ実施ࠋ現在⏫会役員ࡢᖺ齢ࡣ㸵㸴ṓ高齢࡛あࠊࡾ自ࡢࡽ生活ࡢ傍

い㸦㸵㸮ṓ前ᚋ㸧࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋࢆࡀ高齢者ࠋ現状࡛消極的ࡿい࡚ࡗ手伝ࢆ行ࡢ会⏫ࡽ

現在ࡢ状況ࠊࡽⱝい方㸦㸴㸮ṓ㸧ࡀ⏫会役員࡞ࡽ࡞い࡞ࢀ࡞ࠊࡋいࡀࡢ現在ࡢ環境࡛ࠋࡍ

ᡃࡀ⏫会ࠊ࡚ࡋ㸳㸮Ⅼ以ୖࡢ支援ࡣ無理考え࡚ࠋࡍࡲࡾ࠾ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ あࡶࡾࡲ個人情報࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠾࡚ࡋいࠋ例えࠊࡤ誰ࡀ個人ࡢ支援ࡀ必要ࡀ一般ࡢ

人ࡀ明࡛あࠋࡿ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 私㐩ࡢ⏫会࡛ࡣ会館ࡀあࡽࡇࡢࡑࠋࢇࡏࡲࡾ始ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡵ個々人ࡀ思ࡗ

࡚い࡚ࡶ個人ࡢ࡛目入࡞ࡽいࡋヰ࡞ࡽ࡞ࡶいࠋᑠ࡞ࡉ⏫会࡛ࡶ㸯件㸯件ࡢ個人情報ࡘࢆ

ࢁいࢁ家族いࡿࡀ嫌家族ࡿࢀ入ࡅཷࡶᏳ否確認࡛ࡸࡾ見Ᏺࡢ近所ࠋࡍࡲ思いࡃࡋ㞴ࡣࡴ

 ࠋࡍࡲ思いࡔࡿࡁ把握࡛࡛ࡲࡇ࡛ࡢࡍࡲࡾあࡀ家族࡞

㸦㸵㸳Ⅼ㸧 

࣭ 高齢社会ࡾ࡞地域社会全体ࡶ高齢ࡾ࡞支援ࡿࡍ側ࡶ高齢࡛ࠊいわࡿࡺ老老支援࡞

願࠾ࢆ協力いࡀⱝᖺ層ࡿい࡚ࢀ追わࠋࡿࡃ࡚ࡗ࡞必要ࡀ協力ࡢ方々ࡢⱝᖺ層࡛ࡢ

い࡛ࡀࡿࡁ鍵࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࡞い思うࠋ 

࣭ 会館ࡀ無い࡛ࡢ大変࡛ࠋࡍ 

㸳㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ思ういࡼࡤࢀࡵ㐍࡚ࡋ参考ࡤࢀあࡀ先㐍的活動ࡢ会࡛⏫ࡿ似࡚いࡢ規模ࡌྠ ࣭

࣭ 隣近所࣑ࣗࢥࡢニࢩ࣮ࢣョンࡀᬑ段࡚ࡁ࡛ࡽい࡞ࢇࡤࢀࡅ࡞活動ࡶうࡃࡲい࡞いࠋ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡢ暮࡛ࡋࡽ㸯番怖いࡣࡢ⊂立ࡓࡋ暮࡛ࡋࡽあࠕࡵࡓࡢࡑࠋࡿ行ࡀࢁࡇࡃあࠖࡿ
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ࡿいࡀい人ࡓ会いࠕ  ࠋࡿ必要࡛あࡀンࣟࢧあいࢀࡩࠊࡾ࡞ࢻワ࣮࣮࢟ࡀࠖࡿあࡀࡇࡿࡍࠕࠖ

࣭ 当⏫会ࡣ会館ࠊࡃ࡞ࡀ活動制限ࡀあࡀࡍࡲࡾ㞟会所的ࣟࢧ͆࡞ン͇ࡀ必要思うࠋ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ Ⅼ数ࠕࡣศẕࠖࡢ定義ࡾࡼ変動ࡿࡍ思い࡛ࡢࡍࡲ回答࡛ࠋࢇࡏࡲࡁ当⏫会ࡣ皆࡛㞟

う場所ࡀあࠋࢇࡏࡲࡾ⏫会㐠営ࡢ打ྜࡕわࡶࡏ四役会ࡣ会長宅࠾ࢆ借ࠊࡋࡾᖹ素ࠕࡢ協議 連ࠕࠖ

絡確認ࠖ等ࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡣ玄関先也電ヰ等࡛ࡢᑐ応ࢆ余儀࡚ࢀࡉࡃ࡞いࡇࠋࡍࡲうࡓࡋ中࡛ࠊ

各役員ࡣ可能࡞限࡛ࡾ皆ࡀࢇࡉ頑張ࠊࡾ࠾࡚ࡗཬ第Ⅼ程ᗘ思いࠕࠊࡋࡋࠋࡍࡲ求ࡿࢀࡽࡵ

…ࠖあࡿいࠕࡣ理想ࡿࡍ…ࠖ⏫ෆ活動言わࡍࡲࢀపい数値言わࢆࡿࡊ得࡞い思࡚ࡗ

いࠋࡍࡲ 

㸦㸴㸳Ⅼ㸧 

࣭ ⏫ෆ会館ࡀ無いࡵࡓ必要࡞時㞟࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡲいࠋ 

㸦㸵㸮～㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 民生委員ࡀ高齢者ࡢఫ宅ࢆ外ࡽ見Ᏺ࡚ࡗいࡿ程ᗘࡢ活動࡛訪問͆ࡣ࡚ࡋい࡞ࡅい͇ࡇ

出ࡋ申いࡋ欲ࡀ相手ࡋヰࠊࡣ人ࡢ単身者㸦⊂居㸧ࠋࡍࡲ思いいࡋ࠾ࡀ自体ࡿい࡚ࡗᡂ

 ࠋ…ࡀࡍࡲい࡚ࡋࡣヰࡕ外࡛立ࡢ家ࠊࡾ᭷ࡀ

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会館あࠋࢇࡏࡲࡾ⏫ෆࡢఫ民ࡀ࡞㞟ࡾࡲ活動ࡿࡁ࡛ࡗࡶࡀ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支えࡿ側ࡢ人数ࡀ足࡞ࡾい࡞ࡁ࡛࡛ࡢいࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ 積極的ࣛ࣎ンࢸ活動ࡼࡿࡁ࡛ࢆう࡞環境ࠊࡅࡧࡼࡸⱝい人ࡕࡓ参加ࡋ࡚ࡋいࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ いࢁい࡞ࢁ交流ࡢ場ࢆ多ࡃ持ࠊࡕ積極的接࡚ࡋいࡃ気持ࡀࡕ大ษࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ人員増ࡢࢸンࣛ࣎ ࣭

㸦㸴㸳Ⅼ㸧 

࣭ 地域ఫ民ࡢ健康状態等ࠊ必要࡞項目ࢆᖺ齢階層ู実態調査࡚ࡋࢆ現状ࢆ把握ࠋࡇࡿࡍ

個人情報࡛ࡢ࡞無理ࡣ思うࡀ現状ࢆ知࡞ࡽい何ࡀ必要ࠊ何ࡀࡁࡿࡍࢆわ࡞ࡽいࠋ 

࣭ ࡽࢀࡇࠊ携わ࡚ࡗいࡿ者㸦⏫会役員等㸧ࡀࢇࡢࡑࠊࡣ高齢者࡛あࡽࡇࡿⱝ

返ࡀࡾ必要ࠊࡽࡉࠋⱝᖺ層ᑐ࡚ࡋ地域ఫ民ࡢ自主的活動ࠊいຓྜࡅい支えあうࠕ地域

包括ࡢ࣒ࠖࢸࢫࢩࢣ啓蒙ࠊ意識高ᥭࡀ必要࡛あࠋࡿ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 調査票ᑐࡿࡍ件ࠊ㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࡣ無理思いࠋࡍࡲ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会会員ࡅࡔࡿࡁ࡛ࡀ参加ࡍࡸࡋい様࡞環境作ࡀࡾ必要ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡢ方々ࡢ環境ࡀ様々࡞様相ࢆ持࡚ࢀࡓい࡛ࡢࡿ㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࡣࡇࡿࡍ可能ࡔ
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ࡢ御家族ࡿ支え࡚いࢆ方ࡢࡑࠊ方々ࡢ高齢者ࠊࡣࡇࡓࡌ短期間࡛感ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠋࡍࡲ思い

方ࡢ目線࡛会ヰ࡚ࡋいࡿ何ࡢࡽᏳ心感ࢆえࡣ࡛ࡢࡿࢀࡽ思いࠋࡍࡲ大ษࠊࡣࡇ࡞支

えࡿ側ࡢ自己満足的࡞意識改革ࡀ必要可欠࡛࡞ࡣいࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 当⏫会࡛ࠊࡣ色々࡚ࡋࢆࡇ࡞いࡀࡍ࡛ࡢࡿ人手ࡶ足࡞ࡾい࠾ࠊࡋᖺ寄ࡶࡾ多い࡞࡛ࡢ

 ࠋࡍࡲい࡚ࡗ願ࢆࡇࡿい࡚ࡋ参加ࡀⱝい方々ࡋう少ࡶࠋࢇࡏࡲࡁいうࡼ思う࡞

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会役員ࡢᡂࡾ手足高齢ᑐ策ࠋ 

࣭ 民生委員ࠊ在宅福祉委員ࡢ情報交ࠊ連携ࠋ 

࣭ ⏫会加入率向ୖᑐ策ࠋ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ 足ࡀ自由ࠊࡿࡃ࡚ࡗ࡞出歩ࡃᏳࢆ感ࡿࡃ࡚ࡌ方ࡀ多ࠊ࡛ࡢࡿࡃ࡚ࡗ࡞ࡃ目的

場所࡛ࡲ㏦迎࡛ࡤࢀࡁいい࡞࡞ࡣ࡛ࡲࡇࡑࠊࡀࡍ࡛ࡢ実行࡛࡞ࡁいࠋ…ࡣ࡛ࡢ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 支援ࡢ担い手ࡶ高齢者ࡾ࡞担い手自身ࡶ支援ࡀ必要࡛ࡢࡿࡃ࡚ࡗ࡞ⱝい人ࡶ支援ࡢ担

い手ࡽࡶ࡚ࡗ࡞いࡓいࠊࡀ働い࡚いࡿ人ࡗࡻࡕࡣ無理࡞気ࠋࡿࡍࡀ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 活動ࢆ支えࡿ人ᮦࡢⓎ掘ࠋ㸦⏫会活動ࡢ場ྜࠊ役員ࡀ高齢ࡢⅭ㸧 

࣭ ⏫ෆ居ఫࡿࡍ高齢者ࡢ把握ࠋ㸦実態ࡀわ࡞ࡽい࡛ࡢ活動ࡓࡋ時ྲྀࡾ組ࡽ࡙ࡳい㸧 

࣭ ⱝい世代ࡢ人ࡢ交流機会ࢆ設ࠋࡿࡅ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 気軽交流࡛ࡿࡁ場ࠋ 

㸦㸰㸮Ⅼ㸧 

࣭ 何ࡢ行出ࡿ時ࡣ隣近所ࡢ車ࡢあࡿ方ࡀ㸰ࠊ㸱人ࢆ連ࡿࢀࡃ࡚ࡁ࡚ࢀ出ࡍࡸࡅい

 ࠋࡍࡲ思いࡿ出来ࡶヰࠊࡋ

࣭ 周ࡢࡾ人㐩ᑐ࡚ࡋ無関心࡛࠾ࡃ࡞い声ࡼࡿࡅࢆうࠋࡿࡍ 

࣭ ⏫会ࡢ行ࡸ講演等ࡣ⏫会ࢆࡾࡼࡓ出࡚ࡋ周知ࡼࡿࡍう࡚ࡋいࠋࡿ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 比較的ⱝい担い手ࡀ増えࠋࡇࡿ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 当⏫会ࡣ益々高齢者ࡀ増加࡚ࡋいࡃண想ࠋࡍࡲࢀࡉ心掛࠾ࠊ࡚ࡋࡅい見Ᏺ࣭ࡾ声

掛࣭ࡅ挨拶ࢆ㔜࡚ࡡいࡀࡇࡃ大ษ࡛࡞ࡣい思わࠋࡍࡲࢀ以ୖࡢࠊࡣࡇࡢ⏫会࠾い

 ࠋࡍࡲࢀࡽ考えࡣ私い࡞ࡣ࡛ࡇ࡞大ࡳ益々㐍ࡀ高齢ࡶ࡚

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 組織ࡢ確立指ᑟ者ࡢ確保ࠋ 

࣭ 高齢者等ࡢ業ࡢ積極的࡞参加ࠋ 

࣭ ண算ࡢ確保ࠋ 
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࣭ Ᏻ定的実働ࡿࡍ人ࡢ確保ࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ⏫ෆ活動ࡢ参加ࠋ 

࣭ ᖺ々役員ࡢ高齢ࠋ 

㸦㸵㸳Ⅼ㸧 

 ࠋ思うࡽࡓࡋࡃ多ࢆ地域交流ࡢⱝ者等ࠊ㐩ࡶ子ࠊࡾᖺ寄࠾ ࣭

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域ࡘࠕいࡢ場所ࠖࡀ必要ࠋ 

࣭ 実働可能࡞ⱝい役員ࡀ増えࡇࡿ！！ 

㸦㸯㸮Ⅼ㸧 

࣭ 世ヰ役員ࡀ高齢࡛㸵㸮ṓ以ୗࡢ世ヰ役人ࡀ必要ࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 常声掛ࠊࡋࢆࡅ活動参加ࡼࡿࢀࡃ࡚ࡋうດ力ࠋࡿࡍ 

࣭ 両隣࣑ࣗࢥࡢニࢩ࣮ࢣョンࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࣟࢧンࡢ出来ࡿ㞟会場ࡀ必要ࠋ現在少ࡋ㞳ࡓࢀ場所ࢆ借࡚ࡾい࡛ࡢࡿ必要ࠋ 

࣭ 外出ࡢ困㞴࡞方ヰ相手㸦支援㸧出来ࡿ人ࢇࡉࡃࡓࡀいࡿ良いࠋ 

࣭ 気軽࠾いຓྜࡅいࡢ心開ࡿࡅ⏫会ࡓࡋいࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫民ࡢ協力㞟会所ࡀ必要ࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 近所ࡢ人㐩ࡀ㸯人࡛ࡶ多ࡃ目配ࢆࡾ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝ者ࡢ交流ࡸ外出ࠊ࡚ࡋ気楽ࡸࡾࡷࡋ࠾趣味࡛࡞交流ࠋࡇࡿࡍ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ 人手足ࡗࡶ࡛ࡢ࡞ⱝい人ࡀ⏫ෆ会ࡢ活動参加ࡼࡽࡓࢀࡃ࡚ࡋい思いࠕࠋࡍࡲ一ᗘ手

人ࡢࢇࡉࡃࡓࡗࡶࠋࡍࡲࡁ聞ࡃࡼࢆいう声いࠖ࡞ࡃࡓࡾࡸࡽࡿ࡞ࡃ࡞ࢀࡽࡅ抜ࡍ出ࢆ

 ࠋࡍࡲ思い良いࡽࡓあえࡋ協力ࡸ参加ࡀ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会活動積極的参加ࡿࡍ人ᮦ確保育ᡂࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡅࡧࡼࡔࡲࡣ࡞ࡢ賛ྠ࡞ࡋいࠊ参加ࡎࡏいࠋࡿ気軽交流ࢆ持ࡀࡇࡘ

必要思うࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

 ࠋࡍࡲ思いい࡞ࢀ入ࡣ࡛ࡲ中ࡢ家庭ࡢࡇࡑ ࣭

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 役員ࡶ全員㸵㸮ṓ以ୖ࡛ࠋ࡛ࡢࡍ高齢者支援ࡘい࡚ࡣ大変ࡔ思いࠋࡍࡲ 
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㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡢ役員ࡶ高齢者࡛あࠋࡿ役員ࡾ࡞ࡢ手ࡀい࡞いࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 空ࡁ家ࡀ多࡚ࡁ࡚ࡗ࡞ࡃいࠊ࡛ࡢࡍࡲఫࡲいࢆᏳ価࡛提供࡛ࡸ࣒ࢸࢫࢩࡿࡁⱝ者ࡀఫࡸࡳ

 ࠋいࡋ欲ࡀい環境ࡍ

࣭ ⏫会ࡢ役員ࣛ࣎ࡸンࢸ活動ࢆ協力的行ࡿࢀࡇ࡚ࡗ方ࡀ少࡞いࠋ 

࣭ ⏫会館ྂࡀいࠊ࡛ࡢ老人ࡢ㞟会場所ࡀࢪ࣮࣓ࡢあࠋࡿⱝ者ࡀ㞟ࡍࡸࡾࡲい素ᩛ࡞⏫会館

 ࠋいࡋࡲ望ࡀ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡢ役員ࡣࢇࡉ㸵㸮～㸶㸮代高齢࡚ࡋいࠋࡿ㸳㸮～㸴㸮代ࡢ役員ࢆ増ࢀࡇࠊࡋࡸ

ࡓࡢࡇࠋࡿࢀ思わࡿあࡀ必要ࡿᅗࢆෆ会全体࡛活性⏫ࠊうࡼࡿࡆ⥅ࡁ引ࡃࡲう世代ࡢࡽ

 ࠋ思うⅬ࡞大ࡶ体力ࠊ意欲ࡣࡵ

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域ఫ民ࡢ交流ࠋ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࢆ支えࡿ側㸦⏫会役員ࡀ高齢࡚ࡋ㸧ࡀ機能࡞ࡋいࠋ 

࣭ ⏫会単࡛地域ఫ民ࢆ何ࡢࡽ形࡛ࠊ会館ࢆ開ᨺࠊ࡚ࡋ自由過ࡽࡶ࡚ࡋࡈうࡼうࡓࡋ

い考え࡚ࡀࡍࡲࡾ࠾維持࡚ࡋ行ࢱࢫࡃッࡀࣇい࡞いࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域ఫ民ࡢ交流ࢆ盛࡚ࡋࢇいࠋࡇࡃࢆᚑ࡚ࡋいࡿ人ࡶࡕࡓ可能࡞範ᅖ࡛協力ࡋ

 ࠋいࡼࡽࡓ出来ࡀࡾ作ࡳ組ࡿࢀࡃ࡚

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 支えࡿ側ࡶ高齢ࡀ㐍࡛ࢇい࡛ࡢࡿ地域ఫ民ࡢ協力ࠊⱝい人ࡢ手ࡀ必要思いࠋࡍࡲ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 国ࡢᨻ策ࡢ満ࢆ改善ࠋࡇࡿࡍ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会会館ࢆᣐⅬࡢ࡚ࡋ活動ࡀ主࡛ࠊࡀࡍ⏫ෆあ㸰ࠊ㸱所ᣐⅬࡀあࡽࡓࡗ良い思

いࠋࡍࡲ㸦歩行困㞴࡞人࡛ࡶ近ࡽ࡞ࡃ参加࡛ࡣ࡛ࡢࡿࡁ㸽㸧 

㸦㸮Ⅼ㸧 

࣭ 協力ࡿࡍ人ࡀ少ࡃ࡞⏫会࡛何ࡼࡋうࡶ࡚ࡋ役員ࡢ㈇担ࡀ多ࡾ࡞ࡃ結局ࢁࡇࡢ何ࡋࡶ

 ࠋࡍࡲ思いࡔࢸンࣛ࣎協力࣭ࡢ人ࡿࡍ㸽参加必要ࡀう！何ࡲࡋ࡚ࡗ࡞い࡞

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 当ヱ⏫会࡛特高齢者ࢆᑐ象ࡓࡋ活動࡛ࡢࢇࡏࡲࡾ࠾࡚ࡋࡣⅬ数ࡲࡁ࡛ࡣࡇࡿࡅࡘࢆ

 ࠋࡍ実態࡛ࡀࡢࢇࡏࡲࡾ至࡛ࡲ実行ࠊࡀࡍ࡛ࡢࡿࡍࢆいྜࡋ役員会等࡛ヰ種々ࠋࢇࡏ

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会࡛行えࡿ支援ࡣ限ᗘࡀあࡿ思う࡛ࡢ函館ᕷ࡚ࡋᕷᨻࡢ実ࠊ目配ࡀࡾあ࡞࡛࡚ࡗ

 ࠋ思う自体自然ࡇࡿࢆࢺ࣮ࢣン࡞ࡇࡿࡍ㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࡤࢀࡅ
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㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会会長ࡢຓࡗ人㸦ࣛ࣎ンࢸ精⚄ࡢあࡿ方ࠊ体力ࡢあࡿ方ࠊいࢁい࡞ࢁᢏ術࣭資格ࢆ

無料提供࡚ࡋいࡿࡅࡔࡓ方㸧 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 戸数ࡢ少࡞い⏫会活動㐠営ࠊࡵࡓࡢ交通機関ࡢ少࡞い⏫会行ࢆ容᫆ࠊࡵࡓࡿࡍ

㏦迎中型ࢆࢫࣂ⏫会単࡛借ࡾ入ࢀ可能࡞体制ࢆ検討ࡽࡶ࡚ࡋいࡓいࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ ⏫ෆ会行いࡶࡘ来࡚ࡿࡉࡔࡃ方以外ࡗࡶࠊࡶ沢山ࡢ方参加࡚ࡋいࡼࡿࡅࡔࡓうࠊ

ᬑ段ࡽ声掛࣑ࣗࢥࡸࡅニࢩ࣮ࢣョンࡿࢆࡀ必要ࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 近所ࡢ方々ࡢᬑ段࣑ࣗࢥࡢࡽニࢩ࣮ࢣョンࡀ大࡛ࡀࢀࡑࠊ設立࡚ࡋいࠊࡿ何࠾い

 ࠋうࡻࡋい࡛࡞ࡣ࡛ࡢࡃい良い方向ࡶ࡚

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ思うい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ協力࡛࡞ࢇࡳ ࣭

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢ࡀ㢧著࡛あࠊࡾ⏫会行ࡸࡢ業ࡘい࡚参加者数ࡢ減少ࡸ固定ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

連絡ࡸ参加依頼ࠊࡾࡓࡋಁࢆ実情ࡢ把握ດࠕࡀࡿࡵ個人情報…ࠖいうࠕࡀ㈇ࡢ方向ࠖ

働ࠊࡁ諸活動ࡵࡌࡣࢆࡢ業ࡢⓎ展࣭Ⓨ㐩大࡞ࡁ影響ࢆえ࡚いࠋࡿ 

࣭ ᕷࡵࡌࡣࢆ諸機関ࡢ連携࣭情報ࡢ共᭷ࢆ積極的㐍ࡼࡿࢀࡽࡵうࡓࡋいࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 各関ಀ機関ࡢ密࡞連携࣭支援ࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域ࡢ高齢ࡀ㐍行࡚ࡋいࠊ࡞ࡿ個人情報ࡀࡇࡿࡼ弊害ࡾ࡞状況ࢆ把握࡛࡞ࡁい

現状࡛あࡗࡶࠊࡾᕷࠊ地域連携室等㸦民生委員ࡶ含࡚ࡵ㸧一緒情報ࢆ共᭷࡛ࡼࡿࡁう

組織ࡓࡋいࠋ 

㸦㸵㸳Ⅼ㸧 

࣭ 各団体ࡢ支援࣭協力体制ࡀ必要࡛あࠋࡿ 

㸦㸵㸳Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡢ動ࡿࡅ範ᅖ㸦ࡿࢀࡸ㸧限界ࡀあࠊࡾࡢ機関㸦民生委員࣭福祉委員࣭ᕷ࡞㸧

 ࠋ必要ࡀ連携支援࡞ࡁ大ࡢ

 

＜部㸼 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい支援ࡀ必要ࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡀ必要ࠋ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 
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ࡣ高齢者ࠊࡧ学ࡣࡇࡿ学ࠊࡃࡋࡉࡸ高齢者ࡣⱝ者ࠋࡾࡸ思いࡢ者ࠊࡋ排ࢆࢦ࢚ ࣭

ⱝい人ࢆ育࡚࡚行ࡇうࡢ開ࡓࢀ大࡞ࡁ心ࠋ両方ࡢ交流ࢆ積極的心ࡽࡓࢀࡽࡅࡀ思いࡲ

 ࠋࡍ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࡣࡢࡿࡍ㞴ࡋい思いࢀࡒࢀࡑࠊࡀࡍࡲ個人的近隣࣑ࣗࢥࡢニࢩ࣮ࢣョ

ンࡾ࡞ࡃ࡞ࡀ高齢者ࢣࡾ࡞ࢀࡑࠊࡣ等㐌何回行࡚ࡗいࡼࡿう࡛ࠋࡍ港⏫ࡶ高齢者ࠊ役

員ࡢ方ࡑࡶうࡶ࡛ࠋࡍࡲ࡚ࡁ࡚ࡗ࡞自ศࡾ࡞協力ࡓࡋい思いࠋࡍࡲ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝ手ࠊ㏥職ࡓࡋ人㐩ࡀ⏫会活動参加ࠋࡇࡿࡍ 

࣭ 自己ࡢ趣味ࢆ࡞楽ࡴࡋࣛ࣎ࠊンࢸ参加ࡿࡍ気風ࡀ必要思うࠋ 

㸦㸵㸳Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人࡛手伝ࡿࢀࡃ࡚ࡗ人ࡢ確保ࡀ必要ࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 個人ࡀ働い࡚いࡵࡓࡿ㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࡋࡎࡴࡣいࠋ 

㸦㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫ෆఫ࡛ࢇいࡿ人㐩ࡢヰྜࡋいࠊ何ࡢ行ᑐࡿࡍ⏫民ࡢ手ຓࠋࡅ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会役員ࡾ࡞ࡢ手ࡀい࡞いࠋ役員ࡢ高齢ࡀ㐍ࠊࡳ少࡞い人数࡛㐠営࡚ࡋいࠊࡵࡓࡿ現状

ⱝい世ࠋ思ういࡋ㞴ࡣࡇࡿࡆ広ࢆ枠ࡢ活動ࠋࡿ状態࡛あࡢࣜࢠࣜࢠࡀࡇࡃい࡚ࡋ維持ࢆ

帯⏫会活動関心ࢆ持ࡽࡶ࡚ࡗえࡼࡿうࠊ子ࡶ向ࡢࡅ行ࢆᖺ㸰回行いࠊ人ᮦ確保ດࡵ

࡚いࠋࡿ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 男性ࡢ参加ࡀ必要ࠋ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ⱝ者ࡢ参加ࡀ必要࡛あࠋࡿ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者生活ࠊຓྜࡅい活動理解協力ࡿࢀࡃ࡚ࡋࢆⱝい人ࡕࡓᕷࡢ協力！！ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ うࡢࡕ⏫会ࡣ面積ࡀ広ࠊࡃ何行参加ࠊࡣࡵࡓࡿࡍᚐ歩ࡢࡑࡣ࡛ࡅࡔ場行࡞ࡅい

方ࡶ多い思うࠋ茶ヰ会ࡣ࡛࡞福祉ࡶࢫࣂ走࡚ࡏࡽいࡢࡑࠊࡀࡿࡢ時ࡣ足ࡢ確保ࡀ㞴ࡋい

 ࠋࡿࡌ感い࡞ࡣ࡛ࡢࡿい࡛ࢇ踏ࢆ足ࡢࡶ参加ࡢࡾࡲ㞟ࠊ

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 向୕軒両隣的࡞交流ࢆ是非復活࡚ࡏࡉいࡓࡁいࠋ特ࠊ声ࢆ掛ྜࡅうࠊ気軽声ྜࡅࢆ

うࡾྲྀࡇ組࡛ࢇいࡓࡁいࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ高齢者ࢆ見࡚いࡿ現状思えࡗࡶࠋࡿⱝ者ࡀ手伝ࡽࡶ࡚ࡗえࡤࢀ思うࠋ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 
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࣭ ⏫会行参加ࠊࡋ家族ࡢ協力ࡶ必要࡛あࠋࡿ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者支援者ࡢ交流ࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡼࡢࡀう࡞支援ࢆ必要࡚ࡋいࢆࡢࡿ把握ࠋࡇࡿࡍ高齢者ࡢ支援ࡔࡃ࡚ࡋࢆ

 ࠋࡇࡍࡸ増ࢆ方ࡿࡉ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

ࡾࡓࡁࡾあࡣᑐ策ࡢࡑࠊࡀࡍࡲ思いࡿ࡞ࡿ迎えࢆ超高齢時代ࡍࡲࡍࡲࡣࡽࢀࡇ ࣭

࡛先ࡀ見通ࠋࢇࡏࡲࡏ長ᑑ大国日本࡛㸴㸮㸮万人ࡀ一人࡛老ᚋࢆ過࡚ࡋࡈい࡚ࡢࡑ㸲割ࡀ生活

保護以ୗࡢᖺ金入ࠋ望࡞ࡲいࡢୗ流老人࠾いࡲࡋ࡚ࢀࡽࡸう現実ࠋ老ᚋ生活ࡀ立ࡕ行

ᨻ治ࠊࡋࡍࡲ思いࡶࡤࢀࡅ࡞ᖹ和࡛ࡣ福祉ࠋࡍࡲいࡲࡋ࡚ࡌ感ࢆ疑問ࡓࡾあࡢい社会࡞

ࡋࡓࡾあࡢ会⏫ࡶ࡚ࡗ困㞴࡛あࠊうえ࡛ࡓえࡲ踏ࢆࡽࢀࡑࠋࢇࡏࡲ得ࡾあࡣ無関ಀ࡛ࡶ

࡚高齢者寄ࡾ添いࠊう支援ࡀࡢ࡞ࡁࡃࡺ࡚ࡋ問わ࡚ࢀいࡿ思࡚ࡗいࠋࡍࡲ高齢者

高齢ࠊ活動ࡢࡾࡃ場࡙ࡿࡁ出席࡛ࠊࡆୖࡕ立ࡃ細ࡵࡁࢆ世代交流等ࠊ茶ヰ会ࠊ㞟う敬老会ࡀ

者ࡢᏳ否࡞ࡸ㏿ࡢ確認ࢆ᥎ࡋ㐍ࡃࡺ࡚ࡵ本気ᗘࡀ何ࡾࡼ大ษ感࡚ࡌいࠋࡍࡲ地域あࡿ

企業ࡶ࡞ࠊࡋࢆࡅࡧ⏫会役員連携ࡋ一体ࡾྲྀࡓࡗ࡞組ࡳ等࡛࡞ࡁいࡻࡋ࡛ࡢࡶう

 㸽

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ気軽外出࡚交流ࠋࡇࡿࡍ 

 ࣭ ⏫会ࡀ食会ࡢࡑࡸ高齢者ࡀ外出࡚交流ࡿࡍ場ࡶࢆうࠋࡿࡅ行ࢆ増࡚ࡋࡸいࠋࡇࡃ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 以前ࠊ高齢者ࡢ㈙い物調査ࢆ行いࠋࡓࡋࡲ結果࡚ࡋ近隣ఫࡴ子ࠊࡕࡓࡶ弟姉妹ࠊ

親戚等ࡀ㐌一回ࡸ᭶一回来࡚㈙い物࡚ࡋࢆいࡀࡇࡿศࠋࡓࡋࡲࡾ人家ࡢ中ࡢ࡛ࡲ

立ࡕ入࡞ࡃࡋ࡚ࡗい様子ࡢ方ࡀ多ࠊ࡛ࡢࡓࡗ⏫会ࡣ࡚ࡋ見Ᏺࡾ活動ࢆ主࡚ࡋいࠋࡍࡲ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ᑠ生ࡶ高齢者故ࠊ⏫会ࡽ声ࡤࢀࡀ何参加ࡈ࡚ࡋ協力ࡓࡋい思࡚ࡗいࠋࡍࡲ

 ࠋࡀ

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ気軽㞟ࡼࡿࢀࡲう࡞行ࠊ機会ࢆ計⏬ࡀࡇࡿࡍ大ษࡔ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 日常ࡢ挨拶ࡸ声掛ࡽࡅ㢦見知ࠊࡾ࡞ࡾ高齢者ࡢᏙ立ࢆ防ࡄດ力ࠋࡿࡍࢆ 

㸦㸵㸳Ⅼ㸧 

ࡸࡩࢆ行ࡿࡁ㞟団࡛交流࡛ࡸ健康体操ࠊࡣ高齢者ࡿࡁ移動࡛場所࡞ࡁ自ศ࡛好ࡔࡲ ࣭

い方࡞ࡁ自ศ࡛移動࡛ࠋ必要ࡶࡾࡃ仲間࡙ࡿࡏࡽ遅ࢆ老࡚ࡗ使ࢆ頭ࡸ体ࠋࡃい࡚ࡋ⥆⥅ࡍ

ࠊいࡽࡶ࡚ࡗい࡚語ࡘࡇࡢ孫ࡸࡶ子特ࠊࡾࡓࡗྜࡋヰࢆ様子ࡢ最近࡚ࡋ家庭訪問ࠊࡣ

生࡚ࡁいࡃ目標ࢆ確認ࡽࡶ࡚ࡋうࡶࡽࡕࠋ外部ࡢ交流࡛ࡿࡁ場面ࡀ必要ࠋᏙ⊂感ࢆ感ࡉࡌ

 ࠋうࡼい࡞ࡏ
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㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ思うࡇࡿ考えࡀ行ᨻࠊࡣ㞴㢟࡞うࡼࡢࡇ ࣭

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢࡕࡓ⏫会ᑐࡿࡍ気持ࢆࡕ持ࡀࡇࡿࢀࡃ࡚ࡗ必要ࡔ思うࡢࢺ࣮ࣃࠋ多い⏫

会࡞࡞ࠊࡣ⏫会入࡞ࢀࡃ࡚ࡗいࡢࡇࠋ⏫会ࡑࡶうࡔ思いࠊࡀࡍࡲ役員ࡣ全部言ࡗ

࡚いい老人࡛ࠋࡍ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ࢆ○࡛ࡲ付ࡢࡽࢀࡇࡓࡁ࡚ࡅ携わࡿࡉࡔࡃ࡚ࡗⱝい方ࡢࡕࡓ力ࡀ必要ࡔ思うࠋあ

ࢀࡑࠋ思うࡔࡢ࡞いࡥࡗ生活࡛目いࡢࡕࡓ自ศࠊ多ศࠊࡀ言うい࡞ࡀ関心ࡢ会⏫ࡾࡲ

ࡣ関ಀࣛࣇンࠊࡤ例えࠊࡽࡿい࡚ࢀࡽえᩚࡀ物ࡢ全࡚ࠊ㐪い㡭ࡓ来ࡇࡇࡀࡕࡓ私ࠊ

特ࠋ⏫ෆࢆࡇࡣ歩い࡚ࡶ明ࡿいࠊࡋ足ඖࡣいいࡽࡔࠊࡋあࢀࡑࡾࡲ程⏫会ࡶ必要࡞ࡋ

いࡶࡢ知࡞ࢀいࡅࡔࡿࡁ࡛ࠊࡀ関心ࢆ持ࡽࡶ࡚ࡗうࡵࡓ࡛᫇࡞いࠊࡅ両隣ࡴࠊいࡢ挨

拶等ࠊᑠ࡞ࡉ子供ࡢ声掛ࡾࠊ࡞ࡅあえࡓࡋࡽࡇࡿࡁ࡛ࡎい思うࠊࡋ歩い࡚い࡚ྠ

࡛ࡎあえࡾࠊࡽࡓࡋうࡼ誘うࠊ࡚ࡅ掛ࢆ声行等ࠊࡆࡉࢆ頭ࡅࡔࡿࡁ࡛ࡣ人ࡢ会⏫ࡌ

 ネうࡻࡋ夢࡛࣭࣭࣭࣭ࡀい࡞ࡁ࡛࡞࡞ࡀ一歩ࡢ最初ࠊࡀうࢁࡔいࡽࡃࢀࡑࡣࡇࡿࡁ

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࢆ老人࡞ࡣ࡛ࡁࡍࣈࣛࢡい思いࠋࡍࡲⱝい人ࡀࡕࡓ参加࡛ࡿࡁ⏫会ࡍࡊࡵࢆ方

向行ᨻࡀ指ᑟࡋ࡚ࡋい考えࠊ働ࢆࡅࡁ望ࠋࡴ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ支持率ࢆあࡿࡆ必要ࡀあࠋࡿ 

࣭ ⱝい会員ࡀ減ࢆࡢࡿ防ࡄ方法ࠊ多々あࠊࡀࡿ役員会࡛思案中࡛ࠋࡍ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫ෆ会活動自体ࡀ一部ࡢ会員㸦ࡶࡋ役員ࡶ高齢㸧ࡢ࡛ࡳࡢ活動࡚ࡗ࡞いࡿ現状ࡢ中

思い無いࡣ会⏫ࡢ現在ࡣ活力ࡿࡅい࡚ࡋᑐ応ࠊࡶ࡚ࢀࡽࡵ求ࢆい活動ྜࡅຓࡢ高齢者ࠊ࡛

 ࠋࡍࡲࡋࡀ気ࡿい࡚ࡗ࡞ࡃ多ࡶ方ࡿࡍ拒絶ࢆࡢࡿࡅཷࢆ支援ࠊࡶ高齢者ࡢ最近ࠊࡓࡲࠋࡍࡲ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 避㞴行動要支援者支援制ᗘࡢ早期確立ࡀ基本考えࠋࡍࡲ⏫会員ࣛ࣎ࡣンࡇࠋࡍ࡛ࢸ

 ࠋࡍࡲ考えࡔࡁࡍ調査࡛ࢇ込ࡾ入地域ࠊࡕ持ࢆ考えࡢࡽ自ࡣ᭷給者ࡿಀ調査ࡢ

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 自宅周辺࣑ࣗࢥࡢニࢩ࣮ࢣョン࠾ࠋいࠊ声掛ࡼࡿࡍࡅう心掛ࠋࡿࡅ周辺ࡢ気配ࠋࡾ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ᑐࡋ付近ఫ民ࡀ声掛ࠊࡋࢆࡅいࢁい࡞ࢁ行参加ࡼࡿࡍうࠊࡓࡲࠋࡿࡍ外出

 ࠋいࡓいࡽࡶ考え࡚ࢆ㐠㏦手段ࡶ方࡛ࡢ行ᨻࠊ࡛ࡢࡿ᥍えࢆ遠い等࡛外出ࡀ停等ࢫࣂࡶࡿࡍ

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡢ人数ࡀ多いࠊࡵࡓᖺ齢制限ࡤࢀࡅ࡞ࡋࢆ援ຓࡿࡍ側ࡢ手ࡀ足࡞ࡾいࠋ高齢者ࡀ何

異ࡀ各人曜日ࠊࡀ人ࡿい࡚ࡗ行ࢫビ࣮ࢧࢹࠋࡇࡃ聞ࡃ細ࡵࡁࠊࡢࡿい࡛ࢇ一番望ࢆ

 ࠋいࡋ参加㞴ࢇࡉࡃࡓࠊ࡛ࡢࡿ࡞
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㸦―Ⅼ㸧 

࣭ ⱝい人ࡢ参加ࡀ何ࡔࡾࡼ思いࠊࡋࡔࡓ  ࠋࡍࡲ昨ࡢ傾向ࠕ࡚ࡋ⏫会ࠖᑐࡢ࡚ࡋ

意識ࡃ࡞ࡶᖹ気࡛⏫会費ࡢ拒否ࡀあࠊࡾࡓࡗ近隣ࡢ希薄ࠊࡽࡉ無関心ࢆࡉ多ࡃ感ࠋࡍࡲࡌ

高齢ࡀ㐍ࠊࢀࡘࡴ役員ࢆ引ࡿࡉࡔࡃ࡚ࡅཷࡁ方ࡶ㞴ࠕࡃࡋ⏫会ࠖࡢ先細ࢆࡾ感ࡌ当⏫会ࡶ

解決策ࢆ模索࡚ࡋいࠋࡍ࡛ࢁࡇࡿ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 一人ࡢࡾࡦ協力ࡲわࢆࡾ思いࡿࡸ心ࡀ大ษࠊࡀࡔ地域ࡶ高齢ࡀ㐍ࡲ࡞࡞ࠊࡳわ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞ࡃ弱ࡀ力ࡿࢀࡃ࡚ࡋࢆ力ࡾ

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ ࠋࡿい࡚ࡋ高齢ࠊࡃ࡞少ࡀ人ࡿࡍ加入会⏫ࠋい࡞いࡀⱝい人ࡿࢀࡃ࡚ࡋࢆࢸンࣛ࣎

 ࠋࢇࡏࡲࡾศࡣࡿࡍ解決ࡽࢀࡑ

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 現在⏫会࠾ࡢ手伝いࡢ方々ࠊࡣ高齢ࡢ方ࡀ多ࠊ࡛ࡢࡍࡲ࡚ࡗ࡞ࡃⱝい方ࡢ手伝い࡛活動ࡢ

㍯ࡀ広ࡣ࡛ࡢࡿࡀ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者㸦特男性㸧自身ࡢ社交性ࡀ必要ࡔ思うࠋ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 当⏫会ࡣ役員࡞ࡳࡀ高齢者࡛ⱝい人ࡣ数えࡿ程ࠋࢇࡏࡲࡾ࠾ࡋ⏫会࠾ࡢ手伝いࣛ࣎ࡸン

自࡛ࡢࡍ中ᬒ気࡛ࡢ世ࠊࡀࡍࡲ思いࡿࡍ活性ࡗࡶࡿ࡞うࡼ担うࡀⱝい人ࡀࢸ

ศࡢ生活࡛いࡥࡗい࡛ࠋࡍⱝい人ࡀᏳ心࡚ࡋ地域㈉献࡛ࡿࡁ様࡞社会ࡤࢀࡉࡔࡃ࡚ࡗ࡞良

いࠋࡀࡍ࡛ࡢ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ᖺ々ࠊ高齢者数ࡀ増加࡚ࡋいࠊࡀࡿ高齢者ࡢ方々ࡗࡶࡀ積極的外出࡚行ࡇうࡿࡍ

気持ࡀࡕ大ษࠋ 

࣭ ⏫会ࡢ役員ࡶ高齢ࠊࡾ࡞ⱝい人ࡗࡶࡀࡕࡓ⏫会活動参加ࡋ役員ࡇࡿࢀࡃ࡚ࡗ࡞

うࡢᕷ࡛ࡢࡿい࡚ࡋ減少ࡶ会加入⏫ࠊࡀࡍࡲい࡚ࡗ頑張ࡶ会࡛⏫ࡵࡓࡢࡑࡓࡲࠋ大ษࡀ

 ࠋいࡋえ࡚うࡢ会⏫ࢆࡅຓࢹ࡞ࢇࢁいࡶ࡛

 

＜東部㸼 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

 ࠋい࡞ࡋョンࢩ࣮ࢣニ࣑ࣗࢥ ࣭

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫ෆいࡢࢇࡿ老人ࠊࡣ国民ᖺ金いう少࡞い࠾金࡛病院代ࢆ払うࡀࡢ精一杯言

ࢀࡑࠊࡀࡍࡲい࡚ࡗ行温泉࡛ࢫࣂ㏦迎ࡢ᭶㸯回ࠊࡣ࡛⏫旧戸井ࠋࡍࡲࡁえ࡚ࡇ聞ࡿい࡚ࡗ

 ࠋࡍࡲ思いࡣ࡛ࡢࡿຓࡶ老人ࠊࡍ出ࢆࢫࣂ㏦迎࡛ࢫ࣮࣌ࡢ᭶㸱回ࢆ

㸦㸴㸳Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡢ会ヰࠋ 
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㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ わࠋࢇࡏࡲࡾ個人個人ࠊࡀ高齢者ࡢ興味ࢆ持ࡘࠊࡸ一人一人ࡢ意識ࡢ問㢟思うࠋ

又ࠊ参加࡚ࡋ良ࡓࡗ思えࡿ活動ࡀ必要ࠋ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 会ヰࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 人ࡢ減少ࡾࡼ㞟ࡢࡾࡲ機会ࡀ少࡚ࡁ࡚ࡗ࡞ࡃ࡞いࠋࡿ㸰～㸱ࡢ⏫会ࡿࡵࡲࢆ等ࠊ大ࡁ

㸲㸮ṓ以࡚ࡋᖺ齢構ᡂࡢ会⏫ࠊࡀい࡞ࡣ࡛ࡇࡓࡗ限⏫当ࠋࡿあࡀ必要ࡃ行࡚ࡋ㞟団࡞

支え࡚共ⱝᖺ層࡚ࡋࡸ増ࢆ人ࡢ㸱㸮代ࠊ㸰㸮ࠊ㸯㸮ࠊ㸮ࠊ函館ᕷ全体࡛ࠋࡿ傾い࡚いୖ

行࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞い思うࠋ 

㸦㸰㸮Ⅼ㸧 

 ࠋい࡞ࡽわࡃࡼ ࣭

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会࡛ࡢ会ヰ交流ࡗࡶࡀ必要ࡔ思うࡼࡢࠊ࡚ࡗࡼࢀࡑࠋう࡞活動ࢆ必要࡚ࢀࡉ

いࡀࡿわࡿ思うࠋ 

㸦―Ⅼ㸧 

࣭ 行ᨻࡢ指ᑟ ↔ ࢫࣂࢻ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ多いࠊ࡛ࡢⱝ者世代ࡢ力ࡀ必要ࠋ 

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ金࠾ ࣭

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ わࡀ⏫ෆ会ࡶ高齢社会࡛ᖺ金暮ࡢࡋࡽ人ࡀ多いࠊ࡛ࡢ人ࢆ思いࡿࡸ気持ࠊࢇࡔࢇࡔࡀࡕう

 ࠋࡍࡲ思い良いࡤࢀࡁ生活࡛ࡿᖺ金࡛余裕あࠋࡍࡲ࡚ࢀࡍ

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࠊࡣࡢࡿࡍ無理ࡔࡇ࡞思いࠋࡍࡲ高齢者࡛あࠊࡶ࡚ࡗ一人暮࡛ࡋࡽᖸ

Ᏻ否確認ࡾ見Ᏺࡢ近所࡛ࡽࡀ࡞ࡋ新聞配㐩ࠊ私自身ࠊ࡛ࡢࡍࡲ思いࡿ居ࡶい人࡞ࡃࡓࢀࡉ΅

 ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋࢆ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 㸱世代ࡸ㸲世代ྠ居等ࠊ大家族家庭ࢆ作ࡀࡇࡿ望ࡋࡲいࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 隣近所ࡢ会ヰࡀ大ษࡔ思いࠋࡍࡲ最近࡛ࡌྠ⏫ࠊ隣ࡢ人ࡀ何࡚ࡋࢆいࡶࡢࡿ解ࡽ

 ࠋࡍ࡛ࡢࡶࡓࡋࡅศࡑࡍ࠾ࠊࡾ作࡞赤飯ࠊࡕࡶࡓࡰࠊࡣ᫇ࠋࡍࡲい࡚ࡗ࡞い時代࡞

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会役員ࡢ意識改革ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会活動⏫民ࡀ参加ࡔࡇࡿࡍ思いࠋࡍࡲ 
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㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 以ୖ何Ⅼ提起ࠊࡀࡓࡋ⏫会単⊂࡛࡞ࡁ࡛ࡣいࠊ࡛ࡢ行ᨻࡢ協調ࡣ必要ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 環境ᩚ備支援ࠊ趣味活動ࡢ支援等ࠋ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 子供ࡽ高齢者ࠊ࡛ࡲᖺ齢関ಀࡃ࡞何交わࡿࢀ機会ࡀ多ࡃあࡤࢀいい思いࠋࡍࡲᚋ

 ࠋい࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡁ࡛ࡁ生ࡁ生ࡶ高齢者ࠊ࡚ࡗࡼࡿࡍࡁいࡁいࡀ全体⏫ࠋࡍい質問࡛ࡋ㞴ࡣ

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 活Ⓨ࡞⏫ෆ会活動ࠋ行ᨻࡢ支援ࠋ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

 ࠋࡍࡲ思いいࡓࡁ㡬࡚ࡋ参加協力者ࡗࡶࠊ࡛ࡢい࡞少ࡀ人数ࡢࢇࡉࢸンࣛ࣎ ࣭

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 自ศࡀ各項目ࡈ○༳ࡓࡅࡘࢆ以外ࡢ項目ࠊࡀ全࡚ࡤࢀࢀࡉࡓ㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࡿ࡞

思いࠋࡍࡲ 

㸦㸯㸮Ⅼ㸧 

࣭ 会員ࣛ࣎ࡢンࢸ活動関ࡿࡍ意識改革ࠋ 

㸦㸯㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会役員ࡢ協力ࠋ㞟会ࡢ交通手段ࡢ確保㸦⏫会࡛ワࢦン車ࢆ࡞持ࡓࡕい㸧ࠋ 

㸦㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域ఫ民ࡢ求ࠊ࡛ࢇࡘࢆࡢࡶࡿࡵ企⏬࣭実行ࡀࡇࡿࡍ必要࡛࡞ࡣいࠋ 

㸦㸰㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ 興味ࢆ示ࡍ業企⏬ࠊ࡚ࡋࢆ参加ࠊࡽࡀ࡞ࡋಁࢆ意志ࡢ疎通ࢆᅗࠊࡾ地域活動ࠋࡿࡆ࡞ࡘ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域全体࡛支え࡚いࡃ組ࠋࡾࡃ࡙ࡳ高齢者ࡀ情報ࢆⓎ信࡛ࡿࡁ関ಀࡢ構築ࠋ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ᬑ段ࡢࡽ声ࡅ㐠動ࠋ⏫会ࡶ福祉ࡸ㐠動࡞組織㸦機関㸧ࡢ交流ࠊࡋࢆ勉強ࡿࡍ機

会ࢆ得ࠊ⏫会単⊂࡛出来ࡤࢀ良いࠋ便ࢆ感࡚ࡌいࡿ柄ࢆ周知ࠋࡿࡍ 

㸦㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢ⱝい人ࡀ減少࡚ࡋい࡛ࡢࡿ無理ࡔ思いࠋࡍࡲ希望ࠊࡣ࡚ࡋ鹿部⏫࡛ࡗ࡞ࡇ࠾

࡚いࡿ⏫ෆࡢ病院ࡢ࣮ࣃ࣮ࢫࠊ㏦迎ࠊࡣ一人暮ࡢࡋࡽ高齢者ࠕࡣຓࡍࡲࡾ ࠋࡓࡋࡲ࡚ࡗ言ࠖ

 ࠋࡍࡲい࡚ࡗ㞠ࡶ人ࠊ࡚ࡋ用意ࡶ鹿部⏫࡛車ࡣࢀࡇ

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 敬老会࡛ࡶ参加࡞ࡋい高齢者ࢇࡉࡃࡓࡀいࠊࡣࢀࡑࠋࡍࡲ家族ࡢ理解ヰྜࡋいࡀⅭࢀࡏ

࡚い࡞いࡼう思いࠋࡍࡲいࡽࡃ役員ࡀ活動ࡶ࡚ࡋ㞴ࡋい࡛ࠊࢀࡑࠋࡍ漁業ࡢ地域࡛ࡢ࡞高

齢者ࡶ参加࡞ࡋいࡶࡢ知࠾ࠋࡡࢇࡏࡲࢀいࡢヰྜいࠊ心構えࡀ大ษࡔ思いࠋࡍࡲ 

 

＜地包括支援ࢭン࣮ࢱ㸼 
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㸦ࢇࡇ 㸰㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ 時間ࡢ経過ࠊࡶ新࡞ࡓニ࣮ࡀࢬ生ࡿࡌいう視Ⅼࢆ持࡚ࡗண測的ண防活動ࢆ行うࠋ

ࡲࡘࠋい࡞えࡾ࡞ࡣ力࡛ࡢࡅࡔ私ࠊࡣ㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࠋࡿࡌ感ࡔ十ศࡀࢺン࣓ࢫࢭࡢࡑ

ࢲ࣮ࣜࠋ必要ࡀ共᭷ࡢࡇࡿい࡚ࡁ࡛ࠊࡸ問㢟Ⅼࠊࡵ含ࡶ公的機関ࠊ本人ࠊ関ಀ者ࡢ全࡚ࠊࡾ

 ࠋࡿ在࡛あࡀ࣮

㸦ࢇࡇ 㸱㸮Ⅼ㸧 

࣭ 活動ࡿࡍ場ࡀ増えࡿ㸦歩い࡚行ࢁࡇࡿࡅあࡿ㸧ࠋ 

 ࠋ機能ࢢンࢳッ࣐ࡢい人ࡓࡋࢆ活動ࢸンࣛ࣎ࠊ人ࡿい࡚ࡋ必要ࢆࢸンࣛ࣎ ࣭

࣭ 活動状況㸦社会資源㸧ࠊࢆ護࣭福祉関連職種ࡢ方周知ࠋ 

࣭ 参加ࡿࡍ人ࡢ移動手段ࡢ確保ࠋ 

㸦ࢇࡇ 㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域ఫ民ࡢ意識行動変容ࠋࡾࡃ࡙ࡅࡗࡁࡿࡏࡉࢆ 

࣭ 多世代ࡢ交流ࠊ色々࡞ศ㔝ࡢネッࢺワ࣮ࠋࡾࡃ࡙ࢡ 

㸦ࢇࡇ 㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 圏域ෆࡢ護࣮ࢧビࢫ業所ࡸ社会福祉協議会ࡸ⏫会ࠊ民生委員ࡸ在宅福祉委員ࡢネッ

ࡔᚋ一層必要ࡀࡾࡃ関ಀ࡙ࡿࡁ相談࡛ࡸ情報交いࡾ࡞ࡾ㢦見知ࠋࡾࡃ࡙ࢡワ࣮ࢺ

思いࠋࡍࡲ 

㸦ࢇࡇ 㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域ఫ民ྠᕷࡢ交流ࡸຓྜࡅいಁࡢ㐍ࡢࡑࠋ実現ࠊࡣࡵࡓࡢ地域ఫ民࣭行ᨻ࣭関ಀ機関

 ࠋࡍࡲ思い可欠ࡀ連携ࡢ

㸦ࢇࡇ 㸳㸳Ⅼ㸧 

࣭ 官民ࡢ一体感ࠋ 

 ࠋョン㸧ࢪビࡢョン㸦行ᨻࢪビࡢ⏫ ࣭

㸦厚生院 㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域࡛支えྜう࣑ࣗࢥニࠋࡾࡃ࡙࣮ࢸ 

࣭ 高齢者ࡀ気楽㞟えࡿ場所ࠋ相談࡛ࡿࡁ場所ࠋ人ࠋ 

࣭ 見Ᏺࡾ体制ࡢ強ࠋ 

࣭ 支援࡛ࣛ࣎ࡿࡁンࠋࡾࡃ࡙ࢸ 

㸦厚生院 㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会ࡢ活動ୖࡀ手࡚ࡁ࡛ࡃい࡞い所入ࠊࡋ地域ࠋࡿࡆ࡞ࡘࢆ 

࣭ 入ࡢ拒否ࡀ強い人ࡢ支援方法ࢆᕷࡸ⏫会ࢆ含ࠊࡵ考えࡿ場ࡀ必要ࠋ 

㸦厚生院 㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 社会全体࡛高齢者ࢆ支えࡿいう意識ࢆ持ࠋࡇࡘ 

㸦厚生院 㸳㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ ⏫会役員ࡸ民生委員ࡶ熱心ࣛ࣎ンࢸ等行࡚ࡗいࡿ人ࡶいࡀࡁࡘࡽࡤࠊࡀࡍࡲ大ࡁいࠋ

࡛ࡀࡇࡿࡍࡃ強ࡔࡲࡔࡲࡣ力ࡢ地域支援ࠊࡤࢀࡁ周知࡛ࢇࡕࡁࡀ理解ࡢ高齢者支援ࠖࠕ

 ࠋࡍࡲ思いࡿࡁ
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࣭ ⏫会全体࡛ࡶ少人数࡛ࡢ講ヰ等࡛高齢者ࡸ認知症ࠊ護ண防ࡢ理解ࢆ深࡚ࡵいࠊࡁࡔࡓ

地域Ⓨ信࡛ࡢ活動ࡤࢀࢀࡽࡆ࡞ࡘ思いࠋࡍࡲ 

㸦厚生院 㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域㸦⏫会㸧ࡾྲྀࡿࡼ組ࡢࡳ差ࡢ改善㸦పいࡇࡑࡢࢁࡇあࡆ㸧Ѝ全体ࢆ把握ࠊࡋపい

 ࠋいࡼࡿあࡀ提案ࠊࢫࣂࢻ࡞具体的ࡢࢁࡇ

࣭ ඖ気高齢者ࡢ活動ࡢ場㸦ࣛ࣎ンࠊࢸ᭷償活動㸧 

࣭ 全体的࡞意識ࡢ底ୖࡆ㸦認知症理解ࠊ護ண防ࡢ視Ⅼࠊ相࣓ࣜッ࡞ࢺ㸧 

㸦厚生院 㸳㸮Ⅼ㸧 

 ࣭ 高齢者ࡀ本音࡛う思࡚ࡗいࡾࡼࠊࡢࡿ理解ࡀ必要考え࡚いࠋࡿ㸦ニ࣮ࢬ調査ࢆ面接ࡋ

 等㸧ࡿࡵࡍࡍ࡚

㸦厚生院 㸵㸳Ⅼ㸧 

࣭ 地域ఫ民ࡢ意識改革㸦意識変㸧ࡢ働ࠋࡅࡁ 

大ࡀ差ࡢい人࡞人ࡿあࡀいう意識い支えྜう࠾地域ఫ民ࡣࡽࢀࡇࡔࡲࡔࡲ ※ 

 ࠋ思うࡿあࡶいう弊害ࡿえࡽࡶ࡚ࡗࡸࡶ何࡛࡛ࢫビ࣮ࢧ公的ࠊࡽ護保険ᑟ入ᚋࠋいࡁ

࣭ ⱝい世代ࡢ地域活動ࡢ参加ࠋ 

࣭ ᑠ中学校ࡸ高校生ࡢ福祉教育ࠋ 

㸦厚生院 㸵㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ把握ࡢい高齢者࡞い࡚ࡗࡀ࡞ࡘࡶࡾࡲ㞟ࡢࡇ ࣭

࣭ 社会ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢ維持ࡼࡢࠊࡵࡓࡿࡍうࡿࡁ࡛ࡀࡇ࡞考えࠋࡇࡿ 

࣭ 高齢者ࡀ㞟ࡿࡲ場ࡢ把握ࡵࡓࡿࡍ⥆⥅ࠋ包括ࡣࡇࡿࡁ࡛ࡀあࡿ考えࠋࡿ 

㸦厚生院 㸳㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ構築ࡢ関ಀࡿえࡳࡢ㢦ࡢ会議等࡛ࢣ ࣭

㸦厚生院 㸳㸳Ⅼ㸧 

࣭ ඖ気高齢者ࡢ活動支援㸦意識ࡸ動機付ࡅ含ࡴ㸧ࠋ 

࣭ 活動ࡢࡵࡓࡢ交通手段ࡢ確保ࠋ 

࣭ 資金ࡢ支援ࡸ調㐩方法ࠋࢫࣂࢻࡢ 

࣭ 活動ࡢ伝㐩㸦Ⓨ表機会等㸧ࠋ 

࣭ 多世代ࠊ多職性等ࡢ交流ࠋ 

㸦ࡧࡇࢁࡼ 㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会役員ࡸ民生委員ࡶ高齢࡚ࡋいࠋࡿ支援ࡢ手ࡶ減࡚ࡁ࡚ࡗいࣛ࣎ࠋࡿン࡛ࡅࡔࢸ

ࡲ思いࡔ必要ࡀࡃい࡛ࢇ学ࢆ活動ࢸンࣛ࣎ࡕうࡢప学ᖺࠋࡍࡲ思いࡿࡃࡀ限界ࡣ

 ࠋࡍ

࣭ 地域ࡀࡾࡀ࡞ࡘࡢ希薄ࠊࡾ࠾࡚ࡋ近所࡙ࡁあいࡣ減࡚ࡗいࠋࡿ民生委員ࡸࢇࡉ⏫会役員

ࠊ地域全体࡛考えྜいࡗࡶࠋࡿ考え限界ࠊࡀࡿいࡣい࡚ࡔࡓい࡚ࡋࢆࡾ見Ᏺ中心ࢆࢇࡉ

交流࡛ࡿࡁ環境ᩚ備ࡀ必要考えࠋࡿ 

㸦ࡧࡇࢁࡼ 㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ ⏫会館࡞ࡀい⏫会ࠊࡣ会館ࡢ設置ࡀ必要考えࠋࡿ会館࡞ࡀい地域࡛ࡣ⏫会活動࡞ࡀ



72 

担い手足࡛ᚋࡶ会⏫ࡢࠊࡓࡲࠋࡿい࡚ࡗ࡞方ࡓࢀࡽ限ࡶ参加ࡢ行ࠊࡎ見え࡞

Ᏻࢆ抱い࡚いࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ世代間交流ࡀ活Ⓨࡼࡿ࡞うࡾྲྀ࡞組ࢆࡳ行いࠊ担い手ࡿ࡞

方ࡢⓎ掘ࡿࡆ࡞ࡘࡶ必要ࡀあࡿ思わࠋࡿࢀ 

㸦あࡦࡉ 㸳㸮～㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ増えࡿ中ࠊ支援ࡢ担い手ࡿ࡞人ࡀい࡞いࠋⱝい世代ࡢ働ࡀࡅࡁ必要ࡔ思

うࠋ高齢者࡛ࠊࡶ前期高齢者働ࡼࡤࢀࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅࡁいࠊࡀ㸴㸮～㸵㸮ṓ代ࡣ就労࡚ࡋ

いࡿ方ࡀ多ࠊࡃ㞴ࢆࡉࡋ感࡚ࡌいࠋࡿ 

࣭ 社協ࠊ包括ࠊ生活支援ࢹ࣮ࢥネ࣮ࡢ࣮ࢱ密࡞連絡ࠋ 

 ※ 現時Ⅼ࡛ࠊࡣ目的ࡶ࡛ࡌྠࡣ連携ࡀ十ศ࡛各業ࣛࣂࣛࣂࡀ動い࡚いࠋࡿ㞟約

ࡢ࡛ࣝ࣋現場࣭࣭࣭࣭ࣞࡀࡔࡢ࡞うࡑࡉࡼࡶ࡚ࡗษࡀᕷ࡛ࡢ࡞委ク業ࡢᕷࠋい࡞い࡚ࢀࡉ

連携強ࠋ 

࣭ 人ᮦ足関ಀ者ࡢ高齢ࠊ㈇担増加࡛ᝎࡴ⏫会ࡢ連携ࠋ福祉関ಀ࡞ࡢい人ࡇࡁࡲࢆ

࡞ࡣ身࡛ࡅ㸦ཷࠋࡿࡃࡘࢆ㸧ンࣟࢧ場㸦ࡿࡁ活躍࡛ࡀい高齢者࡞ࡀ役割ࡶ࡚ࡗあࡀ時間ࠋࡴ

 Ⓨ掘㸧ࡢ人ࡿࡁⓎ信࡛ࠊࡃ

㸦あࡦࡉ 㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 全⏫会࡛ࣟࢧン࡞人ࡀ㞟ࡿࡲ場ࡀ必要思わࡢࡵࡓࡢࡑࠊ࡛ࡢࡿࢀᚋ方支援ࠋ高齢者ࡀ

何困࡚ࡗいࢆࡢࡿศ析ࠊࡋ個ูࠊ地域課㢟ࢆ一ࡘ一ࡘ解決࡚ࡋいࠋࡃ 

㸦あࡦࡉ 㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 業務࠾わࠊࢀウ࡞ࡁ࡛ࢳ࣮ࣜࢺいࡅཷࠋ身ࡢ姿勢࡛ࡃ࡞ࡣ積極的ࡓࡋࢳ࣮ࣟࣉ

 ࠋࡿあࡀ必要ࡿࡍ検討ࢆࢳ࣮ࣟࣉࡢ人ࡿࡍ拒否ࢆ支援ࠊࡓࡲࠋ必要ࡀࢺン࣓ࢫࢭࡢ࡛ୖ

㸦西堀 㸳㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ時間的余裕ࡿࢀ関わ業ࡾࡃࡗࡌ ࣭

㸦西堀 㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 民生委ࠊ⏫会ࠊ行ᨻࡿ࡞ࡽࡉࡢ࡞連携ࠋᕷ民ࡢ必要性ࡢ周知ࠋ 

㸦西堀 㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域ఫ民ࡢ福祉ᑐࡢ࡚ࡋ関心ࡼࡿ࡚ࡶࡀうࡾྲྀ࡞組ࠊ࡚ࡋࢆࡳఫ民全体࡛高齢社会

高齢࣭児童࣭㞀ࡀ函館ᕷࠊࡣࡵࡓࡢࡑࠋࡍࡲ思いい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡽ࡞支えྜう一員ࢆ

害࡞いࡓࡗ福祉ᑐࡿࡍ本気ᗘࡀ試࡚ࢀࡉいࡿ思いࠊࡽࢀࡑ  ࠋࡍࡲ高齢社会ࢆ支

え࡚いࡃ人ᮦ㸦特ⱝい世代㸧ࡢ確保ࠊࡣ本気必要思いࠋࡍࡲ熱心頑張ࡿ࡚ࡗ方々ࡢ声

 ࠋࡍࡲ思いࡣ大ษ࡛ࡶࡇࡿࡍうࡼࡿࡁ映࡛ࡀ

㸦西堀 㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 活動ࡢ種類ࢆ増ࡀࢀࡒࢀࡑࠊࡋࡸ望ࡴ活動積極的参加࡛ࡿࡁ体制ࠋ 

࣭ 高齢者ࡢ要望ࡅࡔࡿࡁ࡛ࢆ拾いୖ࡚ࡆいࠋࡃ 

㸦西堀 㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域ྠ士ࡢ関わྜࡾえࡿ機会㸦交流ࡢ機会㸧ࢆ増ࠋࡍࡸ 

࣭ ニ࣮ࡓࡗྜࢬ体操ࡸ趣味࠾ࠊ茶会ࡢ㞟ࢆࡾࡲ増ࠋࡍࡸЋ ᑠ࡞ࡉ地༊ẖࠋ例えࠊࡤ⏫

会単ࡾࡼᑠࡉい単࡛ࠋ 
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࣭ ࠊࡶ大ࡁい単࡛ࠋࠊ通いࡓいࡅ通えࡎいࡿ高齢者ࡀ行ࠊࡿࡅ㞟ࡢࡾࡲ場㸦㐠

動㸧ࢆ増ࠋࡍࡸ 

㸦西堀 㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ 各機関࡛ࡢ連携ࢆᅗࠊࡾ㞟えࡿ場࡙ࡢࡾࡃ提案ࠊ企⏬ࠊࡵࡓࡢࡑࠋ地域単࡛ࡎࡲⓎ展ࡋ

࡚いࡼࡿࡅうࠊ地域ࡢ方々ࡢ関ಀ性ࢆ持࡚ࡗいࠋࡃ⏫会行等ࢇࢇ各機関࡛参加࡚ࡋ

いࢆࡾࡀ࡞ࡘࠊࡁ得ࠊ活性࡚ࡋいࡼࡿࡅう一緒考え࡚いࠋࡃ活性ࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢ問㢟ࡶ

ᑐ応࡚ࡋいࡼࡿࡅうࠊ方向࡙࡚ࡅいࢆࡾࡀ࡞ࡘࠋࡃ保持ࡘࡘࡋ企⏬ࠊ提案ࢆⓎ展ࠋࡿࡏࡉ 

㸦西堀 㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 近隣ྠ士࡛ࡿࡁ࡛ࠊࡢ範ᅖ࡛ࡢ見Ᏺࡸࡾ声掛ࠋࡅ参加ࡍࡸࡋい⏫会活動ࠋ㸦以前ࡽいࡿ人

㐩࡛ࠊࡾࡃࡘࢆࣉ࣮ࣝࢢ新規ࡢ人ࡣ入ࡃࡾいࡃࡼ聞ࠋࡃ㸧 

 ࠋ相手 等㸧ࡋヰࠊ代行ࡢ㈙い物ࠊ㸦除雪ࡍࡸ増ࢆ活動ࢸンࣛ࣎ ࣭

㸦西堀 㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 民生委員在宅福祉委員ࠊ仲ࡀᝏいࠋ連携ᅗࡽ࡙ࡾいࠋ 

㸦西堀 㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ ニ࣮࣮ࢧࢬビࣛ࣎ࠊࢫンࠊࢸ地域活動࣐ࡢッࢳンࠋࢢ 

㸦西堀 㸲㸮Ⅼ㸧 

࣭ 色々࡞活動ࢆ実行࡚ࡋいࡿ人ࠊ何࠾手伝いࡓࡋࢆい思࡚ࡗいࡿ人ࡋࡽࡤࡍࠊい特ᢏࡸ

ᢏ術ࢆ持࡚ࡗいࡿ人࡞ࠊ魅力ࡢあࡿ人ᮦࢇࡉࡃࡓࡣいࡿ思い࣭࣭ࠋ࣭ࡍࡲ Ⅼ Ⅼ Ⅼ࡛࣭࣭ ࣭

個々ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡣ持࡚࣭࣭࣭࣭ࡎ地域ࢆ支えࡿ力࡚ࡗ࡞ࡣいࡿ思いࠋࡍࡲ行ᨻࠊ་療ࠊ福

祉࡚ࡍࡶ！！！ 

㸦社協 㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 旧⏫ᮧࡣ範ᅖࡶ広ࠊࡃ行わ࡚ࢀい࣮ࢧࡿビࠊࡵࡓࡢࡕࡲࡕࡲࡶࢫ一ᚊ考え࡚いࡀࡇࡃ

困㞴࡛࡚ࡁ࡛ࠋࡍいࡣࢁࡇࡿ実࡚ࡏࡉい࡛ࡇࡃ良い思いࠊࡀࡍࡲ何࣮ࢧࡶ

ビࡀࢫ提供࡞ࢀࡉい地域ࠕࡣ自ศ࡛ࡕࡓ支えྜうࠖいう意識ࢆ持࡚ࡗいࡀࡇࡃࡔࡓ必要

提供ࠋうࡻࡋい࡛࡞ࡣ࡛ࡢ࡞必要ࡀࡇࡃ育࡚࡚いࢆ人ᮦࡢ地域ࠊうえ࡛ࡢࡑࠋࡍࡲ思い

 ࠋࡍࡲ思いపいࡣ㸧ࡢ満足ᗘ㸦高齢者ࡣ࡛ࡅࡔࡿࡍ利用ࢆࢫビ࣮ࢧࡿࢀࡉ

㸦社協 㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 地域ࡢ方࣐ࡢンࣃワ࣮ࡀ必要思いࠋࡍࡲ 

㸦社協 㸵㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ実践ࡢ地域支援活動ࡓࡋ即ࢬఫ民ニ࣮実態把握࡞ࡸ細ࡵࡁ ࣭

࣭ 社協各支所ࡿ࡞ࡽࡉࡢ連携ࡢ強ࢆᅗࠋࡿ 

 

＜社協㸼 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ 全ᕷ的࡞波ཬ効果ࡢᣑ大ࠋ 

 ࠋ活用ࡢ社会資源ࡿ࡞ࡽࡉ ࣭

࣭ 行ᨻࠊ社協ࠊ地域ఫ民等ࡿ࡞ࡽࡉࡢ連携ࡢ強ࠋ 
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㸦㸷㸮Ⅼ㸧 

࣭ 様々࡞活動ࡀ行わ࡚ࢀいࡿࠊࢆ高齢者ࡸ家族ࡀ知࡞ࡽいࡀࡇ多いࡣ࡛ࡢ思いࠋࡍࡲ 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

࣭ ᕷ民ࡢ声ࢆ聞ࠋࡃ掛ࢹ࣮ࢥࠋࡾࡃ࡙ࡅネ࣮ࠋࢺ 

㸦㸳㸮Ⅼ㸧 

࣭ 当者意識࣭࣭࣭社協ࡢ基本的࡞性格ࠕ࡚ࡋ中間支援 ࡇࡿ担う組織࡛あࢆ地域支援ࠖࠕࠖ

直接支援ࠕࡣ方ࡃ་療機関࡛働ࡀ施設ࡢࠋࡍࡲࢀࡽࡆ挙ࡀ ࡢࡿい࡚ࡗ入ࡽ個ู支援ࠖࠕࠖ

࡛当者意識ࡀ強いࠊࡀࡍ࡛ࡢ社協ࡣ何ࡶ考えࡶ࡚ࡃ࡞業務ࡀ㐍ࡲࡋ࡛ࢇうࡀࢁࡇあ࢜ࠊࡾ

ࡗࡏࠋࡍࡲࡾあࡀいࡽࡁࡿࡅ欠いう視ᗙࡿࡍࢆࡓࢀࡉ施ࡢ創意工夫࡛ࢻ࣓࣮ࢲ࣮

ࡆ広地域支援ࠊࡵ深ࢆ例検討ࡽ個ู支援ࡗࡶࠊࡽࡔࡢࡿい࡛ࢇ営ࢆ護保険業ࡃ

࡚いࡃ専門性ࢆ身ࡿࡅࡘ必要ࡀあࡿ考えࠋࡍࡲ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

࣭ 高齢者ࡀ求࡚ࡵいࡇࡿᑐࡄࡍࠊ࡚ࡋᑐ応࡛ࡼࡿࡁう࡞関わࠋࡾ 

࣭ 閉࡞ࡕࡀࡾࡶࡇࡌ方々ࡢ声ࡸࡅ見Ᏺࡾ等ࡢ関わࡾ 等 

㸦㸵㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ確保ࡢワ࣮ࣃン࣐ ࣭

㸦㸴㸮Ⅼ㸧 

࣭ わࠋࢇࡏࡲࡾ 

㸦㸶㸮Ⅼ㸧 

 ࠋ構築ࡢ連携体制ࡢ地域ࡢ一層ࡾࡼ ࣭


